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植物防疫法施行規則
（昭和二十五年六月三十日農林省令第七十三号）

最終改正：平成二六年二月二四日農林水産省令第一二号

（最終改正までの未施行法令）
平成二十六年二月二十四日農林水産省令第十二号 （一部未施行）

 
植物防疫法 （昭和二十五年法律第百五十一号）に基き、及び同法 を施行するため、植物防疫法施行規則
を次のように定める。

 
第一章 総則（第一条―第五条） 
第二章 輸入植物の検査（第五条の二―第二十二条） 
第三章 輸出植物の検査（第二十三条―第三十一条） 
第四章 指定種苗の検査（第三十二条―第三十五条） 
第四章の二 植物等の移動の制限及び禁止（第三十五条の二―第三十五条の十） 
第五章 緊急防除（第三十六条―第三十九条） 
第六章 指定有害動植物の防除 
第一節 指定有害動植物（第四十条） 
第二節 薬剤の譲与（第四十一条―第四十六条） 
第三節 防除用器具の無償貸付（第四十七条―第五十八条） 
第七章 都道府県の防疫（第五十九条―第六十条） 
第八章 雑則（第六十一条・第六十二条） 
附則 

第一章 総則

（公聴会）
第一条 農林水産大臣は、植物防疫法 （以下「法」という。）第五条の二第二項 （法第六条第六項 、法

第七条第四項 、法第十一条第二項 、法第十三条第七項 、法第十五条第二項 、法第十六条の二第二項
又は法第十六条の三第二項 において準用する場合を含む。）の規定により公聴会を開こうとするとき
は、少なくともその十日前までに、場所及び意見を聴こうとする事項を公示しなければならない。

２ 公聴会に出席して意見を述べようとする者（以下「公述人」という。）は、あらかじめ、その述べよ
うとする意見の概要を記載した文書を農林水産大臣に提出しなければならない。

第二条 削除

（議長）
第三条 公聴会は、農林水産大臣の指名する者が議長として主宰する。

（議長の職務等）
第四条 議長は、公述人が多いときは、各種の意見を代表する者に発言させなければならない。
２ 議長は、農林水産省の官吏のうちから説明者を指名しなければならない。
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３ 議長は、公述人又は説明者の発言時間の範囲を制限し、又はその発言が当該事項の範囲をこえた者の
発言を制止することができる。

４ 議長は、必要があると認めるときは、公聴会を延期し、又は続行することができる。この場合には、
次回の日時及び場所を指定して出席者にこれを通知しなければならない。

（植物防疫官及び植物防疫員の証票）
第五条 法第五条第一項 の規定による証票の様式は、別記第一号様式の通りとする。

第二章 輸入植物の検査

（検疫有害動植物）
第五条の二 法第五条の二第一項 の農林水産省令で定める有害動物又は有害植物は、別表一のとおりとす

る。

（検査証明書の添付を要しない植物）
第五条の三 法第六条第一項 の栽培の用に供しない植物であつて、検疫有害動植物が付着するおそれが少

ないものとして農林水産省令で定めるものは、次のとおりとする。
一 うこん及びトチュウの乾燥したもの
二 アーモンド、カシューナッツ、ココやし、こしよう、ピスタシオノキ、ぺるしやぐるみ及びマカダ

ミアナッツの乾燥した種子

（栽培地検査を要する植物等）
第五条の四 法第六条第二項 の農林水産省令で定める地域、植物及び検疫有害動植物は、別表一の二のと

おりとする。
２ 前項に掲げる植物は、同項の地域において栽培されたものに限るものとする。

（輸入場所の指定）
第六条 法第六条第三項 の港及び飛行場を次のとおり定める。

一 港 紋別港、網走港、根室港、花咲港、釧路港、十勝港、苫小牧港、室蘭港、函館港、小樽港、石狩
湾港、留萌港、稚内港、青森港、八戸港、宮古港、釜石港、大船渡港、石巻港、仙台塩釜港、秋田
船川港、能代港、酒田港、相馬港、小名浜港、日立港、常陸那珂港、鹿島港、木更津港、千葉港、
京浜港、横須賀港、姫川港、直江津港、柏崎港、新潟港、伏木富山港、七尾港、金沢港、内浦港、
敦賀港、田子の浦港、清水港、御前崎港、三河港、衣浦港、名古屋港、四日市港、舞鶴港、阪南
港、阪神港、姫路港、新宮港、日高港、和歌山下津港、境港、浜田港、宇野港、水島港、福山港、
尾道糸崎港、竹原港、呉港、広島港、岩国港、平生港、徳山下松港、三田尻中関港、山口港、宇部
港、関門港、徳島小松島港、詫間港、丸亀港、坂出港、高松港、宇和島港、松山港、今治港、新居
浜港、三島川之江港、高知港、須崎港、博多港、苅田港、三池港、唐津港、伊万里港、長崎港、佐
世保港、比田勝港、厳原港、水俣港、八代港、三角港、熊本港、大分港、佐伯港、細島港、油津
港、志布志港、鹿児島港、川内港、米ノ津港、金武中城港、那覇港、平良港、石垣港

二 飛行場 旭川空港、新千歳空港、函館空港、青森空港、仙台空港、秋田空港、福島空港、百里飛行
場、成田国際空港、東京国際空港、新潟空港、富山空港、小松飛行場、静岡空港、名古屋飛行場、
中部国際空港、関西国際空港、美保飛行場、岡山空港、広島空港、高松空港、松山空港、北九州空
港、福岡空港、長崎空港、熊本空港、大分空港、宮崎空港、鹿児島空港、那覇空港、嘉手納飛行場

２ 携帯する植物については、釧路空港、帯広空港、花巻空港、山形空港、庄内空港、神戸空港、鳥取空
港、出雲空港、山口宇部空港、徳島飛行場、高知空港、佐賀空港及び新石垣空港も、法第六条第三項
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の飛行場とする。

（農林水産省令で定める特別の用）
第六条の二 法第七条第一項 ただし書の特別の用は、次のとおりとする。

一 博物館、植物園その他の公共の施設において、標本として展示し、又は保管すること。
二 犯罪捜査のための証拠物として使用すること。
三 ウリミバエの防除を行うことを目的として、生殖を不能にされたウリミバエを生産するため、ウリ

ミバエの繁殖の用に供すること。

（輸入禁止品の輸入許可）
第七条 法第七条第一項 但書の許可を受けようとする者は、その者の住所地を管轄する植物防疫所を経由

して農林水産大臣に申請書（第二号様式）を提出しなければならない。
２ 農林水産大臣は、法第七条第一項 但書の規定による許可をしたときは、当該申請者に対し、許可した

ことを証する書面（第三号様式）を一梱当り二通ずつ交付するものとする。
３ 前項の書面の交付を受けた者は、これを発送人に送付し、当該輸入禁止品に添付して発送させなけれ

ばならない。

第八条 法第七条第三項 の規定によつて付する条件は、通常次の事項とする。
一 植物防疫所気付として輸入すること及びその他輸送又は荷造の方法に関すること。
二 輸入した輸入禁止品の容器包装の輸入許可に関すること。
三 輸入した輸入禁止品の管理若しくは隔離の場所及び期間又は管理の方法に関すること。
四 輸入した輸入禁止品の管理又は隔離の責任者に関すること。
五 当該輸入禁止品の譲渡その他の処分の制限又は禁止に関すること。
六 隔離した当該植物に検疫有害動植物が発生した場合における通知及びその措置方法に関すること。
七 前各号の条件に違反したときは、当該許可を取り消し、又は当該輸入禁止品及びその生産物の廃棄

を命ずることがあること。
２ 農林水産大臣は、法第七条第一項 但書の許可を受けた者から申請があつた場合において、当該申請の

理由が正当であり、且つ、やむを得ないものと認められるときは、法第七条第三項 の規定により附し
た条件を変更することがある。変更したときは、植物防疫所を通じてその旨を当該申請者に通知する
ものとする。

（輸入禁止地域及び輸入禁止植物）
第九条 法第七条第一項第一号 の農林水産省令で定める地域及び植物は、次のとおりとする。

一 別表二に掲げる地域及び植物
二 別表二の二に掲げる地域及び植物（同表に掲げる基準に適合しているものを除く。）
三 別表一の二に掲げる地域及び植物（同表に掲げる地域において栽培されたものを除く。）

（輸入検査の申請）
第十条 植物又は輸入禁止品を輸入しようとする者は、法第八条第一項 但書の場合を除き、その植物又は

輸入禁止品を積載した船舶（航空機）の入港（着陸）後、遅滞なく、植物防疫官に検査申請書（第四
号様式）を提出しなければならない。

２ 電子情報処理組織（行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律 （平成十四年法律第百五
十一号）第三条第一項 に規定する電子情報処理組織をいう。第二十五条第四項において同じ。）を使
用して法第八条第一項 の規定による届出をしようとする者については、農林水産省の所管する法令に
係る行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律施行規則 （平成十五年農林水産省令第二
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十一号）第三条第三項 の規定は、適用しない。

（検査の場所及び期日）
第十一条 植物防疫官は、第十条の申請があつたときは、当該申請者に対し、検査を行う場所及び検査の

期日をあらかじめ通知しなければならない。

（検査品の運搬等）
第十二条 植物又は輸入禁止品を輸入した者は、法第八条第一項 又は第三項 の規定により検査を受けると

きは、植物防疫官の指示に従つて当該植物又は輸入禁止品及びその容器包装につき運搬、荷解、荷造
その他の措置をしなければならない。

（処分を行う場所）
第十三条 法第四条第二項 又は法第九条第一項 若しくは第二項 の規定による処分に伴う措置の実施は、

当該植物又は容器包装を検査した場所又は植物防疫所で行なわなければならない。但し、大量の貨物
であつてこれらの場所で行うことができないときは、他の植物防疫所その他適当な消毒施設又は焼却
施設のある場所へ運搬させて行い、又は行わせることがある。

（農林水産省令で定める種苗）
第十四条 法第八条第七項 の種苗を次のように定める。ただし、輸入後栽培されないでそのまま輸出され

る物を除く。
一 ゆり、チユーリツプ、ヒヤシンス等の球根
二 ばれいしよの塊茎及びさつまいもの塊根
三 かんきつ類、りんご、なし、くり等の果樹苗木
四 さとうきびの生茎葉及び地下部

（隔離栽培）
第十五条 植物防疫官は、法第八条第七項 の隔離栽培を必要と認めるときは、当該種苗の収受を停止して

（郵便物の場合にあつては当該種苗を郵便事業株式会社の事業所から受領して）当該種苗を輸入した
者（郵便物の名あて人を含む。以下同じ。）に対し文書（第五号様式）で次の事項を通知するととも
に、期限を付して隔離栽培ができるかどうか、できる場合には隔離栽培する場所（位置及び付近の状
況）及び管理責任者について回答を求めなければならない。
一 当該植物を一定期間隔離された土地又は場所で栽培しなければならないこと。
二 植物防疫官の検査が終了するまでの期間当該種苗（その生産物を含む。以下この条及び第十七条第

二項において同じ。）を隔離された土地又は場所の区域外へ移動してはならないこと。
三 隔離期間中当該種苗に検疫有害動植物が発生し、又は異状があつたときは、その旨を遅滞なく植物

防疫官に通知すべきこと。
四 植物防疫官の指示があつたときは、その指示する措置を実施すべきこと。

第十六条 植物防疫官は、前条の回答により法第八条第七項 の隔離栽培を命ずることができると認めると
きは、当該種苗を輸入した者に対し、当該種苗に隔離栽培命令書（第六号様式）を添えて送付しなけ
ればならない。

第十七条 植物防疫官は、第十五条の回答により法第八条第七項 の隔離栽培を自ら実施することが適当で
あると認めるときは、当該種苗を植物防疫所に送付し、当該種苗を輸入した者に通知しなければなら
ない。
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２ 前項の植物防疫官は、隔離栽培を実施した当該種苗が法第九条第四項 の検査に合格したときは、遅滞
なく、これを輸入した者に送付しなければならない。

（隔離栽培品の処分）
第十八条 植物防疫官は、第十五条の通知に対する回答がないとき又は隔離栽培することができない旨の

回答があり、且つ、自ら隔離栽培することができないときは、当該種苗を廃棄するものとする。

（証明書の交付）
第十九条 法第九条第四項 の証明は、別記第七号様式の証印、証票又は証明書とする。ただし、法第八条

第一項 の規定によつて農林水産大臣が指定した検疫有害動植物のみがいる植物及びその容器包装につ
いては、輸入認可証（第八号様式）を押印し、若しくは添付し、又はその所有者若しくは管理者に交
付するものとする。

２ 法第七条第一項 ただし書の許可を受けた輸入禁止品であつて同条第三項 の条件に違反しないもの及
び第十六条 の規定により隔離栽培のために送付する種苗については、輸入認可証（第八号様式）を押
印し、添付し、又は交付するものとする。

３ 電子情報処理組織（行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律第四条第一項 に規定する
電子情報処理組織をいう。第二十一条第二項及び第二十二条第二項において同じ。）を使用して第一
項本文の証明書を通知する場合又は第一項ただし書若しくは前項の輸入認可証を交付する場合におけ
る農林水産省の所管する法令に係る行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律施行規則
第六条第三項 の規定の適用については、同項 中「入力し、当該事項についての情報に電子署名を行
い、当該電子署名に係る電子証明書であって第三条第三項各号に掲げるものと併せて」とあるのは、
「入力し、」と読み替えるものとする。

（消毒又は廃棄の実施）
第二十条 法第四条第二項 又は法第九条第一項 若しくは第二項 の規定により、消毒又は廃棄を命ぜられ

た者は、植物防疫官の立会の下に当該措置を実施しなければならない。

（処分後の通知）
第二十一条 植物防疫官は、法第九条第一項 から第三項 までの規定により、植物又は輸入禁止品及び容器

包装を廃棄したとき又は消毒したため著しく毀損したときは、これを所有し、又は管理する者（郵便
物の場合にあつてはその名宛人）に対してその旨を通知し、且つ、これらの者の要求があつたとき
は、証明書（第九号様式）を交付しなければならない。

２ 電子情報処理組織を使用して前項の証明書を交付する場合には、第十九条第三項の規定を準用する。
３ 植物防疫官は、法第八条第五項 の規定により郵便物を検査し、法第九条第一項 から第三項 までの規

定により郵便物を消毒し、若しくは廃棄するため、当該郵便物を郵便事業株式会社の事業所から受領
したとき又は第十五条の規定により当該種苗を郵便事業株式会社の事業所から受領したときは、当該
郵便事業株式会社の事業所に受領証（第十号様式）を交付しなければならない。

（廃棄又は消毒命令書）
第二十二条 植物防疫官は、法第九条第一項 又は第二項 の規定により消毒又は廃棄を命じた場合において

当該義務者の要求があつたときは、廃棄又は消毒命令書（第十一号様式）を交付しなければならな
い。法第四条第二項 の規定により消毒を命じた場合もまた同様とする。

２ 電子情報処理組織を使用して前項の廃棄又は消毒命令書を交付する場合には、第十九条第三項の規定
を準用する。
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第三章 輸出植物の検査

（栽培地検査）
第二十三条 法第十条第三項 の植物は、てつぽうゆり、やまゆり及びかのこゆり（これらの変種又は品種

を含み、野生のものを除く。以下同じ。）並びにチユーリツプとする。

（栽培地検査の申請）
第二十四条 法第十条第三項 の植物の栽培地検査を受けようとする者は、次に掲げる期日までに検査申請

書（第十二号様式）を植物防疫官に提出しなければならない。
一 輸入国がその輸入につき栽培地における検査を要求している植物（てつぽうゆり、やまゆり、かの

こゆり、チユーリツプ及びうんしゆうみかんを除く。）並びに組織培養により生産されるてつぽう
ゆり、やまゆり、かのこゆり及びチユーリツプについては、検査を受けようとする期日の三十日前

二 てつぽうゆり、やまゆり及びかのこゆり（組織培養により生産されるものを除く。）については四
月三十日（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県及び鹿児島県の区域（鹿児島県奄美
市及び同県大島郡の区域を除く。）内においては三月三十一日、鹿児島県奄美市及び同県大島郡の
区域内においては十二月三十一日、沖縄県の区域内においては十一月三十日）

三 チユーリツプ（組織培養により生産されるものを除く。）については二月末日
四 うんしゆうみかんについては三月三十一日

２ 前項の申請をした者は、当該栽培地の見やすい場所に別記第十三号様式（組織培養により生産される
ものにあつては別記第十三号の二様式、うんしゆうみかんにあつては別記第十三号の三様式）の表示
を行い、かつ、検査の際これに立ち会わなければならない。

（輸出検査の申請）
第二十五条 法第十条第一項 の植物及びその容器包装の検査を受けようとする者は、あらかじめ植物防疫

官に検査申請書（第十四号様式）を提出しなければならない。但し、輸出する植物の包装材料として
使用する土につき法第十条第一項 の規定による検査を受けようとする者は、採取前及び調製前に植物
防疫官に検査申請書（第十五号様式）を提出しなければならない。

２ 当該植物が法第十条第三項 の栽培地検査を要するものである場合にあつては当該検査に合格した旨、
当該植物の包装材料として使用してある土につき既に同条第一項 の検査を受けその検査に合格してい
る場合にあつてはその旨を附記しなければならない。

３ 野生の植物で法第十条第三項 の栽培地検査を要する植物と同一種類のものを輸出しようとする者は、
植物防疫官又はその原産地の市町村長の発行した野生である旨の証明書（第十六号様式）を第一項の
申請書に添付しなければならない。

４ 電子情報処理組織を使用して第一項の検査申請書を提出しようとする者には、第十条第二項の規定を
準用する。

第二十六条 法第十条第三項 の栽培地検査を要する植物につき同条第一項 の検査を受けようとする者は、
当該植物の容器包装に第三十条第二項の規定により交付を受けた合格証票を添付しておかなければな
らない。ただし、同項ただし書の規定により合格証票の交付が省略された場合は、この限りでない。

（検査の場所）
第二十七条 法第十条第一項 の検査は、植物防疫所で行う。但し、当該植物及びその容器包装の所在地で

検査を受けたい旨の申請があつた場合において、当該植物の数量が多く、且つ、不合格品の補充の便
宜等のため必要があると認めるときは、当該所在地で行うことができる。

２ 輸出植物の包装材料として使用する土につき行う法第十条第一項 の検査は、前項の規定にかかわらず
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その採取地又はその調製場所で行う。

（検査の期日）
第二十八条 植物防疫官は、第二十四条第一項又は第二十五条第一項の規定により検査を申請した者に対

し、あらかじめ検査の期日を通知しなければならない。

（検査品の運搬等）
第二十九条 第二十五条第一項の規定による検査を申請した者には、第十二条の規定を準用する。

（合格証明書等の交付）
第三十条 植物防疫官は、法第十条第一項 の規定による検査の結果、当該植物及びその容器包装を合格と

したときは、当該植物又はその容器包装に合格証印（第十八号様式）を押印し又は当該申請者に合格
証明書（第十八号様式。当該植物及びその容器包装が再輸出されるものである場合にあつては第十八
号の二様式）を交付しなければならない。ただし、輸入国において特別の要求があるときは、その要
求に応ずる証明書を交付しなければならない。

２ 植物防疫官は、法第十条第三項 の規定による検査の結果、当該植物を合格としたときは、当該申請者
に対し、合格証明書（第十九号様式）及び合格証票（第十九号様式）を交付しなければならない。た
だし、当該植物について法第十条第一項 の検査を行うに当たつて、同条第三項 の検査に合格したこと
が不明となるおそれがないと認められるときは、合格証票の交付を省略することができる。

３ 植物防疫官は、第二十五条第一項但書の申請に係る包装材料が輸入国の要求に該当していると認めて
合格としたときは、当該申請者に対し合格証明書（第二十号様式）を交付しなければならない。

（合格処分の取消）
第三十一条 植物防疫官は、法第十条第四項 の規定による検査の結果、当該植物又はその容器包装が輸入

国の要求に適合しなくなつていると認めるときは、合格処分を取り消し、且つ、前条第一項の規定に
よりした押印を抹消し、又は交付した合格証明書の返還を命じなければならない。

第四章 指定種苗の検査

（検査の申請）
第三十二条 法第十三条第一項 の検査を受けようとする種苗生産者（共同して検査の申請をする場合にあ

つてはその代表者）は、指定種苗の種類ごとに、別に告示で定める期限までに農林水産大臣の定める
検査申請書を植物防疫官に提出しなければならない。

２ 前項の規定により検査の申請をした者には、第二十四条第二項の規定を準用する。

（検査期日の通知）
第三十三条 前条第一項の規定により検査の申請があつたときは、第二十八条の規定を準用する。

（合格証明書及びその抄本）
第三十四条 法第十三条第三項 の合格証明書の様式は、別記第二十一号様式とし、同条第四項 の合格証明

書の抄本の様式は、別記第二十二号様式とする。

（廃棄命令書及び処分証明書）
第三十五条 法第十四条 の規定により植物防疫官が指定種苗の廃棄を命じ、又は自らこれを廃棄した場合

には、第二十一条第一項及び第二十二条第一項の規定を準用する。
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第四章の二 植物等の移動の制限及び禁止

（移動制限地域及び移動制限植物）
第三十五条の二 法第十六条の二第一項 の地域及び植物を別表三及び別表四のとおり定める。

（移動制限植物等の移動制限の例外）
第三十五条の三 法第十六条の二第一項 の農林水産省令で定める場合は、試験研究の用に供するため農林

水産大臣の許可を受け、かつ、当該許可を受けたことを証する書面（第二十二号の二様式）（第三項
において「移動制限植物等移動許可証」という。）を添付して移動する場合とする。

２ 前項の許可を受けようとする者は、その者の住所地を管轄する植物防疫所を経由して農林水産大臣に
移動制限植物等移動許可申請書（第二十二号の三様式）を提出しなければならない。

３ 農林水産大臣は、第一項の許可をしたときは、当該許可を申請した者に対し、移動制限植物等移動許
可証を交付するものとする。

（移動検査及び検査確認の表示）
第三十五条の四 法第十六条の二第一項 の検査（以下この条において「移動検査」という。）は、次の各

号に掲げるものについて行う。
一 別表三の一の項、二の項、五の項及び六の項の地域の欄に掲げる地域内にある植物の欄に掲げる植

物及びこれらの容器包装
二 別表三の三の項及び四の項の地域の欄に掲げる地域内にある植物の欄に掲げる植物

２ 移動検査は、植物防疫所又は植物防疫所長の指定する場所で行なう。ただし、当該植物又はその容器
包装の所在地で移動検査を受けたい旨の申請があつた場合において、次の各号のいずれかに該当する
ときは、当該所在地で行なうことができる。
一 前項各号に掲げる植物又はその容器包装について、当該植物の数量が多く、かつ、不合格品の補充

の便宜等のため必要があると認めるとき。
二 前号のほか、前項第二号に掲げる植物について、移動検査を行う間における当該植物の栽培の管理

等のため必要があると認めるとき。
３ 移動検査を受けようとする者は、当該植物又はその容器包装を移動しようとする日の二日前まで（前

項ただし書の場合には移動検査を受けようとする日の五日前まで）に植物防疫官に検査申請書（第二
十二号の四様式）を提出しなければならない。

４ 植物防疫官は、前項の規定により移動検査を申請した者に対し、あらかじめ移動検査の期日を通知し
なければならない。

５ 第三項の規定により移動検査を申請した者には、第十二条の規定を準用する。
６ 法第十六条の二第一項 の有害動物又は有害植物が付着していないと認める旨を示す表示は、移動検査

の結果、当該植物又はその容器包装に別表三の備考の欄に掲げる有害動物又は有害植物が付着してい
ないと認めた場合に、当該植物又はその容器包装に検査合格証明書（第二十二号の五様式）若しくは
検査合格証票（第二十二号の六様式）を添付し、又は検査合格証印（第二十二号の七様式）を押印
し、若しくは検査合格証紙（第二十二号の八様式）をはり付けてするものとする。

（消毒の確認及び確認の表示）
第三十五条の五 法第十六条の二第一項 の消毒の確認（以下この条において「消毒の確認」という。）

は、別表四の地域の欄に掲げる地域内にある植物の欄に掲げる植物及びこれらの容器包装について行
う。

２ 消毒の確認は、植物防疫所又は植物防疫所長の指定する場所で行なう。
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３ 消毒の確認を受けようとする者は、当該確認を受けようとする消毒を行なう二日前までに植物防疫官
に消毒確認申請書（第二十二号の九様式）を提出しなければならない。

４ 植物防疫官は、前項の規定により消毒の確認を申請した者に対し、あらかじめ消毒の確認の期日を通
知しなければならない。

５ 第三項の規定により消毒の確認を申請した者には、第十二条の規定を準用する。
６ 法第十六条の二第一項 の消毒したと認める旨を示す表示は、消毒の確認をした場合に、当該植物又は

その容器包装に消毒確認証明書（第二十二号の十様式）若しくは消毒確認証票（第二十二号の十一様
式）を添付し、又は消毒確認証印（第二十二号の十二様式）を押印し、若しくは消毒確認証紙（第二
十二号の十三様式）をはり付けてするものとする。

（消毒の基準）
第三十五条の六 法第十六条の二第一項 の農林水産省令で定める基準は、別表五の植物の欄に掲げる植物

の種類に応じ、同表の消毒の基準の欄に掲げるとおりとする。

（移動禁止地域及び移動禁止植物等）
第三十五条の七 法第十六条の三第一項 の農林水産省令で定める地域内にある植物で農林水産省令で定め

るものを別表六のとおり定める。
２ 法第十六条の三第一項 の農林水産省令で定める地域内にある有害動物又は有害植物で農林水産省令で

定めるものを別表七のとおり定める。

（移動禁止植物等の移動許可）
第三十五条の八 法第十六条の三第一項 ただし書の許可を受けようとする者は、その者の住所地を管轄す

る植物防疫所を経由して農林水産大臣に移動禁止植物等移動許可申請書（第二十二号の十四様式）を
提出しなければならない。

２ 農林水産大臣は、法第十六条の三第一項 ただし書の規定による許可をしたときは、当該許可を申請し
た者に対し、許可したことを証する書面（第二十二号の十五様式）を交付するものとする。

（移動禁止植物等の移動許可の条件）
第三十五条の九 法第十六条の三第二項 において準用する法第七条第三項 の規定に基づいて付する条件

は、通常次の事項とする。
一 移動前に移動しようとする移動禁止植物等（第三十五条の七第一項に規定する植物若しくは同条第

二項に規定する有害動物若しくは有害植物又はこれらの容器包装をいう。以下この項において同
じ。）が法第十六条の三第一項 ただし書の許可を受けているものである旨の植物防疫官の確認を受
けること。

二 移動しようとする移動禁止植物等の移動又は荷造の方法に関すること。
三 移動後の移動禁止植物等の管理の場所及び期間その他の管理の方法に関すること。
四 移動後の移動禁止植物等の管理の責任者に関すること。
五 移動後の移動禁止植物等の譲渡その他の処分の制限又は禁止に関すること。
六 前各号の条件に違反したときは、当該許可を取り消し、又は当該移動禁止植物等及びその生産物の

廃棄を命ずることがあること。
２ 法第十六条の三第一項 ただし書の許可を受けた者については、第八条第二項の規定を準用する。

（廃棄命令書及び処分証明書）
第三十五条の十 法第十六条の五 の規定により植物防疫官が植物、有害動物若しくは有害植物又は土及び

これらの容器包装の廃棄を命じ、又は自らこれを廃棄した場合には、第二十一条第一項及び第二十二
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条第一項の規定を準用する。

第五章 緊急防除

（緊急防除）
第三十六条 法第十八条第二項 の規定による農林水産大臣の命令は、緊急措置命令書（第二十三号様式）

を交付して行う。

（協力指示書の様式）
第三十七条 法第十九条第二項 の協力指示書の様式は、別記第二十四号様式とする。

（協力成績の報告）
第三十八条 法第十九条第二項 の規定により協力指示書の交付を受けた者は、当該協力指示書に記載され

た防除に関する業務の完了後一箇月以内に協力成績書（第二十五号様式）を農林水産大臣に提出しな
ければならない。

（費用の請求）
第三十九条 法第十九条第二項 の規定により協力指示書の交付を受けた者が、同条第三項 の規定による費

用の弁償を受けようとするときは、当該協力指示書に記載された防除に関する業務の完了後一箇月以
内に費用請求書（第二十六号様式）に費用の支出を証明する書類を添えて、これを農林水産大臣に提
出しなければならない。

第六章 指定有害動植物の防除

第一節 指定有害動植物

（指定有害動植物）
第四十条 法第二十二条 の農林水産大臣の指定する有害動物は、次のとおりとする。

一 いちご、きく、キヤベツ、きゆうり、さといも、すいか、だいこん、大豆、たまねぎ、トマト、な
す、にんじん、ねぎ、はくさい、ピーマン、レタス、ばれいしよ及びほうれんそうのアブラムシ類

二 イネミズゾウムシ
三 カキノヘタムシガ
四 かき、かんきつ、キウイフルーツ、なし、びわ及びもものカメムシ類
五 カンシヤコバネナガカメムシ
六 大豆の吸実性カメムシ類
七 コナガ
八 コブノメイガ
九 すもも、なし、もも及びりんごのシンクイムシ類
十 セジロウンカ
十一 ツマグロヨコバイ
十二 トビイロウンカ
十三 ニカメイガ
十四 ハスモンヨトウ
十五 おうとう、かき、かんきつ、茶、なし、もも及びりんごのハダニ類
十六 かき、かんきつ、茶、なし、ぶどう、もも及びりんごのハマキムシ類
十七 斑点米カメムシ類
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十八 ヒメトビウンカ
２ 法第二十二条 の農林水産大臣の指定する有害植物は、次のとおりとする。

一 いちご、きゆうり、トマト、なす及びレタスのはいいろかび病菌
二 いねいもち病菌
三 いねもんがれ病菌
四 かんきつかいよう病菌
五 かんきつこくてん病菌
六 かんきつそうか病菌
七 きくしろさび病菌
八 キヤベツ及びレタスのきんかく病菌
九 キヤベツくろぐされ病菌
十 きゆうり、なす及びピーマンのうどんこ病菌
十一 きゆうりべと病菌
十二 たまねぎ及びねぎのさび病菌
十三 茶たんそ病菌
十四 トマト及びばれいしよのえき病菌
十五 なしくろほし病菌
十六 なしこくはん病菌
十七 ぶどうべと病菌
十八 むぎあかかび病菌類
十九 むぎうどんこ病菌類
二十 ももせんこうさいきん病菌
二十一 りんごはんてんらくよう病菌

第二節 薬剤の譲与

（譲与の相手方）
第四十一条 法第二十七条第一項 の規定により農林水産大臣が防除に必要な薬剤（以下「防除用薬剤」と

いう。）を譲与する相手方は、指定有害動植物が風水害等の災害により異常発生した場合において、
みずから防除を行うことが著しく困難であると認められる者とする。

（譲与の申請）
第四十二条 防除用薬剤の譲与を受けようとする者は、譲与申請書（第二十七号様式）を農林水産大臣に

提出しなければならない。

（譲与の決定等）
第四十三条 農林水産大臣は、前条の譲与申請書を受理したときは、その内容を審査して譲与するかどう

かを決定し、当該申請者に対し、譲与する場合にあつては譲与すべき防除用薬剤の使用その他必要な
事項を記載した譲与承認書（第二十八号様式）を交付し、譲与しない場合にあつてはその旨を通知す
る。

（引渡）
第四十四条 法第二十七条第一項 の規定により譲与する防除用薬剤の引渡は、前条の譲与承認書に記載さ

れた期日及び場所において行うものとする。
２ 前項の規定により防除用薬剤の引渡を受けた者（以下「譲受人」という。）は、当該引渡後直ちに、
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受領書（第二十九号様式）を農林水産大臣に提出しなければならない。

（防除用薬剤の使用等の制限）
第四十五条 譲受人は、第四十三条の譲与承認書に記載された条件に違反して当該防除用薬剤を使用し、

譲与し、又は譲渡してはならない。
２ 農林水産大臣は、譲受人が前項の規定に違反したときは、当該防除用薬剤の全部若しくは一部若しく

はこれに相当する薬剤の返還を命じ、又はこれに相当額の対価の納入を命ずることがある。

（報告の徴取）
第四十六条 譲受人は、譲与を受けた防除用薬剤による防除を完了したときは、一箇月以内に防除実績報

告書（第三十号様式）を農林水産大臣に提出しなければならない。

第三節 防除用器具の無償貸付

（申請）
第四十七条 法第二十七条第一項 の規定により防除用器具を借り受けようとする者は、借受申請書（第三

十一号様式）を植物防疫所長に提出しなければならない。

（貸付）
第四十八条 農林水産大臣は、前条の借受申請書を受理したときは、その内容を審査して貸付を承認する

かどうかを決定し、貸し付ける場合にあつては防除用器具の使用方法その他必要な事項を定める。
２ 植物防疫所長は、前項の決定に基き、当該申請者に対し、貸し付ける場合にあつては貸付承認通知書

（第三十二号様式）を交付し、貸し付けない場合にあつては其の旨を通知する。

（引渡）
第四十九条 防除用器具の引渡は、前条第二項の貸付承認通知書に記載された期日及び場所において行う

ものとする。
２ 前項の規定により防除用器具の引渡を受けた者（以下「借受人」という。）は、当該引渡後直ちに、

請書（第三十三号様式）を植物防疫所長に提出しなければならない。

（貸付期間の延長申請）
第五十条 借受人は、第四十八条第二項の貸付承認通知書に記載された貸付期間満了の日までに防除を完

了することができないと認めるときは、農林水産大臣に対し、貸付期間の延長を申請することができ
る。

２ 前項の申請は、貸付期間満了の日の五日前までに貸付期間延長申請書（第三十四号様式）を植物防疫
所長に提出して、しなければならない。

３ 植物防疫所長は、農林水産大臣が前項の申請書を受理した場合において期間の延長を承認したとき
は、当該申請人に対し貸付期間延長承認通知書（第三十五号様式）を交付する。

（借受人の義務）
第五十一条 借受人は、その借り受けた防除用器具を、善良な管理者の注意をもつて管理しなければなら

ない。
２ 借受人は、その借り受けた防除用器具を他に転貸してはならない。

第五十二条 借受人は、その借り受けた防除用器具を滅失し、又はき損したときは、遅滞なく書面をもつ
てその旨及び事由を詳細に植物防疫所長に報告しなければならない。この場合において、当該滅失又
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はき損が火災又は盗難に係るものであるときは、火災又は盗難があつた旨を証する関係官公署の発行
する証明書を添えるものとする。

第五十三条 借受人は、その責に帰すべき事由によりその借り受けた防除用器具を滅失し、又はき損した
ときは、植物防疫所長の指示に従い、その負担においてこれを補てんし、若しくは修理し、又は国に
その補償金を納入しなければならない。

２ 前項の補償金は、植物防疫所の歳入徴収官の発行する納入告知書によつて納入するものとする。

（返納）
第五十四条 借受人は、その借り受けた防除用器具を第四十八条第二項の貸付承認通知書又は第五十条第

三項の貸付期間延長承認通知書に記載された期日及び場所において返納するとともに返納届（第三十
六号様式）を植物防疫所長に提出しなければならない。

第五十五条 農林水産大臣は、他の緊急の用途に供するため当該防除用器具を必要とする場合その他特に
必要があると認める場合は、貸付期間内においても、期日及び場所を指定してその返納を命ずること
がある。

（違約金の徴収）
第五十六条 借受人は、第四十八条第二項の貸付承認通知書又は第五十条第三項の貸付期間延長承認通知

書に記載された返納期日（前条の場合にあつては、当該返納命令による指定期日）までにその借り受
けた防除用器具を返納しないときは、その翌日から返納があつた日までの日数につき、防除用器具の
種類ごとに農林水産大臣の定める額の違約金を支払わなければならない。但し、天災地変その他農林
水産大臣がやむを得ない事由があると認めたときは、この限りでない。

２ 前項の違約金の納入については、第五十三条第二項の規定を準用する。

（費用の負担）
第五十七条 防除用器具の引取、管理及び返納に要する一切の費用は、借受人の負担とする。

第五十八条 削除

第七章 都道府県の防疫

（病害虫防除所）
第五十九条 法第三十二条第三項 の農林水産省令で定める事項は、次のとおりとする。

一 名称
二 位置及び管轄区域
三 管轄区域内の農作物の栽培並びに有害動物及び有害植物の発生の状況
四 施設の概要
五 職員の職種別定数
六 業務の概要
七 業務開始の予定年月日

（病害虫防除員）
第六十条 法第三十三条第二項 において準用する法第三十二条第三項 の農林水産省令で定める事項は、病

害虫防除員の数とする。
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第八章 雑則

（交付金の交付決定の基礎となる農家数等）
第六十一条 法第三十五条第二項 の農家数は、直近に公表された農林業センサス規則 （昭和四十四年農林

省令第三十九号）第一条 の調査による経営耕地面積規模別農家数中の総農家数によるものとする。
２ 法第三十五条第二項 の農地面積は、前項に規定する調査による経営耕地中の経営耕地総面積から畑の

普通畑の調査日前一年間に飼料用作物だけを作つた畑の面積及び畑の牧草専用地の面積を控除したも
のによるものとする。

３ 法第三十五条第二項 の市町村数は、第一項に規定する調査が行われた年の二月一日現在における市町
村数によるものとする。

（権限の委任）
第六十二条 法第三十二条第三項 （法第三十三条第二項 において準用する場合を含む。）の規定による農

林水産大臣の権限は、地方農政局長に委任する。

 附 則 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和二六年二月二七日農林省令第七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和二七年四月一日農林省令第二〇号） 抄 

（施行期日）
１ この省令は、公布の日から施行する。但し、第二十四条第一項第二号及び第三号を改正する規定は、

昭和二十八年一月一日から施行する。

附 則 （昭和二九年一二月一六日農林省令第七三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和三〇年一二月一四日農林省令第五五号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和三一年九月一日農林省令第四五号） 抄 

１ この省令は、公布の日から施行する。
３ この省令施行前に交付した植物防疫法施行規則第七条第二項の書面、同規則第十五条の文書、同規則

第十六条の隔離栽培命令書、同規則第二十二条の廃棄又は消毒命令書及びこの省令施行前に押印した
同規則第三十条第一項の合格証印は、この省令による改正後の同規則で定めるこれらの書類又は合格
証印の様式によるものとみなす。

附 則 （昭和三二年二月一四日農林省令第九号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和三七年一〇月一日農林省令第五七号） 
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１ この省令は、行政不服審査法（昭和三十七年法律第百六十号）の施行の日（昭和三十七年十月一日）
から施行する。

２ この省令による改正後の規定は、この省令の施行前にされた行政庁の処分その他この省令の施行前に
生じた事項についても適用する。ただし、この省令による改正前の規定によつて生じた効力を妨げな
い。

附 則 （昭和三八年六月二六日農林省令第四二号） 

この省令は、昭和三十八年七月一日から施行する。 
附 則 （昭和四〇年五月一〇日農林省令第二三号） 

この省令は、昭和四十年六月一日から施行する。 
附 則 （昭和四二年三月一日農林省令第四号） 

１ この省令は、公布の日から施行する。
２ この省令の施行前に交付した植物防疫法施行規則第七条第二項の書面は、この省令による改正後の同

項で定める書面の様式によるものとみなす。

附 則 （昭和四三年六月二六日農林省令第四五号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和四三年一〇月九日農林省令第六一号） 

この省令は、昭和四十四年一月一日から施行する。ただし、第六条の改正規定は、昭和四十三年十月十
六日から施行する。 
附 則 （昭和四四年三月一九日農林省令第九号） 

この省令は、昭和四十四年四月一日から施行する。 
附 則 （昭和四四年一一月二〇日農林省令第五一号） 

この省令は、昭和四十四年十一月二十五日から施行する。 
附 則 （昭和四五年三月三一日農林省令第一二号） 抄 

１ この省令は、公布の日から施行する。

附 則 （昭和四五年六月二日農林省令第三一号） 

この省令は、昭和四十五年六月十五日から施行する。 
附 則 （昭和四六年四月一〇日農林省令第二五号） 

この省令は、昭和四十六年四月二十日から施行する。 
附 則 （昭和四七年三月二七日農林省令第一一号） 

この省令は、昭和四十七年四月一日から施行する。 
附 則 （昭和四七年五月一三日農林省令第二九号） 抄 

この省令は、沖縄の復帰に伴う関係法令の改廃に関する法律の施行の日（昭和四十七年五月十五日）か
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ら施行する。 
附 則 （昭和四七年六月九日農林省令第三八号） 

この省令は、昭和四十七年六月十五日から施行する。 
附 則 （昭和四七年一二月二三日農林省令第六九号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和四八年三月七日農林省令第一二号） 

この省令は、昭和四十八年三月十二日から施行する。 
附 則 （昭和四八年五月二四日農林省令第三七号） 

この省令は、昭和四十八年六月四日から施行する。 
附 則 （昭和四八年一二月一九日農林省令第七九号） 

この省令は、昭和四十九年一月一日から施行する。 
附 則 （昭和四九年七月二四日農林省令第三一号） 

１ この省令は、昭和四十九年八月一日から施行する。ただし、第三十二条第一項の改正規定は、公布の
日から施行する。

２ 改正後の植物防疫法施行規則第三十二条第一項の規定は、昭和五十年産の指定種苗の検査から適用
し、昭和四十九年以前の年産の指定種苗の検査については、なお従前の例による。

附 則 （昭和四九年一〇月二一日農林省令第四六号） 

この省令は、昭和四十九年十一月一日から施行する。 
附 則 （昭和五〇年三月二五日農林省令第九号） 

この省令は、昭和五十年四月一日から施行する。 
附 則 （昭和五〇年七月五日農林省令第三八号） 

この省令は、昭和五十年七月十日から施行する。 
附 則 （昭和五〇年一一月二九日農林省令第五三号） 

この省令は、昭和五十年十二月五日から施行する。 
附 則 （昭和五一年六月一二日農林省令第二七号） 

この省令は、昭和五十一年六月十六日から施行する。 
附 則 （昭和五三年一月一〇日農林省令第一号） 

この省令は、昭和五十三年一月十三日から施行する。 
附 則 （昭和五三年三月二七日農林省令第一七号） 

この省令は、昭和五十三年三月三十日から施行する。ただし、第六条第一項の改正規定中新東京国際空
港に係る部分は、新東京国際空港の供用開始の日から施行する。 
附 則 （昭和五三年三月二九日農林省令第二〇号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
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附 則 （昭和五三年四月一〇日農林省令第二八号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和五三年七月五日農林省令第四九号） 抄 

第一条 この省令は、公布の日から施行する。

附 則 （昭和五三年八月二八日農林水産省令第五号） 

この省令は、昭和五十三年九月一日から施行する。 
附 則 （昭和五四年四月四日農林水産省令第一五号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和五四年五月一五日農林水産省令第二五号） 

この省令は、昭和五十四年五月十五日から施行する。 
附 則 （昭和五四年六月三〇日農林水産省令第三六号） 

この省令は、昭和五十四年七月三日から施行する。 
附 則 （昭和五四年九月七日農林水産省令第三九号） 

この省令は、昭和五十四年九月十一日から施行する。ただし、熊本空港に係る部分は、昭和五十四年九
月二十六日から施行する。 
附 則 （昭和五四年一〇月一五日農林水産省令第四三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和五四年一二月一〇日農林水産省令第五三号） 

この省令は、昭和五十四年十二月十二日から施行する。 
附 則 （昭和五五年四月三日農林水産省令第一二号） 

この省令は、昭和五十五年四月十五日から施行する。 
附 則 （昭和五五年四月一一日農林水産省令第一七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和五五年五月二〇日農林水産省令第二二号） 

この省令は、昭和五十五年五月二十二日から施行する。 
附 則 （昭和五六年三月一六日農林水産省令第六号） 

この省令は、昭和五十六年三月二十三日から施行する。 
附 則 （昭和五七年五月二〇日農林水産省令第一九号） 

この省令は、昭和五十七年六月一日から施行する。 
附 則 （昭和五七年七月一五日農林水産省令第二四号） 

この省令は、昭和五十七年八月一日から施行する。 
附 則 （昭和五七年八月二四日農林水産省令第三一号） 
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この省令は、昭和五十七年八月二十六日から施行する。 
附 則 （昭和五七年一二月六日農林水産省令第五二号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和五九年一〇月二九日農林水産省令第四二号） 

この省令は、昭和五十九年十一月一日から施行する。 
附 則 （昭和六〇年三月一日農林水産省令第三号） 

この省令は、昭和六十年四月一日から施行する。 
附 則 （昭和六〇年七月一二日農林水産省令第三一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和六〇年七月一五日農林水産省令第三三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和六〇年八月二一日農林水産省令第四一号） 

この省令は、昭和六十年九月一日から施行する。 
附 則 （昭和六〇年一〇月二二日農林水産省令第四八号） 

この省令は、昭和六十年十月二十四日から施行する。 
附 則 （昭和六〇年一一月一日農林水産省令第五〇号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和六一年二月四日農林水産省令第一号） 

この省令は、昭和六十一年二月六日から施行する。 
附 則 （昭和六一年三月二五日農林水産省令第九号） 

この省令中別表一の四の項の改正規定は昭和六十一年四月一日から、同表の十二の項の改正規定は昭和
六十一年五月一日から施行する。 
附 則 （昭和六一年八月二二日農林水産省令第三七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和六二年二月二〇日農林水産省令第一号） 

この省令は、昭和六十二年三月一日から施行する。 
附 則 （昭和六二年四月一五日農林水産省令第八号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （昭和六二年九月二八日農林水産省令第三三号） 

この省令は、昭和六十二年十月一日から施行する。 
附 則 （昭和六二年一一月二七日農林水産省令第四一号） 

この省令は、昭和六十二年十一月三十日から施行する。 
附 則 （昭和六三年二月六日農林水産省令第二号） 
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この省令は、昭和六十三年二月八日から施行する。 
附 則 （昭和六三年二月二七日農林水産省令第六号） 

この省令は、昭和六十三年三月一日から施行する。 
附 則 （昭和六三年六月一七日農林水産省令第三二号） 

この省令は、昭和六十三年六月二十日から施行する。 
附 則 （昭和六三年七月一五日農林水産省令第三七号） 

この省令は、昭和六十三年七月二十日から施行する。 
附 則 （昭和六三年一一月二九日農林水産省令第五七号） 

この省令は、昭和六十三年十二月五日から施行する。 
附 則 （昭和六三年一二月二八日農林水産省令第六四号） 

この省令は、昭和六十四年一月一日から施行する。 
附 則 （平成元年三月一日農林水産省令第六号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成元年六月六日農林水産省令第二七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成元年一〇月三〇日農林水産省令第四三号） 

この省令は、平成元年十一月一日から施行する。 
附 則 （平成元年一二月二〇日農林水産省令第四七号） 

この省令は、平成元年十二月二十二日から施行する。ただし、別表一の一の項地域の欄の改正規定中
「、コロンビア、エクアドル」を加える部分は、平成二年一月十六日から施行する。 
附 則 （平成二年三月二〇日農林水産省令第六号） 

この省令は、平成二年三月二十三日から施行する。 
附 則 （平成二年三月三〇日農林水産省令第八号） 

この省令は、公布の日から施行する。ただし、第六条第一項第二号の改正規定は、平成二年四月六日か
ら施行する。 
附 則 （平成二年六月一一日農林水産省令第二四号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二年一〇月三〇日農林水産省令第四二号） 

この省令は、平成二年十一月一日から施行する。 
附 則 （平成三年六月三日農林水産省令第二八号） 

この省令は、公布の日から施行する。ただし、第六条第一項第二号の改正規定中「、広島空港」を加え
る部分は、平成三年六月二十一日から施行する。 
附 則 （平成三年七月一七日農林水産省令第三二号） 
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この省令は、平成三年七月二十日から施行する。 
附 則 （平成四年四月六日農林水産省令第一三号） 

この省令は、公布の日から施行する。ただし、第六条第一項第二号の改正規定中「、高松空港」を加え
る部分は、平成四年四月二十日から施行する。 
附 則 （平成四年五月六日農林水産省令第二四号） 

この省令は、平成四年五月十二日から施行する。 
附 則 （平成五年一月二七日農林水産省令第二号） 

この省令は、平成五年二月一日から施行する。 
附 則 （平成五年四月一日農林水産省令第一一号） 

この省令は、公布の日から施行する。ただし、第二条の規定は、平成五年四月二十六日から施行する。 
附 則 （平成五年四月一日農林水産省令第一二号） 

１ この省令は、公布の日から施行する。
２ この省令による改正前の肥料取締法施行規則、植物防疫法施行規則、農薬取締法施行規則、繭糸価格

安定法施行規則、繭検定規則、農業機械化促進法施行規則、大豆なたね交付金暫定措置法施行規則、
生糸検査規則、家畜改良増殖法施行規則、犬の輸出入検疫規則、家畜伝染病予防法施行規則、酪農及
び肉用牛生産の振興に関する法律施行規則、家畜取引法施行規則、動物用医薬品等取締規則、家畜商
法施行規則、牛及び豚のうち純粋種の繁殖用のもの並びに暫定税率を適用しない馬の証明書の発給に
関する省令、飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律施行規則、卸売市場法施行規則、農林
水産省関係研究交流促進法施行規則、食糧管理法施行規則、林業種苗法施行規則、漁船法施行規則、
指定漁業の許可及び取締り等に関する省令、日本国と大韓民国との間の漁業に関する協定第二条の共
同規制水域等におけるさばつり漁業及び沿岸漁業等の取締りに関する省令、北太平洋の海域における
ずわいがに等漁業の取締りに関する省令、いかつり漁業の取締りに関する省令、ずわいがに漁業等の
取締りに関する省令、北太平洋の海域におけるつぶ漁業の取締りに関する省令、大西洋の海域におけ
るはえなわ等漁業の取締りに関する省令、かじき等流し網漁業の取締りに関する省令、いか流し網漁
業の取締りに関する省令、黄海及び東支那海の海域におけるふぐはえなわ漁業の取締りに関する省
令、べにずわいがに漁業の取締りに関する省令及び小型まぐろはえ縄漁業の取締りに関する省令（以
下「関係省令」という。）に規定する様式による書面は、平成六年三月三十一日までの間は、これを
使用することができる。

３ 平成六年三月三十一日以前に使用されたこの省令による改正前の関係省令に規定する様式による書面
は、この省令による改正後の関係省令に規定する様式による書面とみなす。

附 則 （平成五年五月二八日農林水産省令第二四号） 

この省令は、平成五年六月一日から施行する。 
附 則 （平成五年一〇月二五日農林水産省令第五九号） 

この省令は、平成五年十月二十九日から施行する。 
附 則 （平成五年一〇月二九日農林水産省令第六一号） 

この省令は、平成五年十月三十日から施行する。 
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附 則 （平成六年一月一四日農林水産省令第一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成六年四月一日農林水産省令第二三号） 

この省令は、公布の日から施行する。ただし、第六条第一項第二号の改正規定は、平成六年四月四日か
ら施行する。 
附 則 （平成六年四月二二日農林水産省令第三一号） 

この省令は、平成六年四月二十五日から施行する。 
附 則 （平成六年八月二二日農林水産省令第五三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成六年九月二日農林水産省令第五五号） 

この省令は、平成六年九月四日から施行する。 
附 則 （平成六年一〇月二五日農林水産省令第七三号） 

この省令は、公布の日から施行する。ただし、別表一の二の項及び別表四の一の項の改正規定は、平成
六年十一月十日から施行する。 
附 則 （平成七年一月一八日農林水産省令第一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成七年三月三一日農林水産省令第二五号） 

この省令は、平成七年四月一日から施行する。ただし、第二条の規定は、平成七年四月二日から施行
し、第三条の規定は、平成七年四月四日から施行する。 
附 則 （平成七年四月二四日農林水産省令第二八号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成七年五月一日農林水産省令第二九号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成八年二月五日農林水産省令第一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成八年四月一日農林水産省令第一三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成八年九月九日農林水産省令第四六号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成八年九月一七日農林水産省令第四七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成八年一〇月九日農林水産省令第五六号） 

この省令は、平成八年十月十五日から施行する。 
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附 則 （平成八年一〇月二五日農林水産省令第五九号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成九年二月三日農林水産省令第五号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成九年三月一〇日農林水産省令第九号） 

この省令は、植物防疫法の一部を改正する法律（平成八年法律第六十七号）の施行の日（平成九年四月
一日）から施行する。ただし、第五条の四の改正規定は、平成十年四月一日から適用する。 
附 則 （平成九年四月一日農林水産省令第二四号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成九年四月二四日農林水産省令第三二号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成九年七月一日農林水産省令第四五号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成九年七月一八日農林水産省令第五三号） 

この省令は、平成九年八月一日から施行する。 
附 則 （平成九年八月四日農林水産省令第五七号） 

この省令は、平成十年四月一日から施行する。 
附 則 （平成九年九月一〇日農林水産省令第六〇号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成九年九月二六日農林水産省令第六七号） 

この省令は、平成九年十月一日から施行する。 
附 則 （平成九年一〇月一七日農林水産省令第七二号） 

この省令は、平成九年十月二十四日から施行する。 
附 則 （平成九年一二月一九日農林水産省令第八三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一〇年二月五日農林水産省令第三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一〇年三月二七日農林水産省令第一六号） 

この省令は、平成十年四月一日から施行する。 
附 則 （平成一〇年四月九日農林水産省令第二八号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一〇年一一月一六日農林水産省令第七七号） 
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この省令は、平成十年十二月一日から施行する。 
附 則 （平成一〇年一二月一〇日農林水産省令第八五号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一〇年一二月二五日農林水産省令第八八号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一一年一月一一日農林水産省令第一号） 抄 

１ この省令は、公布の日から施行する。
２ この省令による改正前の土地改良法施行規則、獣医師法施行規則、家畜等の無償貸付及び譲与等に関

する省令、肥料取締法施行規則、病菌害虫防除用機具貸付規則、植物防疫法施行規則、家畜改良増殖
法施行規則、犬の輸出入検疫規則、農薬取締法施行規則、農産物検査法施行規則、家畜伝染病予防法
施行規則、専門技術員資格試験等に関する省令、農業機械化促進法施行規則、養鶏振興法施行規則、
日本国と大韓民国との間の漁業に関する協定第二条の共同規制水域等におけるさばつり漁業及び沿岸
漁業等の取締りに関する省令、林業種苗法施行規則、卸売市場法施行規則、漁業操業に関する日本国
政府とソヴィエト社会主義共和国連邦政府との間の協定第一条１の日本国沿岸の地先沖合の公海水域
における漁業の操業の調整に関する省令、分収林特別措置法施行規則、農林水産省関係研究交流促進
法施行規則、アリモドキゾウムシの緊急防除に関する省令、牛及び豚のうち純粋種の繁殖用のもの並
びに無税を適用する馬の証明書の発給に関する省令、野菜栽培用の豆の証明書の発給に関する省令、
ナシ枝枯細菌病菌の緊急防除を行うために必要な措置に関する省令及びイモゾウムシの緊急防除に関
する省令（以下「関係省令」という。）に規定する様式による書面は、平成十一年三月三十一日まで
の間は、これを使用することができる。

附 則 （平成一一年三月二九日農林水産省令第一二号） 

この省令は、平成十一年四月一日から施行する。 
附 則 （平成一一年四月一五日農林水産省令第二七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一一年五月二四日農林水産省令第三三号） 

この省令は、平成十一年六月一日から施行する。ただし、福島空港に係る部分は、平成十一年六月十七
日から施行する。 
附 則 （平成一一年七月三〇日農林水産省令第五二号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一一年九月六日農林水産省令第五六号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一一年一二月一七日農林水産省令第八四号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一二年二月三日農林水産省令第九号） 

この省令は、平成十二年四月一日から施行する。 
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附 則 （平成一二年三月二二日農林水産省令第二三号） 

この省令は、平成十二年四月一日から施行する。 
附 則 （平成一二年三月三一日農林水産省令第四八号） 

この省令は、平成十二年四月一日から施行する。 
附 則 （平成一二年五月一七日農林水産省令第六〇号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一二年八月三〇日農林水産省令第八〇号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一二年九月一日農林水産省令第八二号） 

（施行期日）
第一条 この省令は、内閣法の一部を改正する法律（平成十一年法律第八十八号）の施行の日（平成十三

年一月六日）から施行する。ただし、次条の規定は、公布の日から施行する。

附 則 （平成一三年三月二七日農林水産省令第六八号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一三年五月三一日農林水産省令第一〇四号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一三年九月三日農林水産省令第一一九号） 

この省令は、平成十三年九月十日から施行する。 
附 則 （平成一三年一〇月一二日農林水産省令第一三二号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一三年一〇月三一日農林水産省令第一三六号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一四年三月二九日農林水産省令第二七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一五年三月五日農林水産省令第一二号） 

この省令は、平成十五年四月一日から施行する。 
附 則 （平成一五年三月二八日農林水産省令第二二号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一五年四月二五日農林水産省令第四三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一五年八月二九日農林水産省令第八七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
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附 則 （平成一五年一〇月二〇日農林水産省令第一一六号） 

この省令は、平成十五年十一月一日から施行する。 
附 則 （平成一五年一一月一八日農林水産省令第一二三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一五年一二月二四日農林水産省令第一三一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一六年一月三〇日農林水産省令第八号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一六年三月一九日農林水産省令第二〇号） 

この省令は、平成十六年四月一日から施行する。 
附 則 （平成一六年九月七日農林水産省令第六七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一六年九月二九日農林水産省令第七一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一六年一〇月二〇日農林水産省令第八一号） 

この省令は、平成十六年十一月一日から施行する。 
附 則 （平成一六年一二月一日農林水産省令第八九号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一七年一月一四日農林水産省令第三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一七年二月一〇日農林水産省令第八号） 

この省令は、平成十七年二月十七日から施行する。 
附 則 （平成一七年三月一〇日農林水産省令第二一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一七年四月一日農林水産省令第五九号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一七年四月一日農林水産省令第六〇号） 

この省令は、平成十七年四月十四日から施行する。ただし、別表一の改正規定は、平成十八年四月十四
日から施行する。 
附 則 （平成一七年八月二五日農林水産省令第九五号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一七年一二月一日農林水産省令第一一八号） 
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この省令は、公布の日から施行する。ただし、別表一の改正規定は、公布の日から起算して一年を経過
した日から施行する。 
附 則 （平成一七年一二月一六日農林水産省令第一二〇号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一七年一二月二七日農林水産省令第一二三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一八年二月一日農林水産省令第一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一八年三月九日農林水産省令第八号） 

この省令は、平成十八年三月十六日から施行する。 
附 則 （平成一八年四月二一日農林水産省令第三四号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一八年六月一日農林水産省令第五五号） 

この省令は、平成十八年六月八日から施行する。 
附 則 （平成一八年六月二三日農林水産省令第五八号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一八年七月五日農林水産省令第六三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一八年七月二八日農林水産省令第六八号） 

この省令は、平成十八年八月十日から施行する。ただし、別表一の改正規定（同表一の項及び二の項に
係る部分を除く。）は、平成十九年八月十日から施行する。 
附 則 （平成一八年一〇月二日農林水産省令第八二号） 

（施行期日）
第一条 この省令は、公布の日から施行する。

（経過措置）
第二条 この省令の施行前に交付したこの省令による改正前の植物防疫法施行規則第十九号様式、第十九

号の二様式及び第十九号の三様式による合格証明書は、この省令による改正後の植物防疫法施行規則
第十九号様式によるものとみなす。

２ この省令による改正前の植物防疫法施行規則第十二号様式、第十二号の二様式及び第十二号の三様式
による検査申請書は、この省令による改正後の植物防疫法施行規則第十二号様式にかかわらず、この
省令の施行の日から起算して六月を経過する日までの間は、なおこれを使用することができる。

附 則 （平成一八年一一月二八日農林水産省令第八七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一九年二月七日農林水産省令第四号） 
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この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一九年三月三〇日農林水産省令第二一号） 

（施行期日）
第一条 この省令は、平成十九年四月十二日から施行する。ただし、第二十四条第一項第二号の改正規定

及び別記第一号様式の改正規定は公布の日から、別表一の改正規定（同表八の項地域の欄の改正規定
中「、ブラジル」を削る部分を除く。）は平成二十年四月十二日から施行する。

（経過措置）
第二条 この省令の施行の際現にあるこの省令による改正前の植物防疫法施行規則別記第一号様式（次項

において「旧様式」という。）により使用されている書類は、この省令による改正後の植物防疫法施
行規則別記第一号様式によるものとみなす。

２ この省令の施行の際現にある旧様式により調製した用紙は、この省令の施行後においても当分の間、
これを取り繕って使用することができる。

附 則 （平成一九年六月七日農林水産省令第五九号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一九年七月一三日農林水産省令第六二号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一九年一一月二〇日農林水産省令第八六号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成一九年一一月三〇日農林水産省令第八九号） 

この省令は、平成十九年十二月一日から施行する。 
附 則 （平成二〇年五月八日農林水産省令第三三号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二〇年五月一四日農林水産省令第三六号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二〇年六月一八日農林水産省令第四一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二〇年七月一日農林水産省令第四六号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二〇年七月一六日農林水産省令第四七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二〇年九月四日農林水産省令第五七号） 

この省令は、平成二十年九月十一日から施行する。ただし、別表一の改正規定は平成二十一年九月十一
日から施行する。 
附 則 （平成二〇年一〇月一〇日農林水産省令第六六号） 
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この省令は、平成二十年十月十二日から施行する。 
附 則 （平成二〇年一一月一一日農林水産省令第七一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二一年三月一八日農林水産省令第九号） 

（施行期日）
第一条 この省令は、統計法の施行の日（平成二十一年四月一日）から施行する。

（昭和五十一年果樹基本統計調査規則の廃止に伴う経過措置）
第二条 第一条の規定による廃止前の昭和五十一年果樹基本統計調査規則第十七条の規定による結果表等

の保存については、なお従前の例による。

附 則 （平成二一年六月三日農林水産省令第三八号） 

この省令は、平成二十一年六月四日から施行する。 
附 則 （平成二一年一〇月二〇日農林水産省令第六〇号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二二年一月二九日農林水産省令第六号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二二年三月一〇日農林水産省令第一六号） 

この省令は、平成二十二年三月十一日から施行する。 
附 則 （平成二二年四月一六日農林水産省令第三五号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二二年七月三〇日農林水産省令第四六号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二二年八月一八日農林水産省令第四七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二三年一月三一日農林水産省令第二号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二三年三月七日農林水産省令第八号） 

この省令は、平成二十三年九月七日から施行する。ただし、別表一の改正規定（同表を別表一の二とす
る部分を除く。）は、平成二十四年三月七日から施行する。 
附 則 （平成二三年七月八日農林水産省令第四四号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二四年二月一〇日農林水産省令第七号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
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附 則 （平成二四年四月二〇日農林水産省令第三一号） 

この省令は、平成二十四年四月二十三日から施行する。 
附 則 （平成二四年七月二五日農林水産省令第四一号） 

この省令は、平成二十五年一月二十五日から施行する。ただし、別表一の二の改正規定は、平成二十五
年七月二十五日から施行する。 
附 則 （平成二五年三月一日農林水産省令第八号） 

この省令は、平成二十五年三月七日から施行する。 
附 則 （平成二五年四月二二日農林水産省令第三一号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二六年二月七日農林水産省令第八号） 

この省令は、公布の日から施行する。 
附 則 （平成二六年二月二四日農林水産省令第一二号） 

この省令は、平成二十六年八月二十四日から施行する。ただし、別表一の二の改正規定は、平成二十七
年二月二十四日から施行する。 

別表一 （第五条の二関係） 

第一 有害動物
一 まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがあることが明らかである有害動物
（一） 節足動物 Ａｂｇｒａｌｌａｓｐｉｓ ａｇｕａｃａｔａｅ

Ａｂｇｒａｌｌａｓｐｉｓ ｐｅｒｓｅａｅ
Ａｃａｌｏｌｅｐｔａ ａｕｓｔｒａｌｉｓ
Ａｃａｌｙｍｍａ ｖｉｔｔａｔｕｍ
Ａｃａｎｔｈｏｃｉｎｕｓ ａｅｄｉｌｉｓ
Ａｃａｎｔｈｏｃｏｒｉｓ ｓｃａｂｒａｔｏｒ
Ａｃｅｒａｔａｇａｌｌｉａ ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ
Ａｃｅｒａｔａｇａｌｌｉａ ｌｏｎｇｕｌａ
Ａｃｅｒｉａ ｇｕｅｒｒｅｒｏｎｉｓ
Ａｃｅｒｉａ ｔｏｓｉｃｈｅｌｌａ
Ａｃｉｚｚｉａ ａｃａｃｉａｅｂａｉｌｅｙａｎａｅ
Ａｃｉｚｚｉａ ｕｎｃａｔｏｉｄｅｓ
Ａｃｌｅｒｉｓ ｇｌｏｖｅｒａｎａ
Ａｃｌｅｒｉｓ ｖａｒｉａｎａ
Ａｃｒａｅａ ａｃｅｒａｔａ
Ａｃｒｏｌｅｐｉｏｐｓｉｓ ａｓｓｅｃｔｅｌｌａ
Ａｃｒｏｌｅｐｉｏｐｓｉｓ ｖｅｓｐｅｒｅｌｌａ
Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ ｈｉｌａｒｅ
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Ａｃｕｔａｓｐｉｓ ａｌｂｏｐｉｃｔａ
Ａｃｕｔａｓｐｉｓ ｐｅｒｓｅａｅ
Ａｃｕｔａｓｐｉｓ ｕｍｂｏｎｉｆｅｒａ
Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｈｏｎ ｌａｃｔｕｃａｅ
Ａｄｅｌｇｅｓ ｐｉｃｅａｅ
Ａｄｏｒｅｔｕｓ ｖｅｒｓｕｔｕｓ
Ａｄｒａｍａ ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔａ（チャトゲアシミバエ）
Ａｅｇｏｐｓｉｓ ｂｏｌｂｏｃｅｒｉｄｕｓ ［ＳＹＮ： Ａｅｇｏｐｓｉｓ ｂｏｌ
ｂｏｃｅｒｉｄａ］（ハビロミツノヒナカブト）
Ａｇｒｉｏｔｅｓ ｌｉｎｅａｔｕｓ
Ａｌｅｕｒｏｃａｎｔｈｕｓ ｃｉｔｒｉｐｅｒｄｕｓ
Ａｌｅｕｒｏｃａｎｔｈｕｓ ｗｏｇｌｕｍｉ（ミカンクロトゲコナジラミ）
Ａｌｅｕｒｏｃｌａｖａ ｇｏｒｄｏｎｉａｅ
Ａｌｅｕｒｏｃｌａｖａ ｇｕｙａｖａｅ
Ａｌｅｕｒｏｃｌａｖａ ｎｅｏｌｉｔｓｅａｅ
Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ ｃｏｃｏｉｓ
Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ
Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ ｄｉｓｐｅｒｓｕｓ
Ａｌｅｕｒｏｐｌａｔｕｓ ｐｅｃｔｉｎｉｆｅｒｕｓ
Ａｌｅｕｒｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ ｄｒｙａｎｄｒａｅ
Ａｌｅｕｒｏｔｕｂａ ｊｅｌｉｎｅｋｉｉ
Ａｌｅｙｒｏｄｅｓ ｐｒｏｌｅｔｅｌｌａ
Ａｍｂｌｙｐｅｌｔａ ｃｏｃｏｐｈａｇａ
Ａｍｂｌｙｐｅｌｔａ ｌｕｔｅｓｃｅｎｓ
Ａｍｂｌｙｐｅｌｔａ ｎｉｔｉｄａ
Ａｍｏｒｂｉａ ｅｍｉｇｒａｔｅｌｌａ
Ａｍｐｈｉｃｅｒｕｓ ｃｏｒｎｕｔｕｓ
Ａｍｐｈｏｒｏｐｈｏｒａ ａｇａｔｈｏｎｉｃａ
Ａｍｓａｃｔａ ｍｏｏｒｅｉ
Ａｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ ｖａｒｉｉ
Ａｎａｒｓｉａ ｌｉｎｅａｔｅｌｌａ（モモキバガ）
Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ ｆｒａｔｅｒｃｕｌｕｓ（ミナミアメリカミバエ）
Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ ｌｕｄｅｎｓ（メキシコミバエ）
Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ ｏｂｌｉｑｕａ（ニシインドミバエ）
Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ ｓｅｒｐｅｎｔｉｎａ（ウスグロミバエ）
Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ ｓｕｓｐｅｎｓａ（カリブミバエ）
Ａｎｓｔｅｎｏｐｔｉｌｉａ ｍａｒｍａｒｏｄａｃｔｙｌａ
Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ ｅｕｇｅｎｉｉ（トウガラシゾウムシ）
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Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ ｓｉｇｎａｔｕｓ
Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ
Ａｏｎｉｄｏｍｙｔｉｌｕｓ ａｌｂｕｓ
Ａｐｈｉｓ ｉｎｔｙｂｉ
Ａｐｈｉｓ ｎｅｗｔｏｎｉ
Ａｐｈｉｓ ｐｏｍｉ（ヨーロッパリンゴアブラムシ）
Ａｐｈｉｓ ｒｕｂｏｒｕｍ
Ａｐｈｉｓ ｓｅｒｐｙｌｌｉ
Ａｐｔｅｒｏｔｈｒｉｐｓ ａｐｔｅｒｉｓ
Ａｒｃｈｉｐｓ ａｒｇｙｒｏｓｐｉｌｕｓ（リンゴシロモンハマキ）
Ａｒｃｈｉｐｓ ｆｒａｔｅｒｎａ
Ａｒｃｈｉｐｓ ｍａｃｈｌｏｐｉｓ
Ａｒｃｈｉｐｓ ｍｉｃａｃｅａｎａ
Ａｒｃｈｉｐｓ ｐｏｄａｎａ
Ａｒｃｈｉｐｓ ｒｏｓａｎａ
Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ ｃｉｔｒａｎａ（ミカンコハマキ）
Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ ｖｅｌｕｔｉｎａｎａ（アカオビコハマキ）
Ａｒｈｏｐａｌｕｓ ｆｅｒｕｓ
Ａｒｉｓｔｏｔｅｌｉａ ｐａｌａｍｏｔａ
Ａｒｉｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｃａｎａｌｉｃｕｌａｔｕｓ
Ａｒｉｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｇｒａｎｉｆｅｒ
Ａｒｉｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｇｒａｎｕｌｉｆｅｒ
Ａｒｉｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｈｉｒｓｕｔｕｌｕｓ
Ａｒｉｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｉｍｉｔａｔｏｒ
Ａｒｉｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｍｅｄｉｏｓｅｃｔｕｓ
Ａｒｉｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｒｕｇｏｓｉｐｅｓ
Ａｒｏｒａｔｈｒｉｐｓ ｓｐｉｎｉｃｅｐｓ
Ａｒｔｏｎａ ｃａｔｏｘａｎｔｈａ
Ａｓｉａｃｏｒｎｏｃｏｃｃｕｓ ｋａｋｉ
Ａｓｉｒａｃａ ｃｌａｖｉｃｏｒｎｉｓ
Ａｓｐｉｄｉｅｌｌａ ｈａｒｔｉｉ
Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ ｃｏｒｙｐｈａｅ
Ａｕｌａｃａｓｐｉｓ ｔｅｇａｌｅｎｓｉｓ
Ａｕｌａｃｏｐｈｏｒａ ｆｏｖｅｉｃｏｌｌｉｓ
Ａｕｌｏｃａｒａ ｅｌｌｉｏｔｔｉ
Ａｕｓｔｒａｌｏｔｈｒｉｐｓ ｂｉｃｏｌｏｒ
Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ
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Ｂａｃｔｅｒｉｃｅｒａ ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ａｌｂｉｓｔｒｉｇａｔａ
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｃｏｒｒｅｃｔａ（セグロモモミバエ）
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｃｕｃｕｒｂｉｔａｅ（ウリミバエ）
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｄｏｒｓａｌｉｓ ｓｐｅｃｉｅｓ ｃｏｍｐｌｅｘ（ミカンコ
ミバエ種群）
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｆｒａｕｅｎｆｅｌｄｉ（フタスジマンゴウミバエ）
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｌａｔｉｆｒｏｎｓ（ナスミバエ）
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｌｕｚｏｎａｅ
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｍｃｇｒｅｇｏｒｉ
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｎｅｏｈｕｍｅｒａｌｉｓ（パーキンスミバエ）
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｎｉｇｒｏｔｉｂｉａｌｉｓ
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｏｃｈｒｏｓｉａｅ
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｏｌｅａｅ（オリーブミバエ）
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｐａｓｓｉｆｌｏｒａｅ（フィジーミバエ）
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｔａｕ（セグロウリミバエ）
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｔｒｙｏｎｉ（クインスランドミバエ）
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｕｂｉｑｕｉｔａ
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｕｍｂｒｏｓａ
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｘａｎｔｈｏｄｅｓ
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ ｚｏｎａｔａ（モモミバエ）
Ｂａｇｒａｄａ ｈｉｌａｒｉｓ
Ｂａｉｌｅｙｏｔｈｒｉｐｓ ａｒｉｚｏｎｅｎｓｉｓ
Ｂａｔｈｙｃｏｅｌｉａ ｔｈａｌａｓｓｉｎａ
Ｂｉｓｔｏｎ ｓｕｐｐｒｅｓｓａｒｉａ
Ｂｌｉｓｓｕｓ ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ（アメリカコバネナガカメムシ）
Ｂｏｉｓｅａ ｔｒｉｖｉｔｔａｔａ
Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ ｓｃｈｗａｒｔｚｉ
Ｂｒａｃｈｙｃｏｒｙｎｅｌｌａ ａｓｐａｒａｇｉ
Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ ｃｈｉｌｅｎｓｉｓ
Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ ｅｓｓｉｇｉ
Ｂｒｕｃｈｏｐｈａｇｕｓ ｒｏｄｄｉ
Ｂｒｕｃｈｕｓ ｌｅｎｔｉｓ
Ｃａｃｏｅｃｉｍｏｒｐｈａ ｐｒｏｎｕｂａｎａ
Ｃａｃｙｒｅｕｓ ｍａｒｓｈａｌｌｉ
Ｃａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ ｆａｓｃｉａｔｕｓ
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Ｃａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ ｉｎｄｉｃｕｓ
Ｃａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ ｐｈａｓｅｏｌｉ
Ｃａｌｌｏｓｏｂｒｕｃｈｕｓ ａｎａｌｉｓ（アカイロマメゾウムシ）
Ｃａｌｌｏｓｏｂｒｕｃｈｕｓ ｒｈｏｄｅｓｉａｎｕｓ（ローデシアマメゾウム
シ）
Ｃａｐｉｔｏｐｈｏｒｕｓ ｈｏｒｎｉ
Ｃａｐｕａ ｉｎｔｒａｃｔａｎａ
Ｃａｒｐｏｍｙａ ｐａｒｄａｌｉｎａ（バルチスタンウリミバエ）
Ｃａｒｐｏｐｈｉｌｕｓ ｏｂｓｏｌｅｔｕｓ（コゲチャデオキスイ）
Ｃａｒｙｅｄｏｎ ｓｅｒｒａｔｕｓ（モモブトジマメゾウムシ）
Ｃａｕｌｏｐｈｉｌｕｓ ｏｒｙｚａｅ（コクゾウモドキ）
Ｃｅｒａｔａｐｈｉｓ ｂｒａｓｉｌｉｅｎｓｉｓ
Ｃｅｒａｔａｐｈｉｓ ｏｒｃｈｉｄｅａｒｕｍ
Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ ｃａｐｉｔａｔａ（チチュウカイミバエ）
Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ ｃｏｓｙｒａ
Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ ｍａｌｇａｓｓａ（マダガスカルミバエ）
Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ ｐｕｎｃｔａｔａ
Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ ｒｏｓａ（ナタールミバエ）
Ｃｅｒａｔｏｔｈｒｉｐｏｉｄｅｓ ｂｒｕｎｎｅｕｓ
Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ
Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ ｒｕｓｃｉ
Ｃｅｒｏｔｏｍａ ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ
Ｃｈａｅｔａｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ ｓｉｇｎｉｐｅｎｎｉｓ
Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ ｐｕｌｉｃａｒｉａ
Ｃｈｅｉｒｏｌａｓｉａ ｂｕｒｋｅｉ（ケアシツノカナブン）
Ｃｈｉｌｏ ａｕｒｉｃｉｌｉｕｓ
Ｃｈｉｌｏｌｏｂａ ａｃｕｔａ（ツヤケブカハナムグリ）
Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ ｐｉｎｉｆｏｌｉａｅ
Ｃｈｌｏｒｉｄｏｌｕｍ ａｌｃｍｅｎｅ
Ｃｈｌｏｒｉｄｏｌｕｍ ｔｈｏｍｓｏｎｉ
Ｃｈｌｏｒｏｃａｌａ ａｆｒｉｃａｎａ（キヌホソカナブン）
Ｃｈｌｏｒｏｃｈｒｏａ ｌｉｇａｔａ
Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ ｃｏｎｆｌｉｃｔａｎａ
Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ ｅｖａｎｉｄａｎａ
Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ ｐｉｎｕｓ ｐｉｎｕｓ
Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ ｒｏｓａｃｅａｎａ（ハスオビハマキ）
Ｃｈｒｏｍａｔｏｍｙｉａ ｓｙｎｇｅｎｅｓｉａｅ
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Ｃｈｒｙｓｏｂｏｔｈｒｉｓ ｆｅｍｏｒａｔａ（リンゴムツボシタマムシ）
Ｃｈｒｙｓｏｄｅｉｘｉｓ ｃｈａｌｃｉｔｅｓ
Ｃｈｒｙｓｏｄｅｉｘｉｓ ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ
Ｃｉｎａｒａ ｃｏｎｆｉｎｉｓ
Ｃｉｎａｒａ ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ
Ｃｉｒｃｕｌｉｆｅｒ ｔｅｎｅｌｌｕｓ（テンサイヨコバイ）
Ｃｌａｖｉｇｒａｌｌａ ｅｌｏｎｇａｔａ
Ｃｌａｖｉｇｒａｌｌａ ｔｏｍｅｎｔｏｓｉｃｏｌｌｉｓ
Ｃｌｅｐｓｉｓ ｐｅｒｉｔａｎａ
Ｃｌｅｐｓｉｓ ｓｐｅｃｔｒａｎａ
Ｃｎｅｐｈａｓｉａ ｊａｃｔａｔａｎａ
Ｃｏｃｃｏｔｒｙｐｅｓ ｓｕｂｃｒｉｂｒｏｓｕｓ
Ｃｏｃｈｌｏｃｈｉｌａ ｂｕｌｌｉｔａ
Ｃｏｈｉｃａｌｅｙｒｏｄｅｓ ｃａｅｒｕｌｅｓｃｅｎｓ
Ｃｏｎｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ ｎｅｎｕｐｈａｒ（スモモゾウムシ）
Ｃｏｐｉｔａｒｓｉａ ｔｕｒｂａｔａ
Ｃｏｒｄｙｌｏｍｅｒａ ｔｏｒｒｉｄａ
Ｃｏｒｉｚｕｓ ｈｙｏｓｃｙａｍｉ
Ｃｏｓｔｅｌｙｔｒａ ｚｅａｌａｎｄｉｃａ
Ｃｒａｓｐｅｄｏｔｈｒｉｐｓ ｍｉｎｏｒ
Ｃｒｅｎｉｄｏｒｓｕｍ ａｒｏｉｄｅｐｈａｇｕｓ
Ｃｒｉｃｕｌａ ｔｒｉｆｅｎｅｓｔｒａｔａ
Ｃｒｉｏｃｅｒｉｓ ａｓｐａｒａｇｉ
Ｃｒｉｏｃｅｒｉｓ ｄｕｏｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ
Ｃｒｏｓｓｏｔａｒｓｕｓ ｓｑｕａｍｕｌａｔｕｓ
Ｃｒｙｐｈａｌｕｓ ｌａｔｕｓ
Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓ ｆａｇｉｓｕｇａ
Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ ｃａｐｅｎｓｉｓ
Ｃｒｙｐｔｏｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｓｕｂｎａｅｖｕｓ
Ｃｒｙｐｔｕｒｇｕｓ ｃｉｎｅｒｅｕｓ
Ｃｔｅｎａｒｙｔａｉｎａ ｅｕｃａｌｙｐｔｉ
Ｃｔｅｎｏｐｓｅｕｓｔｉｓ ｏｂｌｉｑｕａｎａ
Ｃｙｃｌｏｒｈｉｐｉｄｉｏｎ ａｇｎａｔｕｍ
Ｃｙｃｌｏｒｈｉｐｉｄｉｏｎ ｓｅｘｓｐｉｎａｔｕｍ
Ｃｙｃｌｏｒｈｉｐｉｄｉｏｎ ｓｕｂａｇｎａｔｕｍ
Ｃｙｄｉａ ｐｏｍｏｎｅｌｌａ（コドリンガ）
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Ｃｙｌａｓ ｆｏｒｍｉｃａｒｉｕｓ（アリモドキゾウムシ）
Ｄａｃｕｓ ｃｉｌｉａｔｕｓ（ヒメウリミバエ）
Ｄａｒｎａ ｄｉｄｕｃｔａ
Ｄａｒｎａ ｔｒｉｍａ
Ｄａｓｉｎｅｕｒａ ｍａｌｉ
Ｄｅｌｉａ ｒａｄｉｃｕｍ（キャベツハナバエ）
Ｄｅｌｏｔｔｏｃｏｃｃｕｓ ｃｏｎｆｕｓｕｓ
Ｄｅｌｔｏｃｅｐｈａｌｕｓ ｆｕｓｃｉｎｅｒｖｏｓｕｓ
Ｄｅｎｄｒｏｃｔｏｎｕｓ ａｄｊｕｎｃｔｕｓ
Ｄｅｎｄｒｏｃｔｏｎｕｓ ｂｒｅｖｉｃｏｍｉｓ（アメリカマツノコキクイムシ）
Ｄｅｎｄｒｏｃｔｏｎｕｓ ｆｒｏｎｔａｌｉｓ
Ｄｅｎｄｒｏｃｔｏｎｕｓ ｐｏｎｄｅｒｏｓａｅ（アメリカマツノキクイムシ）
Ｄｅｎｄｒｏｃｔｏｎｕｓ ｐｓｅｕｄｏｔｓｕｇａｅ
Ｄｅｎｄｒｏｃｔｏｎｕｓ ｒｕｆｉｐｅｎｎｉｓ
Ｄｅｎｄｒｏｃｔｏｎｕｓ ｖａｌｅｎｓ
Ｄｅｎｄｒｏｌｉｍｕｓ ｔａｂｕｌａｅｆｏｒｍｉｓ
Ｄｅｓｍｉｐｈｏｒａ ｈｉｒｔｉｃｏｌｌｉｓ
Ｄｅｓｍｏｔｈｒｉｐｓ ｔｅｎｕｉｃｏｒｎｉｓ
Ｄｉａｂｏｌｏｃａｔａｎｔｏｐｓ ａｘｉｌｌａｒｉｓ
Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ ｂａｌｔｅａｔａ
Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ（ジュウイチホシウリハム
シ）
Ｄｉａｌｅｇｅｓ ｐａｕｐｅｒ
Ｄｉａｌｅｕｒｏｐｏｒａ ｄｅｃｅｍｐｕｎｃｔａ
Ｄｉａｐｈａｎｉａ ｈｙａｌｉｎａｔａ
Ｄｉａｐｈａｎｉａ ｎｉｔｉｄａｌｉｓ（アメリカウリノメイガ）
Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ ｃｉｔｒｉ（ミカンキジラミ）
Ｄｉａｐｒｅｐｅｓ ａｂｂｒｅｖｉａｔｕｓ
Ｄｉａｐｒｅｐｅｓ ｆａｍｅｌｉｃｕｓ
Ｄｉａｐｒｅｐｅｓ ｓｐｌｅｎｇｌｅｒｉ
Ｄｉａｐｕｓ ｍｉｎｕｔｉｓｓｉｍｕｓ
Ｄｉａｐｕｓ ｐｕｓｉｌｌｉｍｕｓ
Ｄｉａｐｕｓ ｑｕｉｎｑｕｅｓｐｉｎａｔｕｓ
Ｄｉａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ ａｎｃｙｌｕｓ
Ｄｉｃｈｒｏｍｏｔｈｒｉｐｓ ｃｏｒｂｅｔｔｉ
Ｄｉｃｈｒｏｐｌｕｓ ｅｌｏｎｇａｔｕｓ
Ｄｉｃｔｙｏｔｕｓ ｃａｅｎｏｓｕｓ
Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ ａｂｄｅｒｕｓ（アブデルスツノカブトムシ）
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Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ａｇｎａｔｕｓ
Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｂｉｕｎｃｕｓ
Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｃａｖｕｓ
Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｃｈｅｖｒｏｌａｔｉ
Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｃｕｐｕｌａｔｕｌｕｓ
Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｃｕｐｕｌａｔｕｓ
Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｆｏｒｆｉｃｕｌａ
Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｌｕｎｉｇｅｒ
Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｐａｌｌｉｄｕｓ
Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｐｓｅｕｄｏｃｕｐｕｌａｔｕｓ
Ｄｉｎｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｕｎｃａｔｕｓ
Ｄｉｔｕｌａ ａｎｇｕｓｔｉｏｒａｎａ
Ｄｏｃｉｏｓｔａｕｒｕｓ ｍａｒｏｃｃａｎｕｓ
Ｄｏｌｕｒｇｕｓ ｐｕｍｉｌｕｓ
Ｄｒｙｏｃｏｅｔｅｓ ａｆｆａｂｅｒ
Ｄｕｍｂｌｅｔｏｎｉｅｌｌａ ｅｕｃａｌｙｐｔｉ
Ｄｕｐｏｎｃｈｅｌｉａ ｆｏｖｅａｌｉｓ
Ｄｙｓａｐｈｉｓ ａｐｉｉｆｏｌｉａ
Ｄｙｓａｐｈｉｓ ｃｙｎａｒａｅ
Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ ｆｉｎｉｔｉｍｕｓ
Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ ｇｒａｓｓｉｉ
Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ ｌｅｐｅｌｌｅｙｉ
Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ ｍａｃｋｅｎｚｉｅｉ
Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ ｎｅｏｂｒｅｖｉｐｅｓ
Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ ｔｅｘｅｎｓｉｓ
Ｅｃｃｏｐｔｏｐｔｅｒｕｓ ｇｒａｃｉｌｉｐｅｓ
Ｅｄｅｓｓａ ｍｅｄｉｔａｂｕｎｄａ
Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ（モロコシマダラメイガ）
Ｅｌａｔｏｂｉｕｍ ａｂｉｅｔｉｎｕｍ
Ｅｌｏｐｈｉｌａ ｒｅｓｐｏｎｓａｌｉｓ
Ｅｍｐｏａｓｃａ ｄｅｃｉｐｉｅｎｓ
Ｅｍｐｏａｓｃａ ｆａｂａｅ（ジャガイモヒメヨコバイ）
Ｅｎｃｙｃｌｏｐｓ ｃａｅｒｕｌｅａ
Ｅｎｄｒｏｓｉｓ ｓａｒｃｉｔｒｅｌｌａ
Ｅｐｉｃｈｏｒｉｓｔｏｄｅｓ ａｃｅｒｂｅｌｌａ
Ｅｐｉｄｉａｓｐｉｓ ｌｅｐｅｒｉｉ
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Ｅｐｉｌａｃｈｎａ ｂｏｒｅａｌｉｓ（ウリテントウ）
Ｅｐｉｐｈｙａｓ ｐｏｓｔｖｉｔｔａｎａ（リンゴウスチャイロハマキ）
Ｅｒｉｃａｐｈｉｓ ｓｃａｍｍｅｌｌｉ
Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ ｓｈｅｌｄｏｎｉ
Ｅｓｔｉｇｍｅｎｅ ａｃｒｅａ（キシタゴマダラヒトリ）
Ｅｕｌａｃｈｎｕｓ ｒｉｌｅｙｉ
Ｅｕｌｅｃａｎｉｕｍ ｔｉｌｉａｅ
Ｅｕｐｉｔｈｅｃｉａ ｍｉｓｅｒｕｌａｔａ
Ｅｕｐｌａｔｙｐｕｓ ｃｏｍｐｏｓｉｔｕｓ
Ｅｕｐｌａｔｙｐｕｓ ｈｉｎｔｚｉ
Ｅｕｐｌａｔｙｐｕｓ ｐａｒａｌｌｅｌｕｓ
Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ ｃｈｒｙｓｏｒｒｈｏｅａ
Ｅｕｒｙｄｅｍａ ｏｒｎａｔａ
Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ ｉｎｔｅｇｒｉｃｅｐｓ（ムギチャイロカメムシ）
Ｅｕｒｙｐｈａｇｕｓ ｌｕｎｄｉ
Ｅｕｓｃｅｌｉｄｉｕｓ ｖａｒｉｅｇａｔｕｓ
Ｅｕｓｃｅｐｅｓ ｐｏｓｔｆａｓｃｉａｔｕｓ（イモゾウムシ）
Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ ｃｏｎｓｐｅｒｓｕｓ
Ｅｕｗａｌｌａｃｅａ ｄｅｓｔｒｕｅｎｓ
Ｅｕｘｅｓｔａ ｓｔｉｇｍａｔｉａｓ
Ｆｅｒｒｉｓｉａ ｍａｌｖａｓｔｒａ
Ｆｏｒｍｉｃｏｃｏｃｃｕｓ ｎｊａｌｅｎｓｉｓ
Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ａｕｓｔｒａｌｉｓ
Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｂｒｕｎｎｅａ
Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｃｉｔｒｉｐｅｓ
Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｆａｌｌａｃｉｏｓａ
Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｇｏｓｓｙｐｉａｎａ
Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｉｎｓｕｌａｒｉｓ
Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｐａｎａｍｅｎｓｉｓ
Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｓｃｈｕｌｔｚｅｉ
Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｔｒｉｔｉｃｉ
Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｗｉｌｌｉａｍｓｉ
Ｆｕｒｃａｓｐｉｓ ｏｃｅａｎｉｃａ
Ｇａｔｅｓｃｌａｒｋｅａｎａ ｄｏｍｅｓｔｉｃａ
Ｇｅｎｙｏｃｅｒｕｓ ａｂｄｏｍｉｎａｌｉｓ
Ｇｅｎｙｏｃｅｒｕｓ ｂｏｒｎｅｅｎｓｉｓ
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Ｇｅｎｙｏｃｅｒｕｓ ｐｅｎｄｌｅｂｕｒｙｉ
Ｇｅｎｙｏｃｅｒｕｓ ｓｐｉｎａｔｕｓ
Ｇｎａｔｈｏｔｒｉｃｈｕｓ ｒｅｔｕｓｕｓ
Ｇｎａｔｈｏｔｒｉｃｈｕｓ ｓｕｌｃａｔｕｓ
Ｇｏｌｏｆａ ｅａｃｕｓ（エアクスタテヅノカブト）
Ｇｏｎｉｏｃｔｅｎａ ｆｏｒｎｉｃａｔａ
Ｇｏｎｉｐｔｅｒｕｓ ｇｉｂｂｅｒｕｓ
Ｇｏｎｉｐｔｅｒｕｓ ｓｃｕｔｅｌｌａｔｕｓ
Ｇｒａｐｈａｎｉａ ｕｓｔｉｓｔｒｉｇａ
Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ ｆｕｎｅｂｒａｎａ（スモモヒメハマキ）
Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ ｐｒｕｎｉｖｏｒａ（アメリカリンゴコシンクイ）
Ｇｒａｐｈｏｓｏｍａ ｌｉｎｅａｔｕｍ
Ｇｙｍｎｏｓｃｅｌｉｓ ｒｕｆｉｆａｓｃｉａｔａ
Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ
Ｈａｌｏｔｙｄｅｕｓ ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ
Ｈａｐｌｏｔｈｒｉｐｓ ａｎｃｅｐｓ
Ｈａｐｌｏｔｈｒｉｐｓ ｃｌａｒｉｓｅｔｉｓ
Ｈａｐｌｏｔｈｒｉｐｓ ｆｒｏｇｇａｔｔｉ
Ｈａｐｌｏｔｈｒｉｐｓ ｎｉｇｒｉｃｏｒｎｉｓ
Ｈａｐｌｏｔｈｒｉｐｓ ｒｏｂｕｓｔｕｓ
Ｈａｐｌｏｔｈｒｉｐｓ ｖａｒｉｕｓ
Ｈｅｄｙａ ｎｕｂｉｆｅｒａｎａ
Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ ｐｕｎｃｔｉｇｅｒａ
Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ ｚｅａ（アメリカタバコガ）
Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ（ニセアメリカタバコガ）
Ｈｅｍｉｂｅｒｌｅｓｉａ ｍｕｓａｅ
Ｈｅｍｉｂｅｒｌｅｓｉａ ｏｃｅｌｌａｔａ
Ｈｅｎｄｅｃａｓｉｓ ｄｕｐｌｉｆａｓｃｉａｌｉｓ
Ｈｅｎｏｓｅｐｉｌａｃｈｎａ ｅｌａｔｅｒｉｉ
Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ ｂｉｃｉｎｃｔｕｓ
Ｈｅｔｅｒｏｂｏｓｔｒｙｃｈｕｓ ａｅｑｕａｌｉｓ
Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ ａｒａｔｏｒ
Ｈｉｅｒｏｇｌｙｐｈｕｓ ｂａｎｉａｎ
Ｈｏｆｍａｎｎｏｐｈｉｌａ ｐｓｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ
Ｈｏｌｏｔｒｉｃｈｉａ ｄｉｓｐａｒｉｌｉｓ
Ｈｏｌｏｔｒｉｃｈｉａ ｓｅｒｒａｔａ
Ｈｏｒｄｅｏｌｉｃｏｃｃｕｓ ｎｅｐｈｅｌｉｉ
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Ｈｙａｄａｐｈｉｓ ｃｏｒｉａｎｄｒｉ
Ｈｙａｄａｐｈｉｓ ｆｏｅｎｉｃｕｌｉ
Ｈｙｌｅｓｉｎｕｓ ａｃｕｌｅａｔｕｓ
Ｈｙｌｅｓｉｎｕｓ ｖａｒｉｕｓ
Ｈｙｌｕｒｇｏｐｓ ｒｕｇｉｐｅｎｎｉｓ
Ｈｙｐｏｌｙｃａｅｎａ ｅｒｙｌｕｓ
Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ ｈａｍｐｅｉ
Ｉｎｓｉｇｎｏｒｔｈｅｚｉａ ｉｎｓｉｇｎｉｓ
Ｉｐｓ ｃａｌｌｉｇｒａｐｈｕｓ
Ｉｐｓ ｃｏｎｃｉｎｎｕｓ
Ｉｐｓ ｇｒａｎｄｉｃｏｌｌｉｓ
Ｉｐｓ ｌａｔｉｄｅｎｓ
Ｉｐｓ ｍｏｎｔａｎｕｓ
Ｉｐｓ ｐｅｒｔｕｒｂａｔｕｓ
Ｉｐｓ ｐｉｎｉ
Ｉｐｓ ｓｅｘｄｅｎｔａｔｕｓ
Ｉｐｓ ｔｒｉｄｅｎｓ
Ｉｓｏｔｅｎｅｓ ｍｉｓｅｒａｎａ
Ｋｅｉｆｅｒｉａ ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ
Ｌａｍｂｄｉｎａ ｆｉｓｃｅｌｌａｒｉａ
Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ
Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ ｅｕｒｙｃｈｌｉｄｏｎｉｓ
Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ（コロラドハムシ）
Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ ｃｌｙｐｅａｌｉｓ
Ｌｅｐｔｏｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｐｕｎｃｔａｔｉｓｓｉｍｕｓ
Ｌｅｕｃｏｐｈｏｌｉｓ ｉｒｒｏｒａｔａ
Ｌｅｕｃｏｐｈｏｌｉｓ ｌｅｐｉｄｏｐｈｏｒａ
Ｌｉｌｉｏｃｅｒｉｓ ｌｉｌｉｉ
Ｌｉｍｏｔｈｒｉｐｓ ａｎｇｕｌｉｃｏｒｎｉｓ
Ｌｉｍｏｔｈｒｉｐｓ ｃｅｒｅａｌｉｕｍ
Ｌｉｍｏｔｈｒｉｐｓ ｄｅｎｔｉｃｏｒｎｉｓ
Ｌｉｎｄｉｎｇａｓｐｉｓ ｒｏｓｓｉ
Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ ｂｅｔａｅ
Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ ｌａｎｇｅｉ
Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ ｎｉｅｔｚｋｅｉ
Ｌｉｓｔｒｏｎｏｔｕｓ ｏｒｅｇｏｎｅｎｓｉｓ（ニンジンゾウムシ）
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Ｌｙｇｕｓ ｂｒａｄｌｅｙｉ
Ｌｙｇｕｓ ｅｌｉｓｕｓ
Ｌｙｇｕｓ ｈｅｓｐｅｒｕｓ
Ｌｙｇｕｓ ｌｉｎｅｏｌａｒｉｓ（サビイロカスミカメ）
Ｌｙｇｕｓ ｓｈｕｌｌｉ
Ｌｙｍａｎｔｒｉａ ｏｂｆｕｓｃａｔａ
Ｍａｃｒｏｐｌｅｃｔｒａ ｎａｒａｒｉａ
Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ ｈｅｌｌｅｂｏｒｉ
Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ ｒｏｓａｅ
Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ（アメリカオビカレハ）
Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ ｄｉｓｓｔｒｉａ
Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ ｐａｒａｌｌｅｌａ
Ｍａｍｅｓｔｒａ ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔａ
Ｍａｎｄｕｃａ ｑｕｉｎｑｕｅｍａｃｕｌａｔａ
Ｍａｎｄｕｃａ ｓｅｘｔａ
Ｍａｒａｓｍｉａ ｐａｔｎａｌｉｓ
Ｍａｙｅｔｉｏｌａ ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ（ヘシアンバエ）
Ｍｅｇａｌｕｒｏｔｈｒｉｐｓ ｓｊｏｓｔｅｄｔｉ
Ｍｅｇａｓｔｉｇｍｕｓ ｔｒａｎｓｖａａｌｅｎｓｉｓ
Ｍｅｇｙｍｅｎｕｍ ｂｒｅｖｉｃｏｒｎｅ
Ｍｅｌａｎａｇｒｏｍｙｚａ ｈｉｂｉｓｃｉ
Ｍｅｌａｎａｓｐｉｓ ｇｌｏｍｅｒａｔａ
Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ ｂｉｖｉｔｔａｔｕｓ
Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ ｓａｎｇｕｉｎｉｐｅｓ
Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ ｃｏｍｍｕｎｉｓ
Ｍｅｌａｎｔｈｒｉｐｓ ｆｕｓｃｕｓ
Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ
Ｍｅｒｏｐｈｙａｓ ｄｉｖｕｌｓａｎａ
Ｍｅｓｏｐｌａｔｙｓ ｃｉｎｃｔａ
Ｍｅｔｃａｌｆａ ｐｒｕｉｎｏｓａ
Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ ｆｅｓｔｕｃａｅ
Ｍｅｙｒｉｃｃｉａ ｌａｔｒｏ
Ｍｉｃｒｏｔｈｅｃａ ｏｃｈｒｏｌｏｍａ
Ｍｉｔｒａｓｔｅｔｈｕｓ ｂａｒｉｄｉｏｉｄｅｓ
Ｍｏｃｉｓ ｌａｔｉｐｅｓ
Ｍｏｎａｃｒｏｓｔｉｃｈｕｓ ｃｉｔｒｉｃｏｌａ（シトロンミバエ）
Ｍｏｎａｒｔｈｒｕｍ ｆａｓｃｉａｔｕｍ
Ｍｏｎａｒｔｈｒｕｍ ｍａｌｉ
Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ ｓｃｕｔｅｌｌａｔｕｓ
Ｍｏｎｏｎｙｃｈｅｌｌｕｓ ｔａｎａｊｏａ
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Ｍｕｒｇａｎｔｉａ ｈｉｓｔｒｉｏｎｉｃａ
Ｍｙｔｈｉｍｎａ ｕｎｉｐｕｎｃｔａ（アメリカキヨトウ）
Ｍｙｚｕｓ ｃｙｍｂａｌａｒｉａｅ
Ｎａｃｏｌｅｉａ ｏｃｔａｓｅｍａ
Ｎａｐｏｍｙｚａ ｃｉｃｈｏｒｉｉ
Ｎａｕｐａｃｔｕｓ ｌｅｕｃｏｌｏｍａ（シロヘリクチブトゾウムシ）
Ｎａｕｐａｃｔｕｓ ｘａｎｔｈｏｇｒａｐｈｕｓ
Ｎｅｉｄｅｓ ｍｕｔｉｃｕｓ
Ｎｅｏｃｅｒａｔｉｔｉｓ ｃｙａｎｅｓｃｅｎｓ
Ｎｉｐａｅｃｏｃｃｕｓ ｎｉｐａｅ
Ｎｏｃｔｕａ ｐｒｏｎｕｂａ
Ｎｏｍａｄａｃｒｉｓ ｓｅｐｔｅｍｆａｓｃｉａｔａ
Ｎｙｓｉｕｓ ｈｕｔｔｏｎｉ
Ｎｙｓｉｕｓ ｒａｐｈａｎｕｓ
Ｏｃｔａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ ａｕｓｔｒａｌｉｅｎｓｉｓ
Ｏｅｂａｌｕｓ ｉｎｓｕｌａｒｉｓ
Ｏｅｄａｌｅｕｓ ｓｅｎｅｇａｌｅｎｓｉｓ
Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ ｐｅｒｕｖｉａｎｕｓ
Ｏｍｐｈｉｓａ ａｎａｓｔｏｍｏｓａｌｉｓ（サツマイモノメイガ）
Ｏｎｃａｓｔｉｃｈｕｓ ｇｏｕｇｈｉ
Ｏｐｏｇｏｎａ ａｕｒｉｓｑｕａｍｏｓａ
Ｏｐｏｇｏｎａ ｏｍｏｓｃｏｐａ
Ｏｒｃｈａｍｏｐｌａｔｕｓ ｍａｍｍａｅｆｅｒｕｓ
Ｏｒｇａｎｏｔｈｒｉｐｓ ｉｎｄｉｃｕｓ
Ｏｒｇｙｉａ ａｎｔｉｑｕａ
Ｏｒｇｙｉａ ｌｅｕｃｏｓｔｉｇｍａ
Ｏｒｇｙｉａ ｐｓｅｕｄｏｔｓｕｇａｔａ
Ｏｒｐｈａｎｏｓｔｉｇｍａ ａｂｒｕｐｔａｌｉｓ
Ｏｒｓｅｏｌｉａ ｏｒｙｚａｅ（イネノシントメタマバエ）
Ｏｒｔｈｏｓｉａ ｃｅｒａｓｉ
Ｏｒｔｈｏｔｏｍｉｃｕｓ ｃａｅｌａｔｕｓ
Ｏｒｔｈｏｔｏｍｉｃｕｓ ｅｒｏｓｕｓ
Ｏｒｙｃｔｅｓ ａｇａｍｅｍｎｏｎ
Ｏｒｙｃｔｅｓ ｂｏａｓ
Ｏｒｙｃｔｅｓ ｍｏｎｏｃｅｒｏｓ
Ｏｓｔｒｉｎｉａ ｎｕｂｉｌａｌｉｓ
Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ ａｒｍａｄｉｌｌｏ
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Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ ｍｅｒｉｄｉｏｎａｌｉｓ
Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ ｏｖａｔｕｓ（イチゴクチブトゾウムシ）
Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ ｒｕｇｏｓｏｓｔｒｉａｔｕｓ
Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ ｓａｌｉｃｉｃｏｌａ
Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ
Ｏｕｌｅｍａ ｍｅｌａｎｏｐｕｓ（クビアカクビホソハムシ）
Ｏｘｏｐｌａｔｙｐｕｓ ｑｕａｄｒｉｄｅｎｔａｔｕｓ
Ｏｘｙｃａｒｅｎｕｓ ｈｙａｌｉｎｉｐｅｎｎｉｓ
Ｏｘｙｃａｒｅｎｕｓ ｌｕｃｔｕｏｓｕｓ
Ｐａｃｈｎｏｄａ ｂｕｔａｎａ［ＳＹＮ：Ｐａｃｈｎｏｄｅｌｌａ ｂｕｔａｎａ］
Ｐａｃｈｎｏｄａ ｉｎｔｅｒｒｕｐｔａ
Ｐａｇｉｏｃｅｒｕｓ ｆｒｏｎｔａｌｉｓ
Ｐａｎｃｈａｅｔｏｔｈｒｉｐｓ ｉｎｄｉｃｕｓ
Ｐａｎｄｅｍｉｓ ｃｅｒａｓａｎａ
Ｐａｐｕａｎａ ｕｎｉｎｏｄｉｓ
Ｐａｐｕａｎａ ｗｏｏｄｌａｒｋｉａｎａ
Ｐａｒａｃｏｃｃｕｓ ｉｎｔｅｒｃｅｐｔｕｓ
Ｐａｒａｃｏｃｃｕｓ ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ
Ｐａｒａｐｉｅｓｍａ ｑｕａｄｒａｔｕｍ（テンサイチビカメムシ）
Ｐａｒａｐｏｙｎｘ ｐｏｌｙｄｅｃｔａｌｉｓ
Ｐａｒａｐｕｔｏ ｔｈｅａｅｃｏｌａ
Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ ｃｉｔｒｉ
Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ ｏｌｅａｅ（オリーブクロホシカイガラムシ）
Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ ｐｉｔｔｏｓｐｏｒｉ
Ｐｅｎｔａｍｅｒｉｓｍｕｓ ｅｒｙｔｈｒｅｕｓ
Ｐｈａｌａｅｎｏｉｄｅｓ ｇｌｙｃｉｎａｅ
Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ ｇｒｅｇｏｓｕｓ
Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ ｈａｋｅａｅ
Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ ｍａｎｉｈｏｔｉ
Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ
Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ ｓｔｅｌｌｉ
Ｐｈｌｏｅｏｓｉｎｕｓ ｃｕｐｒｅｓｓｉ
Ｐｈｌｏｅｏｓｉｎｕｓ ｐｕｎｃｔａｔｕｓ
Ｐｈｌｏｅｏｓｉｎｕｓ ｓｅｑｕｏｉａｅ
Ｐｈｌｏｅｏｔｒｉｂｕｓ ｌｉｍｉｎａｒｉｓ
Ｐｈｌｏｅｏｔｒｉｂｕｓ ｓｃａｒａｂａｅｏｉｄｅｓ
Ｐｈｌｏｇｏｐｈｏｒａ ｍｅｔｉｃｕｌｏｓａ
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Ｐｈｌｙｃｔｉｎｕｓ ｃａｌｌｏｓｕｓ
Ｐｈｒｉｓｓｏｇｏｎｕｓ ｌａｔｉｃｏｓｔａｔａ
Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ ｓｍｉｔｈｉ
Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ ｃｈｏｔａｎｉｃａ
Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ ｇｕｉｌｄｉｎｉｉ
Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ ｌｉｔｕｒａｔｕｓ
Ｐｉｎｎａｓｐｉｓ ｍｕｓａｅ
Ｐｌａｃｏｓｔｅｒｎｕｓ ｄｉｆｆｉｃｉｌｉｓ
Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ ｆｉｃｕｓ
Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ ｋｅｎｙａｅ
Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ ｍａｌｉ
Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ ｍｉｎｏｒ
Ｐｌａｔｙｎｏｔａ ｓｔｕｌｔａｎａ
Ｐｌａｔｙｐｔｉｌｉａ ｃａｒｄｕｉｄａｃｔｙｌａ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ａｐｉｃａｌｉｓ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｃｕｒｔｕｓ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｃｙｌｉｎｄｒｕｓ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｅｘｃｅｄｅｎｓ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｇｅｍｉｎａｔｕｓ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｊａｎｓｏｎｉ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｋｏｒｙｏｅｎｓｉｓ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｐｏｒｃｅｌｌｕｓ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｐｓｅｕｄｏｃｕｒｔｕｓ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｓｈｏｒｅａｎｕｓ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｓｕｂｄｅｐｒｅｓｓｕｓ
Ｐｌａｔｙｐｕｓ ｗｅｓｔｗｏｏｄｉ
Ｐｌｉｃｏｔｈｒｉｐｓ ａｐｉｃａｌｉｓ
Ｐｏｄｉｓｃｈｎｕｓ ａｇｅｎｏｒ
Ｐｏｅｃｉｌｏｃｏｒｉｓ ｌａｔｕｓ
Ｐｏｌｙｃｈｒｏｓｉｓ ｖｉｔｅａｎａ（ブドウヒメハマキ）
Ｐｏｌｙｇｒａｐｈｕｓ ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ
Ｐｏｌｙｇｒａｐｈｕｓ ｒｕｆｉｐｅｎｎｉｓ
Ｐｒｉｏｎｕｓ ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃｕｓ（カリフォルニアノコギリカミキリ）
Ｐｒｏｅｕｌｉａ ａｕｒａｒｉａ
Ｐｒｏｅｕｌｉａ ｃｈｒｙｓｏｐｔｅｒｉｓ
Ｐｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ ｔｒｕｎｃａｔｕｓ
Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ（オウシュウツヤハナムグリ）
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Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ａｕｒｉｃｈａｌｃｅａ（シロモンツヤハナムグリ）
Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ａｕｒｉｐｅｓ（キンイロツヤハナムグリ）
Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ｂｉｐｕｎｃｔａｔａ（ビプンクタータシロテンハナムグリ）
Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ｃｅｌｅｂｉｃａ（セレベスツヤハナムグリ）
Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ｃｒｅｔｉｃａ（クレタツヤケシハナムグリ）
Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ｃｕｐｒｅａ（クプレアツヤハナムグリ）
Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ｈｉｍａｌａｙａｎａ（ヒマラヤツヤハナムグリ）
Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ｍｉｌａｎｉ（マレーオオハナムグリ）
Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ｎｏｘ（ノックスキモンハナムグリ）
Ｐｒｏｔａｅｔｉａ ｓｐｅｃｉｏｓａ（スペキオーサツヤハナムグリ）
Ｐｓｅｕｄａｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ ａｃｈａｅｔｕｓ
Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ ｂｒｉｍｂｌｅｃｏｍｂｅｉ
Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ ｅｕｇｅｎｉａｅ
Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ ｐａｐａｙａｅ
Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ａｕｒａｎｔｉａｃｕｓ
Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ｂａｌｉｔｅｕｓ
Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ｃａｌｃｅｏｌａｒｉａｅ（ガハニコナカイガラムシ）
Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ｅｌｉｓａｅ
Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ｅｐｉｄｅｎｄｒｕｓ
Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ｊａｃｋｂｅａｒｄｓｌｅｙｉ
Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ｍａｒｉｔｉｍｕｓ
Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ｓａｃｃｈａｒｉｃｏｌａ
Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ｓｏｌｅｎｅｄｙｏｓ
Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ｖｉｂｕｒｎｉ
Ｐｓｅｕｄｏｈｙｌｅｓｉｎｕｓ ｇｒａｎｕｌａｔｕｓ
Ｐｓｅｕｄｏｈｙｌｅｓｉｎｕｓ ｎｅｂｕｌｏｓｕｓ
Ｐｓｅｕｄｏｔｈｅｒａｐｔｕｓ ｗａｙｉ
Ｐｓｉｌａ ｒｏｓａｅ（ニンジンサビバエ）
Ｐｔｅｒｏｃｈｌｏｒｏｉｄｅｓ ｐｅｒｓｉｃａｅ
Ｐｔｉｎｕｓ ｔｅｃｔｕｓ
Ｐｙｒｒｈａｒｃｔｉａ ｉｓａｂｅｌｌａ
Ｒａｓｔｒｏｃｏｃｃｕｓ ｉｃｅｒｙｏｉｄｅｓ
Ｒａｓｔｒｏｃｏｃｃｕｓ ｉｎｖａｄｅｎｓ
Ｒｅｔｉｔｈｒｉｐｓ ｓｙｒｉａｃｕｓ
Ｒｈａｃｈｉｓｐｈｏｒａ ａｌｉｓｈａｎｅｎｓｉｓ
Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ ｃｅｒａｓｉ（ヨーロッパオウトウミバエ）
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Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ ｃｉｎｇｕｌａｔａ（シロオビオウトウミバエ）
Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ ｃｏｍｐｌｅｔａ（クルミミバエ）
Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ ｆａｕｓｔａ（クロオウトウミバエ）
Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ ｉｎｄｉｆｆｅｒｅｎｓ（セイブオウトウミバエ）
Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ ｐｏｍｏｎｅｌｌａ（リンゴミバエ）
Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ
Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｏｎｉｎｕｓ ｓｔａｐｈｙｌｅａｅ
Ｒｈｏｐａｌｕｓ ｔｉｇｒｉｎｕｓ
Ｒｉｐｔｏｒｔｕｓ ｄｅｎｔｉｐｅｓ
Ｒｉｖｕｌａ ａｔｉｍｅｔａ
Ｓａｉｓｓｅｔｉａ ｖｉｖｉｐａｒａ
Ｓａｐｅｒｄａ ｃａｎｄｉｄａ（リンゴシロスジカミキリ）
Ｓａｔｕｒｎｉａ ｐａｖｏｎｉａ
Ｓａｔｕｒｎｉａ ｐｙｒｉ
Ｓｃａｐａｎｅｓ ａｕｓｔｒａｌｉｓ ［ＳＹＮ： Ｏｒｙｃｔｅｓ ａｕｓｔｒａｌ
ｉｓ］（パプアミツノカブト）
Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ ｇｒｅｇａｒｉａ
Ｓｃｈｉｚｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ ｍａｌａｙａｎｕｓ
Ｓｃｉｏｐｉｔｈｅｓ ｏｂｓｃｕｒｕｓ
Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ ａｕｒａｎｔｉｉ
Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ ｃｉｔｒｉ
Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ ｉｎｅｒｍｉｓ
Ｓｃｏｌｙｐｏｐａ ａｕｓｔｒａｌｉｓ
Ｓｃｏｌｙｔｕｓ ｍｕｌｔｉｓｔｒｉａｔｕｓ（セスジキクイムシ）
Ｓｃｏｌｙｔｕｓ ｒｕｇｕｌｏｓｕｓ（リンゴカワノキクイムシ）
Ｓｃｏｌｙｔｕｓ ｓｃｏｌｙｔｕｓ（ヨーロッパニレノキクイムシ）
Ｓｃｏｌｙｔｕｓ ｖｅｎｔｒａｌｉｓ
Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈａｒａ ｃｏａｒｃｔａｔａ
Ｓｃｙｐｈｏｐｈｏｒｕｓ ａｃｕｐｕｎｃｔａｔｕｓ
Ｓｅｌｅｎａｓｐｉｄｕｓ ａｒｔｉｃｕｌａｔｕｓ
Ｓｅｌｅｎｏｍｐｈａｌｕｓ ｅｕｒｙａｅ
Ｓｅｍａｎｏｔｕｓ ｌｉｇｎｅｕｓ
Ｓｅｍａｎｏｔｕｓ ｌｉｔｉｇｉｏｓｕｓ
Ｓｉｎｉｃａｅｐｅｒｍｅｎｉａ ｓａｕｒｏｐｏｐｈａｇａ
Ｓｉｎｏｘｙｌｏｎ ａｎａｌｅ
Ｓｉｎｏｘｙｌｏｎ ｃｏｎｉｇｅｒｕｍ
Ｓｉｐｈａ ｆｌａｖａ
Ｓｉｐｈａ ｍａｙｄｉｓ
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Ｓｉｐｈａｎｔａ ａｃｕｔａ
Ｓｉｔｏｂｉｏｎ ｆｒａｇａｒｉａｅ
Ｓｉｔｏｂｉｏｎ ｌｕｔｅｕｍ
Ｓｉｔｏｎａ ｄｉｓｃｏｉｄｅｕｓ
Ｓｉｔｏｎａ ｈｕｍｅｒａｌｉｓ
Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ ｇｒａｎａｒｉｕｓ
Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ ｌｉｎｅａｒｉｓ
Ｓｐｉｌｏｃｏｃｃｕｓ ｍａｍｉｌｌａｒｉａｅ
Ｓｐｉｓｓｉｓｔｉｌｕｓ ｆｅｓｔｉｎｕｓ
Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ ａｌｂｕｌａ
Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ ｅｒｉｄａｎｉａ
Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ（ツマジロクサヨトウ）
Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ ｌａｔｉｆａｓｃｉａ
Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ
Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ ｏｃｈｒｅａ
Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ ｏｒｎｉｔｈｏｇａｌｌｉ
Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ ｐｒａｅｆｉｃａ
Ｓｔｅｎｏｍａ ｃａｔｅｎｉｆｅｒ
Ｓｔｅｎｏｚｙｇｕｍ ｃｏｌｏｒａｔｕｍ
Ｓｔｒａｔｅｇｕｓ ａｌｏｅｕｓ（アロエウスミツノカブトムシ）
Ｓｔｒａｔｅｇｕｓ ａｎａｃｈｏｒｅｔａ
Ｓｔｒａｔｅｇｕｓ ｂａｒｂｉｇｅｒｕｓ
Ｓｔｒａｔｅｇｕｓ ｊｕｇｕｒｔｈａ
Ｓｔｒａｔｅｇｕｓ ｓｉｍｓｏｎ
Ｓｔｒａｔｅｇｕｓ ｖａｌｉｄｕｓ
Ｓｔｒｉｇｌｉｎａ ｓｃｉｔａｒｉａ
Ｓｔｒｙｍｏｎ ｍｅｌｉｎｕｓ
Ｓｙｓｔｏｌｅ ｃｏｒｉａｎｄｒｉ
Ｔａｇｏｓｏｄｅｓ ｏｒｉｚｉｃｏｌｕｓ
Ｔａｐｈｒｏｒｙｃｈｕｓ ｂｉｃｏｌｏｒ
Ｔｅｎｏｔｈｒｉｐｓ ｄｉｓｃｏｌｏｒ
Ｔｅｎｕｉｐａｌｐｕｓ ｃａｕｄａｔｕｓ
Ｔｅｎｕｉｐａｌｐｕｓ ｒｈａｇｉｃｕｓ
Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ ｄｅｓｅｒｔｏｒｕｍ
Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ ｌａｍｂｉ
Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ ｍａｌａｙｓｉｅｎｓｉｓ
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Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ ｍａｒｉａｎａｅ
Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ ｍｅｘｉｃａｎｕｓ
Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ ｐａｃｉｆｉｃｕｓ
Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ ｔｕｒｋｅｓｔａｎｉ
Ｔｅｔｒａｐｒｉｏｃｅｒａ ｌｏｎｇｉｃｏｒｎｉｓ
Ｔｈａｕｍｅｔｏｐｏｅａ ｐｉｔｙｏｃａｍｐａ
Ｔｈｒｉｐｓ ａｎｇｕｓｔｉｃｅｐｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ａｔｒａｔｕｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ａｕｓｔｒａｌｉｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ｆｌｏｒｕｍ
Ｔｈｒｉｐｓ ｆｕｓｃｉｐｅｎｎｉｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ｉｍａｇｉｎｉｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ｍａｄｒｏｎｉｉ
Ｔｈｒｉｐｓ ｍａｊｏｒ
Ｔｈｒｉｐｓ ｍｅｒｉｄｉｏｎａｌｉｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ｍｉｎｕｔｉｓｓｉｍｕｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ｎｅｌｓｏｎｉ
Ｔｈｒｉｐｓ ｏｂｓｃｕｒａｔｕｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ｐａｒｖｉｓｐｉｎｕｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ｓａｆｒｕｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ｓｕｍａｔｒｅｎｓｉｓ
Ｔｈｒｉｐｓ ｖｕｌｇａｔｉｓｓｉｍｕｓ
Ｔｈｙｒｉｄｏｐｔｅｒｙｘ ｅｐｈｅｍｅｒａｅｆｏｒｍｉｓ
Ｔｉｒａｔｈａｂａ ｒｕｆｉｖｅｎａ
Ｔｏｒｔｒｉｘ ｖｉｒｉｄａｎａ
Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ ｒｉｃｉｎｉ
Ｔｒｉｏｚａ ｅｒｙｔｒｅａｅ
Ｔｒｉｏｚａ ｖｉｔｒｅｏｒａｄｉａｔａ
Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ ｇｒａｎａｒｉｕｍ（ヒメアカカツオブシムシ）
Ｔｒｏｇｏｘｙｌｏｎ ｓｐｉｎｉｆｒｏｎｓ
Ｔｒｙｐｈｅｔｕｓ ｉｎｃａｒｎａｔｕｓ
Ｔｒｙｐｏｄｅｎｄｒｏｎ ｒｕｆｉｔａｒｓｉｓ
Ｔｕｔａ ａｂｓｏｌｕｔａ
Ｕｎａｓｐｉｓ ｃｉｔｒｉ（ニセヤノネカイガラムシ）
Ｕｒｅｎｔｉｕｓ ｈｙｓｔｒｉｃｅｌｌｕｓ
Ｕｒｏｌｅｕｃｏｎ ｃｉｃｈｏｒｉｉ
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Ｖｉｎｓｏｎｉａ ｓｔｅｌｌｉｆｅｒａ
Ｖｒｙｂｕｒｇｉａ ａｍａｒｙｌｌｉｄｉｓ
Ｗｅｂｂｉａ ｐａｂｏ
Ｘｙｌｅｂｏｒｉｎｕｓ ｅｘｉｇｕｕｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｉｎｕｓ ｇｒａｃｉｌｉｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ａｂｓｃｉｓｓｕｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ａｍｐｌｅｘｉｃａｕｄａ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｂｉｄｅｎｔａｔｕｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｃｏｇｎａｔｕｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｃｏｓｔａｔｏｍｏｒｐｈｕｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｄｉｓｐａｒ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｅｍａｒｇｉｎａｔｕｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｆａｌｌａｘ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｆａｓｔｉｇａｔｕｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｌａｔｅｃｏｒｎｉｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｍａｃｒｏｐｔｅｒｕｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｍｏｎｏｇｒａｐｈｕｓ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｐｓｅｕｄｏｐｉｌｉｆｅｒ
Ｘｙｌｅｂｏｒｕｓ ｐｕｍｉｌｕｓ
Ｘｙｌｅｃｈｉｎｕｓ ｍｏｎｔａｎｕｓ
Ｘｙｌｏｃｉｓ ｔｏｒｔｉｌｉｃｏｒｎｉｓ
Ｘｙｌｏｐｅｒｔｈｅｌｌａ ｃｒｉｎｉｔａｒｓｉｓ
Ｘｙｌｏｐｅｒｔｈｅｌｌａ ｐｉｃｅａ
Ｘｙｌｏｓａｎｄｒｕｓ ｍｏｒｉｇｅｒｕｓ
Ｘｙｌｏｔｅｒｉｎｕｓ ｐｏｌｉｔｕｓ
Ｘｙｌｏｔｈｒｉｐｓ ｒｅｌｉｇｉｏｓｕｓ
Ｘｙｌｏｔｒｕｐｅｓ ｇｉｄｅｏｎ（ヒメカブト）
Ｘｙｌｏｔｒｕｐｅｓ ｐｕｂｅｓｃｅｎｓ（ケブカヒメカブト）
Ｚａｂｒｏｔｅｓ ｓｕｂｆａｓｃｉａｔｕｓ（ブラジルマメゾウムシ）
Ｚａｂｒｕｓ ｔｅｎｅｂｒｉｏｉｄｅｓ
Ｚｏｎｏｃｅｒｕｓ ｅｌｅｇａｎｓ
Ｚｏｎｏｃｅｒｕｓ ｖａｒｉｅｇａｔｕｓ
Ｚｏｎｏｓｅｍａｔａ ｅｌｅｃｔａ（トウガラシミバエ）

（二） 線虫 Ａｎｇｕｉｎａ ｆｕｎｅｓｔａ
Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ ａｎｇｕｓｔｕｓ（イネクキセンチュウ）
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Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ Ｐａｌｌｉｄａ（ジャガイモシストセンチュウ）
Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ（ジャガイモシストセンチュウ）
Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ ｃａｒｏｔａｅ
Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ ｇｏｅｔｔｉｎｇｉａｎａ（エンドウシストセンチュウ）
Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ ｓｃｈａｃｈｔｉｉ（テンサイシストセンチュウ）
Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ ｚｅａｅ（トウモロコシシストセンチュウ）
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ（コロンビアネコブセンチュウ）
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ ｆａｌｌａｘ（ニセコロンビアネコブセンチュウ）
Ｎａｃｏｂｂｕｓ ａｂｅｒｒａｎｓ（ニセネコブセンチュウ）
Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ ｃｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ（カンキツネモグリセンチュウ）
Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ ｓｉｍｉｌｉｓ（バナナネモグリセンチュウ）
Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ ｉｎｄｅｘ（ブドウオオハリセンチュウ）

（三） その他無
脊椎動物

Ａｃｈａｔｉｎａ ｆｕｌｉｃａ（アフリカマイマイ）
Ａｃｕｓｔａ ｒａｖｉｄａ
Ａｒｉｏｎ ａｔｅｒ
Ａｒｉｏｎ ｈｏｒｔｅｎｓｉｓ
Ｃａｎｄｉｄｕｌａ ｉｎｔｅｒｓｅｃｔａ
Ｃｅｐａｅａ ｎｅｍｏｒａｌｉｓ
Ｃｅｒｎｕｅｌｌａ ｖｉｒｇａｔａ
Ｃｏｃｈｌｉｃｅｌｌａ ａｃｕｔａ
Ｃｏｃｈｌｉｃｅｌｌａ ｂａｒｂａｒａ
Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ
Ｈｅｌｉｘ ａｐｅｒｔａ
Ｈｅｌｉｘ ａｓｐｅｒｓａ
Ｍａｒｉａｅｌｌａ ｄｕｓｓｕｍｉｅｒｉ
Ｓｕｃｃｉｎｅａ ｅｒｙｔｈｒｏｐｈａｎａ
Ｓｕｃｃｉｎｅａ ｐｕｔｒｉｓ
Ｔｈｅｂａ ｐｉｓａｎａ

二 まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがないことが確認されていないものとして農林水
産大臣が指定する有害動物
第二 有害植物
一 まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがあることが明らかである有害植物
（一） 真菌及び
粘菌

Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ ｔｒｉｔｉｃｉｎａ
Ａｐｉｏｓｐｏｒｉｎａ ｍｏｒｂｏｓａ
Ｂａｌａｎｓｉａ ｏｒｙｚａｅ―ｓａｔｉｖａｅ（イネミイラ穂病菌）
Ｂｏｔｒｙｏｓｐｈａｅｒｉａ ｆｅｓｔｕｃａｅ
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Ｃｅｒａｔｏｃｙｓｔｉｓ ｆａｇａｃｅａｒｕｍ（ナラ類しおれ病菌）
Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ ｄｅｍｅｔｒｉｏｎｉａｎａ
Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ ｓｍｉｌａｃｉｓ
Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ ｇｉｇａｎｔｅａ
Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ ｖｉｃｔｏｒｉａｅ
Ｃｏｌｅｏｓｐｏｒｉｕｍ ｉｐｏｍｏｅａｅ
Ｄｅｕｔｅｒｏｐｈｏｍａ ｔｒａｃｈｅｉｐｈｉｌａ
Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ ｉｒｉｄｉｓ
Ｅｌｓｉｎｏｅ ａｕｓｔｒａｌｉｓ
Ｅｌｓｉｎｏｅ ｐｈａｓｅｏｌｉ
Ｅｕｔｙｐａ ｌａｔａ
Ｆｕｓａｒｉｕｍ ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ ｆ．ｓｐ．ｂｅｔａｅ
Ｆｕｓａｒｉｕｍ ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ ｆ．ｓｐ．ｐｉｓｉ（エンドウ萎ちよう病
菌）
Ｆｕｓａｒｉｕｍ ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ ｆ． ｓｐ． ｔｕｂｅｒｏｓｉ
Ｇｌｏｅｏｔｉｎｉａ ｔｅｍｕｌｅｎｔａ
Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ ｃｉｔｒｉｃａｒｐａ
Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ ｃｌａｖｉｐｅｓ
Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ ｊｕｎｉｐｅｒｉ―ｖｉｒｇｉｎｉａｎａｅ
Ｈｙｐｏｘｙｌｏｎ ｍａｍｍａｔｕｍ（ポプラ類ヒポキシロン胴枯病菌）
Ｈｙｐｏｘｙｌｏｎ ｍｅｄｉｔｅｒｒａｎｅｕｍ
Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ ｖａｃｃｉｎｉｉ―ｃｏｒｙｍｂｏｓｉ
Ｏｐｈｉｏｓｔｏｍａ ｎｏｖｏ―ｕｌｍｉ（ニレ類立枯病菌）
Ｏｐｈｉｏｓｔｏｍａ ｕｌｍｉ（ニレ類立枯病菌）
Ｐｅｎｉｏｐｈｏｒａ ｓａｃｒａｔａ
Ｐｅｒｏｎｏｓｃｌｅｒｏｓｐｏｒａ ｍａｙｄｉｓ（トウモロコシべと病菌）
Ｐｅｒｏｎｏｓｃｌｅｒｏｓｐｏｒａ ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｎｓｉｓ
Ｐｅｒｏｎｏｓｃｌｅｒｏｓｐｏｒａ ｓａｃｃｈａｒｉ（サトウキビべと病菌）
Ｐｅｒｏｎｏｓｃｌｅｒｏｓｐｏｒａ ｓｏｒｇｈｉ（モロコシしらが病菌）
Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ ｔａｂａｃｉｎａ（タバコべと病菌）
Ｐｈｙｍａｔｏｔｒｉｃｈｏｐｓｉｓ ｏｍｎｉｖｏｒａ
Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ ｋｅｒｎｏｖｉａｅ
Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ ｐｈａｓｅｏｌｉ
Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ ｒａｍｏｒｕｍ
Ｐｕｃｃｉｎｉａ ａｒｉｓｔｉｄａｅ（ホウレンソウさび病菌）
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Ｐｕｃｃｉｎｉａ ｐｉｔｔｉｅｒｉａｎａ
Ｐｕｃｃｉｎｉａｓｔｒｕｍ ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ（キイチゴ類さび病菌）
Ｒｏｓｅｌｌｉｎｉａ ｂｕｎｏｄｅｓ（コーヒーノキ紋羽病菌）
Ｒｏｓｅｌｌｉｎｉａ ｐｅｐｏ
Ｓｅｐｔｏｒｉａ ｃｉｔｒｉ
Ｓｐｈａｅｒｏｐｓｉｓ ｔｕｍｅｆａｃｉｅｎｓ（カンキツ類てんぐ巣病菌）
Ｓｔｅｎｏｃａｒｐｅｌｌａ ｍａｃｒｏｓｐｏｒａ
Ｓｔｅｎｏｃａｒｐｅｌｌａ ｍａｙｄｉｓ
Ｓｙｎｃｈｙｔｒｉｕｍ ｅｎｄｏｂｉｏｔｉｃｕｍ（ジャガイモがんしゆ病菌）
Ｓｙｎｃｈｙｔｒｉｕｍ ｐｓｏｐｈｏｃａｒｐｉ（シカクマメ赤渋病菌）
Ｔｉｌｌｅｔｉａ ｉｎｄｉｃａ
Ｕｒｏｍｙｃｅｓ ｂｅｔａｅ（テンサイさび病菌）

（二） 細菌 Ａｃｉｄｏｖｏｒａｘ ａｖｅｎａｅ ｓｕｂｓｐ． ｃｉｔｒｕｌｌｉ（スイカ果実汚
斑細菌病菌）
Ａｐｐｌｅ ｒｕｂｂｅｒｙ ｗｏｏｄ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ａｓｔｅｒ ｙｅｌｌｏｗｓ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ ｇｒｏｕｐ
Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ ａｆｒｉｃａｎｕｓ（カンキツグ
リーニング病菌アフリカ型）
Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ ａｍｅｒｉｃａｎｕｓ（カンキツ
グリーニング病菌アメリカ型）
Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ Ｌｉｂｅｒｉｂａｃｔｅｒ ａｓｉａｔｉｃｕｓ（カンキツグ
リーニング病菌アジア型）
Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ Ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ ａｕｒａｎｔｉｆｏｌｉａ（Ｌｉｍ
ｅ ｗｉｔｃｈｅｓ’―ｂｒｏｏｍ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ）
Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ Ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ ａｕｓｔｒａｌｉｅｎｓｅ
Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ Ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ ｍａｌｉ
Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ Ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ ｐｒｕｎｏｒｕｍ（Ａｐｒｉｃｏｔ
ｃｈｌｏｒｏｔｉｃ ｌｅａｆｒｏｌｌ）
Ｃａｎｄｉｄａｔｕｓ Ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ ｐｙｒｉ
Ｃｌａｖｉｂａｃｔｅｒ ｍｉｃｈｉｇａｎｅｎｓｉｓ ｓｕｂｓｐ． ｎｅｂｒａｓｋ
ｅｎｓｉｓ（トウモロコシ葉枯細菌病菌）
Ｃｒａｎｂｅｒｒｙ ｆａｌｓｅ ｂｌｏｓｓｏｍ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｃｕｒｔｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ ｆｌａｃｃｕｍｆａｃｉｅｎｓ ｐｖ． ｂｅｔａｅ
Ｃｕｒｔｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ ｆｌａｃｃｕｍｆａｃｉｅｎｓ ｐｖ． ｆｌａｃｃｕ
ｍｆａｃｉｅｎｓ（インゲンマメ萎ちよう細菌病菌）
Ｅｒｗｉｎｉａ ａｍｙｌｏｖｏｒａ（火傷病菌）
Ｅｒｗｉｎｉａ ｔｒａｃｈｅｉｐｈｉｌａ（ウリ類青枯病菌）
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Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｆｌａｖｅｓｃｅｎｃｅ ｄｏｒｅｅ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｙｅｌｌｏｗｓ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｐａｎｔｏｅａ ｓｔｅｗａｒｔｉｉ［ＳＹＮ：Ｅｒｗｉｎｉａ ｓｔｅｗａｒｔｉ
ｉ］（トウモロコシ萎ちよう細菌病菌）
Ｐｅａｃｈ ｒｏｓｅｔｔｅ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｐｅａｃｈ Ｘ―ｄｉｓｅａｓｅ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｐｅａｃｈ ｙｅｌｌｏｗｓ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｐｏｔａｔｏ ｐｕｒｐｌｅ ｔｏｐ ｗｉｌｔ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｐｏｔａｔｏ ｓｔｏｌｂｕｒ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｒｕｂｕｓ ｓｔｕｎｔ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｓｐｉｒｏｐｌａｓｍａ ｃｉｔｒｉ
Ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ ｌｅｔｈａｌ ｄｅｃｌｉｎｅ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｓｕｇａｒｃａｎｅ ｇｒａｓｓｙ ｓｈｏｏｔ ａｎｄ ｗｈｉｔｅ ｌｅａｆ ｐｈｙｔ
ｏｐｌａｓｍａｓ
Ｓｕｇａｒｃａｎｅ ｙｅｌｌｏｗｓ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｖａｃｃｉｎｉｕｍ ｗｉｔｃｈｅｓ’―ｂｒｏｏｍ ｐｈｙｔｏｐｌａｓｍａ
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ ａｒｂｏｒｉｃｏｌａ ｐｖ． ｊｕｇｌａｎｄｉｓ［ＳＹ
Ｎ：Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ ｐｖ．ｊｕｇｌａｎｄｉｓ］
（クルミ褐色腐敗病菌）
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ ａｒｂｏｒｉｃｏｌａ ｐｖ． ｐｏｐｕｌｉ［ＳＹＮ：Ｘａ
ｎｔｈｏｍｏｎａｓ ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ ｐｖ． ｐｏｐｕｌｉ］
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ ｐｖ． ｖａｓｃｕｌｏｒｕｍ（サト
ウキビゴム病菌）
Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ ｏｒｙｚａｅ ｐｖ． ｏｒｙｚｉｃｏｌａ（イネ条斑細菌病
菌）
Ｘｙｌｅｌｌａ ｆａｓｔｉｄｉｏｓａ

（三） ウイルス
（ウイロイドを含
む。）

Ａｌｌｉｕｍ ｖｉｒｕｓ Ｘ
Ａｍｅｒｉｃａｎ ｐｌｕｍ ｌｉｎｅ ｐａｔｔｅｒｎ ｖｉｒｕｓ
Ａｎｄｅａｎ ｐｏｔａｔｏ ｌａｔｅｎｔ ｖｉｒｕｓ
Ａｎｄｅａｎ ｐｏｔａｔｏ ｍｏｔｔｌｅ ｖｉｒｕｓ
Ａｐｒｉｃｏｔ ｄｅｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ａｒｒａｃａｃｈａ ｖｉｒｕｓ Ｂ
Ａｒｔｉｃｈｏｋｅ Ｉｔａｌｉａｎ ｌａｔｅｎｔ ｖｉｒｕｓ
Ｂａｎａｎａ ｂｒａｃｔ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｂａｎａｎａ ｓｔｒｅａｋ ＧＦ ｖｉｒｕｓ
Ｂａｎａｎａ ｓｔｒｅａｋ Ｍｙｓｏｒｅ ｖｉｒｕｓ
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Ｂａｎａｎａ ｓｔｒｅａｋ ＯＬ ｖｉｒｕｓ
Ｂａｎａｎａ ｓｔｒｅａｋ ｖｉｒｕｓ
Ｂｅｅｔ ｃｕｒｌｙ ｔｏｐ ｖｉｒｕｓ
Ｂｌａｃｋ ｒａｓｐｂｅｒｒｙ ｎｅｃｒｏｓｉｓ ｖｉｒｕｓ
Ｂｌａｃｋｂｅｒｒｙ ｙｅｌｌｏｗ ｖｅｉｎ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ
Ｂｌａｃｋｃｕｒｒａｎｔ ｒｅｖｅｒｓｉｏｎ ｖｉｒｕｓ
Ｂｌｕｅｂｅｒｒｙ ｌｅａｆ ｍｏｔｔｌｅ ｖｉｒｕｓ
Ｂｌｕｅｂｅｒｒｙ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｂｌｕｅｂｅｒｒｙ ｓｃｏｒｃｈ ｖｉｒｕｓ
Ｂｌｕｅｂｅｒｒｙ ｓｈｏｃｋ ｖｉｒｕｓ
Ｂｌｕｅｂｅｒｒｙ ｓｈｏｅｓｔｒｉｎｇ ｖｉｒｕｓ
Ｂｒｏａｄ ｂｅａｎ ｓｔａｉｎ ｖｉｒｕｓ（ソラマメステインウイルス）
Ｂｒｏａｄ ｂｅａｎ ｔｒｕｅ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ（ソラマメトゥルーモザイ
クウイルス）
Ｃａｒｎａｔｉｏｎ Ｉｔａｌｉａｎ ｒｉｎｇｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｃａｒｎａｔｉｏｎ ｒｉｎｇｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｃｈｅｒｒｙ ｈｕｎｇａｒｉａｎ ｒａｓｐ ｌｅａｆ ｖｉｒｕｓ
Ｃｈｅｒｒｙ ｌｉｎｅ ｐａｔｔｅｒｎ ａｎｄ ｌｅａｆ ｃｕｒｌ ｖｉｒｕｓ
Ｃｈｅｒｒｙ ｍｏｔｔｌｅ ｌｅａｆ ｖｉｒｕｓ
Ｃｈｅｒｒｙ ｒａｓｐ ｌｅａｆ ｖｉｒｕｓ
Ｃｈｅｓｔｎｕｔ ｌｉｎｅ ｐａｔｔｅｒｎ ｖｉｒｕｓ
Ｃｉｔｒｕｓ ｌｅｐｒｏｓｉｓ ｖｉｒｕｓ Ｃ
Ｃｉｔｒｕｓ ｐｓｏｒｏｓｉｓ ｖｉｒｕｓ
Ｃｉｔｒｕｓ ｓｕｄｄｅｎ ｄｅａｔｈ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ
Ｃｉｔｒｕｓ ｖａｒｉｅｇａｔｉｏｎ ｖｉｒｕｓ
Ｃｉｔｒｕｓ ｙｅｌｌｏｗ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｆｉｊｉ ｄｉｓｅａｓｅ ｖｉｒｕｓ
Ｆｒａｇａｒｉａ ｃｈｉｌｏｅｎｓｉｓ ｌａｔｅｎｔ ｖｉｒｕｓ
Ｇｏｏｓｅｂｅｒｒｙ ｖｅｉｎ ｂａｎｄｉｎｇ ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ Ｂｕｌｇａｒｉａｎ ｌａｔｅｎｔ ｖｉｒｕｓ
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｃｈｒｏｍｅ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｌｅａｆｒｏｌｌ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ ４
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｌｅａｆｒｏｌｌ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ ５
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｌｅａｆｒｏｌｌ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ ６
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｌｅａｆｒｏｌｌ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ ７
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Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｌｅａｆｒｏｌｌ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ ８
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｌｉｎｅ ｐａｔｔｅｒｎ ｖｉｒｕｓ
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ Ｔｕｎｉｓｉａｎ ｒｉｎｇｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｙｅｌｌｏｗ ｖｅｉｎ ｖｉｒｕｓ
Ｉｎｄｉａｎ ｃｉｔｒｕｓ ｒｉｎｇｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｉｒｉｓ ｆｕｌｖａ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｍａｉｚｅ ｓｔｒｉｐｅ ｖｉｒｕｓ
Ｍｙｒｏｂａｌａｎ ｌａｔｅｎｔ ｒｉｎｇｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｎａｒｃｉｓｓｕｓ ｄｅｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ ｖｉｒｕｓ
Ｎａｒｃｉｓｓｕｓ ｌａｔｅ ｓｅａｓｏｎ ｙｅｌｌｏｗｓ ｖｉｒｕｓ
Ｎａｒｃｉｓｓｕｓ ｔｉｐ ｎｅｃｒｏｓｉｓ ｖｉｒｕｓ
Ｏｎｉｏｎ ｍｉｔｅ―ｂｏｒｎｅ ｌａｔｅｎｔ ｖｉｒｕｓ
Ｐａｓｓｉｏｎ ｆｒｕｉｔ ｒｉｎｇｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｐａｓｓｉｏｎ ｆｒｕｉｔ ｗｏｏｄｉｎｅｓｓ ｖｉｒｕｓ
Ｐａｓｓｉｏｎ ｆｒｕｉｔ ｙｅｌｌｏｗ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｐｅａｃｈ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｐｅａｃｈ ｒｏｓｅｔｔｅ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｐｅａｃｈ ｙｅｌｌｏｗ ｂｕｄ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｐｅａｎｕｔ ｃｌｕｍｐ ｖｉｒｕｓ
Ｐｅｌａｒｇｏｎｉｕｍ ｌｅａｆ ｃｕｒｌ ｖｉｒｕｓ
Ｐｅｐｉｎｏ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｐｉｎｅａｐｐｌｅ ｍｅａｌｙｂｕｇ ｗｉｌｔ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ
１
Ｐｉｎｅａｐｐｌｅ ｍｅａｌｙｂｕｇ ｗｉｌｔ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ
２
Ｐｉｎｅａｐｐｌｅ ｍｅａｌｙｂｕｇ ｗｉｌｔ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ
３
Ｐｌｕｍ ｐｏｘ ｖｉｒｕｓ（ウメ輪紋ウイルス）
Ｐｏｔａｔｏ ｂｌａｃｋ ｒｉｎｇｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｐｏｔａｔｏ ｄｅｆｏｒｍｉｎｇ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｐｏｔａｔｏ ｌａｔｅｎｔ ｖｉｒｕｓ
Ｐｏｔａｔｏ ｒｏｕｇｈ ｄｗａｒｆ ｖｉｒｕｓ
Ｐｏｔａｔｏ ｖｉｒｕｓ Ｔ
Ｐｏｔａｔｏ ｖｉｒｕｓ Ｕ
Ｐｏｔａｔｏ ｖｉｒｕｓ Ｖ
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Ｐｏｔａｔｏ ｙｅｌｌｏｗ ｄｗａｒｆ ｖｉｒｕｓ
Ｐｏｔａｔｏ ｙｅｌｌｏｗ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｐｏｔａｔｏ ｙｅｌｌｏｗ ｖｅｉｎ ｖｉｒｕｓ
Ｐｏｔａｔｏ ｙｅｌｌｏｗｉｎｇ ｖｉｒｕｓ
Ｒａｎｕｎｃｕｌｕｓ ｗｈｉｔｅ ｍｏｔｔｌｅ ｖｉｒｕｓ
Ｒａｓｐｂｅｒｒｙ ｂｕｓｈｙ ｄｗａｒｆ ｖｉｒｕｓ
Ｒａｓｐｂｅｒｒｙ ｌｅａｆ ｃｕｒｌ ｖｉｒｕｓ
Ｒａｓｐｂｅｒｒｙ ｌｅａｆ ｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｒａｓｐｂｅｒｒｙ ｒｉｎｇｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｒａｓｐｂｅｒｒｙ ｖｅｉｎ ｃｈｌｏｒｏｓｉｓ ｖｉｒｕｓ
Ｒｕｂｕｓ Ｃｈｉｎｅｓｅ ｓｅｅｄ―ｂｏｒｎｅ ｖｉｒｕｓ
Ｒｕｂｕｓ ｙｅｌｌｏｗ ｎｅｔ ｖｉｒｕｓ
Ｓｏｌａｎｕｍ ａｐｉｃａｌ ｌｅａｆ ｃｕｒｌ ｖｉｒｕｓ
Ｓｏｗｂａｎｅ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ ｃｈｌｏｒｏｔｉｃ ｆｌｅｃｋ ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉ
ｒｕｓ
Ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ ｌａｔｅｎｔ ｒｉｎｇｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ ｌｅａｆｒｏｌｌ ｖｉｒｕｓ
Ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ ｎｅｃｒｏｔｉｃ ｓｈｏｃｋ ｖｉｒｕｓ
Ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ ｐａｌｌｉｄｏｓｉｓ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕｓ
Ｓｕｇａｒｃａｎｅ ｍｉｌｄ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｓｕｇａｒｃａｎｅ ｓｔｒｅａｋ Ｅｇｙｐｔ ｖｉｒｕｓ
Ｓｕｇａｒｃａｎｅ ｓｔｒｅａｋ ｖｉｒｕｓ
Ｓｕｇａｒｃａｎｅ ｓｔｒｉａｔｅ ｍｏｓａｉｃ―ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｖｉｒｕ
ｓ
Ｓｕｇａｒｃａｎｅ ｙｅｌｌｏｗ ｌｅａｆ ｖｉｒｕｓ
Ｓｗｅｅｔ ｐｏｔａｔｏ ｃａｕｌｉｍｏ―ｌｉｋｅ ｖｉｒｕｓ
Ｓｗｅｅｔ ｐｏｔａｔｏ ｃｈｌｏｒｏｔｉｃ ｓｔｕｎｔ ｖｉｒｕｓ
Ｓｗｅｅｔ ｐｏｔａｔｏ ｆｅａｔｈｅｒｙ ｍｏｔｔｌｅ ｖｉｒｕｓ
Ｓｗｅｅｔ ｐｏｔａｔｏ ｌｅａｆ ｃｕｒｌ Ｇｅｏｒｇｉａ ｖｉｒｕｓ
Ｓｗｅｅｔ ｐｏｔａｔｏ ｌｅａｆ ｓｐｅｃｋｌｉｎｇ ｖｉｒｕｓ
Ｓｗｅｅｔ ｐｏｔａｔｏ ｍｉｌｄ ｍｏｔｔｌｅ ｖｉｒｕｓ
Ｓｗｅｅｔ ｐｏｔａｔｏ ｍｉｌｄ ｓｐｅｃｋｌｉｎｇ ｖｉｒｕｓ
Ｓｗｅｅｔ ｐｏｔａｔｏ ｖｅｉｎ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｓｗｅｅｔ ｐｏｔａｔｏ ｖｉｒｕｓ ２
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Ｓｗｅｅｔ ｐｏｔａｔｏ ｙｅｌｌｏｗ ｄｗａｒｆ ｖｉｒｕｓ
Ｔｈｉｍｂｌｅｂｅｒｒｙ ｒｉｎｇｓｐｏｔ ｖｉｒｕｓ
Ｔｏｍａｔｏ ｙｅｌｌｏｗ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｔｕｌｉｐ ｈａｌｏ ｎｅｃｒｏｓｉｓ ｖｉｒｕｓ
Ｖａｌｌｏｔａ ｍｏｓａｉｃ ｖｉｒｕｓ
Ｃｏｌｕｍｎｅａ ｌａｔｅｎｔ ｖｉｒｏｉｄ
Ｍｅｘｉｃａｎ ｐａｐｉｔａ ｖｉｒｏｉｄ
Ｐｅｐｐｅｒ ｃｈａｔ ｆｒｕｉｔ ｖｉｒｏｉｄ
Ｐｏｔａｔｏ ｓｐｉｎｄｌｅ ｔｕｂｅｒ ｖｉｒｏｉｄ（ジャガイモやせいもウイロ
イド）
Ｔｏｍａｔｏ ａｐｉｃａｌ ｓｔｕｎｔ ｖｉｒｏｉｄ
Ｔｏｍａｔｏ ｃｈｌｏｒｏｔｉｃ ｄｗａｒｆ ｖｉｒｏｉｄ
Ｔｏｍａｔｏ ｐｌａｎｔａ ｍａｃｈｏ ｖｉｒｏｉｄ

（四） その他植
物病の病原体

次の植物病の病原体
Ａｍａｓｙａ ｃｈｅｒｒｙ ｄｉｓｅａｓｅ
Ａｐｐｌｅ （Ｓｔａｙｍａｎ） ｂｌｏｔｃｈ
Ａｐｐｌｅ （Ｖｉｒｇｉｎｉａ Ｃｒａｂ） ｄｅｃｌｉｎｅ
Ａｐｐｌｅ ｂｒｏｗｎ ｒｉｎｇｓｐｏｔ
Ａｐｐｌｅ ｂｕｍｐｙ ｆｒｕｉｔ ｏｆ Ｂｅｎ Ｄａｖｉｓ
Ａｐｐｌｅ ｄｅａｄ ｓｐｕｒ
Ａｐｐｌｅ ｆｒｅｃｋｌｅ ｓｃｕｒｆ
Ａｐｐｌｅ ｇｒｅｅｎ ｍｏｔｔｌｅ
Ａｐｐｌｅ ｈｏｒｓｅｓｈｏｅ ｗｏｕｎｄ
Ａｐｐｌｅ ｊｕｎｃｔｉｏｎ ｎｅｃｒｏｔｉｃ ｐｉｔｔｉｎｇ
Ａｐｐｌｅ ｌｅａｆ ｐｕｃｋｅｒ
Ａｐｐｌｅ ＭｃＩｎｔｏｓｈ ｄｅｐｒｅｓｓｉｏｎ
Ａｐｐｌｅ Ｎｅｗｔｏｗｎ ｗｒｉｎｋｌｅ
Ａｐｐｌｅ ｐｕｓｔｕｌｅ ｃａｎｋｅｒ
Ａｐｐｌｅ ｒｉｎｇｓｐｏｔ
Ａｐｐｌｅ ｓｔａｒ ｃｒａｃｋ
Ａｐｒｉｃｏｔ ｃｈｌｏｒｏｔｉｃ ｌｅａｆ ｍｏｔｔｌｅ
Ａｐｒｉｃｏｔ ｍｏｏｒｐａｒｋ ｍｏｔｔｌｅ
Ａｐｒｉｃｏｔ ｐｕｃｋｅｒ ｌｅａｆ
Ａｐｒｉｃｏｔ ｒｉｎｇ ｐｏｘ
Ａｐｒｉｃｏｔ ｓｔｏｎｅ ｐｉｔｔｉｎｇ
Ａｕｓｔｒａｌｉａｎ ｃｉｔｒｕｓ ｄｉｅｂａｃｋ
Ｂｌａｃｋｂｅｒｒｙ Ｃａｌｉｃｏ
Ｂｌａｃｋｃｕｒｒａｎｔ ｙｅｌｌｏｗｓ
Ｃｈｅｒｒｙ ｂｌａｃｋ ｃａｎｃｋｅｒ
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Ｃｈｅｒｒｙ ｒｏｕｇｈ ｆｒｕｉｔ
Ｃｈｅｒｒｙ ｒｕｓｔｙ ｍｏｔｔｌｅ ｄｉｓｅａｓｅ
Ｃｉｔｒｕｓ ｂｕｄ ｕｎｉｏｎ ｃｒｅａｓｅ
Ｃｉｔｒｕｓ ｃｈｌｏｒｏｔｉｃ ｄｗａｒｆ
Ｃｉｔｒｕｓ ｃｒｉｓｔａｃｏｒｔｉｓ
Ｃｉｔｒｕｓ ｇｕｍ ｐｏｃｋｅｔ
Ｃｉｔｒｕｓ ｇｕｍｍｙ ｂａｒｋ
Ｃｉｔｒｕｓ ｉｍｐｉｅｔｒａｔｕｒａ
Ｅｌｍ ｚｏｎａｔｅ ｃａｎｋｅｒ
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ａｓｔｅｒｏｉｄ ｍｏｓａｉｃ
Ｇｒａｐｅｖｉｎｅ ｖｅｉｎ ｎｅｃｒｏｓｉｓ
Ｋｒｉｋｏｎ ｓｔｅｍ ｎｅｃｒｏｓｉｓ
Ｐｅａｃｈ ｐｕｒｐｌｅ ｍｏｓａｉｃ
Ｐｅａｃｈ ｓｅｅｄｌｉｎｇ ｃｈｌｏｒｏｓｉｓ
Ｐｅａｃｈ ｓｔｕｂｂｙ ｔｗｉｇ
Ｐｅａｃｈ ｗａｒｔ
Ｐｒｕｎｅ ｄｉａｍｏｎｄ ｃａｎｋｅｒ

二 まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがないことが確認されていないものとして農林水
産大臣が指定する有害植物

別表一の二 （第五条の四関係） 

地域 植物 検疫有
害動植
物

一 トルコ、オランダ、ドイ
ツ、ベルギー、ポルトガ
ル、南アフリカ共和国、ア
メリカ合衆国（ハワイ諸島
を除く。以下この表におい
て同じ。）、アルゼンチン

きくごぼう、てんさい、にんじん及びばれいしよの生植物の地下
部であつて栽培の用に供し得るもの

Ｍｅｌ
ｏｉｄ
ｏｇｙ
ｎｅ
ｃｈｉ
ｔｗｏ
ｏｄｉ
（コロ
ンビア
ネコブ
セン
チュ
ウ）
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二 大韓民国、パキスタン、
イスラエル、イラク、イラ
ン、トルコ、ヨルダン、ア
イルランド、アゼルバイ
ジャン、アルバニア、アル
メニア、イタリア、ウクラ
イナ、ウズベキスタン、英
国（グレート・ブリテン及
び北アイルランドに限る。
以下この表において同
じ。）、エストニア、オー
ストリア、ニュージーラン
ド、オランダ、カザフスタ
ン、ギリシャ、キルギス、
グルジア、クロアチア、コ
ソボ、スイス、スウェーデ
ン、スペイン、スロバキ
ア、スロベニア、セルビ
ア、タジキスタン、チェ
コ、デンマーク、ドイツ、
トルクメニスタン、ハンガ
リー、フィンランド、フラ
ンス、ブルガリア、ベラ
ルーシ、ベルギー、ポーラ
ンド、ボスニア・ヘルツェ
ゴビナ、マケドニア旧ユー
ゴスラビア共和国、モルド
バ、モンテネグロ、ラトビ
ア、リトアニア、ルーマニ
ア、ロシア、カーボヴェル
デ、カナリア諸島、ガンビ
ア、セネガル、南アフリカ
共和国、アメリカ合衆国、
カナダ、チリ、ペルー、メ
キシコ、オーストラリア

しよくようだいおう、あぶらな属植物及びふだんそう属植物の生
植物の地下部であつて栽培の用に供し得るもの

Ｈｅｔ
ｅｒｏ
ｄｅｒ
ａ ｓ
ｃｈａ
ｃｈｔ
ｉｉ
（テン
サイシ
ストセ
ンチュ
ウ）

三 オランダ、スイス、フラ
ンス、ベルギー、オースト
ラリア、ニュージーランド

アスパラガス、おらんだいちご、きくごぼう、トマト及びばれい
しよの生植物の地下部であつて栽培の用に供し得るもの

Ｍｅｌ
ｏｉｄ
ｏｇｙ
ｎｅ
ｆａｌ
ｌａｘ
（ニセ
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コロン
ビアネ
コブセ
ンチュ
ウ）

四 インド、アゼルバイジャ
ン、アルメニア、ウクライ
ナ、ウズベキスタン、英
国、エストニア、オラン
ダ、カザフスタン、キルギ
ス、グルジア、タジキスタ
ン、トルクメニスタン、
フィンランド、ベラルー
シ、モルドバ、ラトビア、
リトアニア、ロシア、アメ
リカ合衆国、アルゼンチ
ン、エクアドル、チリ、ペ
ルー、ボリビア、メキシコ

オプンティア・トルティスピナ、オプンティア・フラギリス、ト
マト、ばれいしよ、マミラリア・ビビパラ及びふだんそう属植物
の生植物の地下部であつて栽培の用に供し得るもの

Ｎａｃ
ｏｂｂ
ｕｓ
ａｂｅ
ｒｒａ
ｎｓ
（ニセ
ネコブ
セン
チュ
ウ）

五 インド、インドネシア、
シンガポール、スリラン
カ、タイ、パキスタン、
フィリピン、マレーシア、
オマーン、英国、オラン
ダ、デンマーク、ドイツ、
フランス、ベルギー、ポー
ランド、ウガンダ、エジプ
ト、エチオピア、ガーナ、
ガボン、カメルーン、ギニ
ア、ケニア、コートジボ
ワール、コンゴ民主共和
国、ザンビア、ジンバブ
エ、スーダン、セネガル、
ソマリア、タンザニア、ナ
イジェリア、マダガスカ
ル、マラウイ、南アフリカ
共和国、南スーダン、モザ
ンビーク、レユニオン、ア
メリカ合衆国、カナダ、エ
クアドル、エルサルバド
ル、キューバ、グアテマ
ラ、グアドループ、グレナ
ダ、コスタリカ、コロンビ

アボガド、うこん、おくら、ケロシア・ニティダ、ココやし、さ
といも、さとうきび、しようが、しよくようかんな、だいしよ、
ちや、とうもろこし、ばれいしよ、びんろうじゆ、らつかせい
（さやのない種子を除く。）、アンスリューム属植物、カラテア
属植物、くずうこん属植物、コーヒーノキ属植物、こしよう属植
物、バショウ属植物、フィロデンドロン属植物及びふだんそう属
植物の生植物の地下部であつて栽培の用に供し得るもの

Ｒａｄ
ｏｐｈ
ｏｌｕ
ｓ ｓ
ｉｍｉ
ｌｉｓ
（バナ
ナネモ
グリセ
ンチュ
ウ）
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ア、ジャマイカ、スリナ
ム、セントビンセント、セ
ントルシア、ドミニカ共和
国、ドミニカ、トリニダー
ド・トバゴ、ニカラグア、
パナマ、プエルトリコ、ブ
ラジル、ベネズエラ、ベ
リーズ、ペルー、マルチ
ニーク島、メキシコ、オー
ストラリア、サモア、トン
ガ、ニュー・カレドニア、
パプアニューギニア、ハワ
イ諸島、フィジー
六 インド、台湾、中華人民
共和国（香港を除く。以下
この表において同じ。）、
アゼルバイジャン、アルメ
ニア、イタリア、ウクライ
ナ、ウズベキスタン、英
国、エストニア、オラン
ダ、カザフスタン、キルギ
ス、グルジア、スロバキ
ア、タジキスタン、チェ
コ、デンマーク、ドイツ、
トルクメニスタン、ハンガ
リー、フランス、ベラルー
シ、ベルギー、ポーラン
ド、モルドバ、ラトビア、
リトアニア、ルーマニア、
ロシア、モロッコ、アメリ
カ合衆国、カナダ、アルゼ
ンチン、ブラジル、オース
トラリア、ニュージーラン
ド、ハワイ諸島

えんどうの種子であつて栽培の用に供するもの Ｆｕｓ
ａｒｉ
ｕｍ
ｏｘｙ
ｓｐｏ
ｒｕｍ
ｆ．
ｓｐ．
ｐｉｓ
ｉ（エ
ンドウ
萎ちよ
う病
菌）

七 アイルランド、英国、
ニュージーランド

あめりかいわなんてん、ウァッキニウム・ミルティルス、せいよ
うきづた、せいようとちのき、せいようばくちのき、せいようひ
いらぎ、せこいあおすぎ、チェリモヤ、ポドカルプス・サリグヌ
ス、ヨーロッパぐり、ロマティア・ミリコイデス、あせび属植
物、おがたまのき属植物、ゲウイナ属植物、こなら属植物、つつ
じ属植物、ドリミス属植物、ぶな属植物、もくれん属植物及びゆ
りのき属植物の生植物（種子及び果実を除く。）であつて栽培の
用に供するもの

Ｐｈｙ
ｔｏｐ
ｈｔｈ
ｏｒａ
ｋｅ―
ｒｎｏ
ｖｉａ
ｅ
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八 アイルランド、イタリ
ア、英国、英領チャネル諸
島、オランダ、ギリシャ、
スイス、スウェーデン、ス
ペイン、スロベニア、セル
ビア、デンマーク、ドイ
ツ、ノルウェー、フィンラ
ンド、フランス、ベル
ギー、ポーランド、リトア
ニア、アメリカ合衆国、カ
ナダ

とさみずき、ヒドランゲア・シーマニアイ、アジアンタム属植
物、あせび属植物、あめりかいかりそう属植物、アルクトスタ
フィロス属植物、アルブツス属植物、いすのき属植物、いちい属
植物、いわなんてん属植物、うめがさそう属植物、うるし属植
物、ウンベルラリア属植物、エリカ属植物、おがたまのき属植
物、おしだ属植物、オリーブ属植物、かえで属植物、かなめもち
属植物、かばのき属植物、がまずみ属植物、かや属植物、からま
つ属植物、ガリア属植物、カルナ属植物、カルミア属植物、がん
こうらん属植物、きいちご属植物、キスツス属植物、きづた属植
物、きようちくとう属植物、くすのき属植物、くましで属植物、
くり属植物、グリセリーニア属植物、クレマティス属植物、くろ
うめもどき属植物、くろばなろうばい属植物、ケアノツス属植
物、ゲウイナ属植物、げつけいじゆ属植物、ケラトニア属植物、
こなら属植物、さくら属植物、しい属植物、しおで属植物、しな
のき属植物、しやりんとう属植物、ショワジア属植物、しらたま
のき属植物、シンフォリカルポス属植物、すいかずら属植物、す
ぐり属植物、すのき（こけもも）属植物、セコイア属植物、ゼノ
ビア属植物、つが属植物、つつじ属植物、つばき属植物、つばめ
おもと属植物、つまとりそう属植物、ていかかずら属植物、とう
ひ属植物、とがさわら属植物、ときわさんざし属植物、ときわま
んさく属植物、とちのき属植物、とねりこ属植物、とねりばはぜ
のき属植物、とべら属植物、ドリミス属植物、なんきよくぶな属
植物、にしきぎ属植物、にれ属植物、にわとこ属植物、はこやな
ぎ属植物、はしどい属植物、はしばみ属植物、はなずおう属植物
、ばら属植物、パラクメリア属植物、パロッティア属植物、はん
のき属植物、ばんれいし属植物、ひいらぎなんてん属植物、ひの
き属植物、ひめしやくなげ属植物、ひめつばき属植物、フィソカ
ルプス属植物、フクシア属植物、ぶな属植物、ヘテロメレス属植
物、まいづるそう属植物、まつ属植物、まてばしい属植物、まん
さく属植物、みずき属植物、めぎ属植物、もくせい属植物、もく
れん属植物、もくれんもどき属植物、もちのき属植物、もみ属植
物、やなぎ属植物、やぶこうじ属植物、やぶにんじん属植物、
ユーカリノキ属植物、ゆずりは属植物、ゆりのき属植物、りんご
属植物及びりんねそう属植物の生植物（種子及び果実を除く。）
であつて栽培の用に供するもの

Ｐｈｙ
ｔｏｐ
ｈｔｈ
ｏｒａ
ｒａｍ
ｏｒｕ
ｍ

九 トルコ、アゼルバイジャ
ン、アルメニア、ウクライ
ナ、ウズベキスタン、エス
トニア、カザフスタン、ギ
リシャ、キルギス、グルジ
ア、クロアチア、コソボ、
スペイン、スロベニア、セ
ルビア、タジキスタン、ト

いんげんまめの種子であつて栽培の用に供するもの Ｃｕｒ
ｔｏｂ
ａｃｔ
ｅｒｉ
ｕｍ
ｆｌａ
ｃｃｕ
ｍｆａ
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ルクメニスタン、ハンガ
リー、ブルガリア、ベラ
ルーシ、ベルギー、ボスニ
ア・ヘルツェゴビナ、マケ
ドニア旧ユーゴスラビア共
和国、モルドバ、モンテネ
グロ、ラトビア、リトアニ
ア、ルーマニア、ロシア、
チュニジア、モーリシャ
ス、アメリカ合衆国、カナ
ダ、コロンビア、ブラジ
ル、ベネズエラ、メキシ
コ、オーストラリア

ｃｉｅ
ｎｓ
ｐｖ．
ｆｌａ
ｃｃｕ
ｍｆａ
ｃｉｅ
ｎｓ
（イン
ゲンマ
メ萎ち
よう細
菌病
菌）

十 インド、タイ、台湾、中
華人民共和国、イスラエ
ル、イタリア、トルコ、ギ
リシャ、ハンガリー、ナイ
ジェリア、南アフリカ共和
国、アメリカ合衆国、コス
タリカ、ブラジル、オース
トラリア、北マリアナ諸
島、グアム

すいか、とうがん及びメロンの種子であつて栽培の用に供するも
の

Ａｃｉ
ｄｏｖ
ｏｒａ
ｘ ａ
ｖｅｎ
ａｅ
ｓｕｂ
ｓｐ．
ｃｉｔ
ｒｕｌ
ｌｉ
（スイ
カ果実
汚斑細
菌病
菌）

十一 タイ、中華人民共和
国、ベトナム、マレーシ
ア、イタリア、ポーラン
ド、ルーマニア、アメリカ
合衆国、カナダ、ガイア
ナ、コスタリカ、プエルト
ルコ、ペルー、ボリビア、
メキシコ

テオシント及びとうもろこしの種子であつて栽培の用に供するも
の

Ｐａｎ
ｔｏｅ
ａ ｓ
ｔｅｗ
ａｒｔ
ｉｉ
（トウ
モロコ
シ萎ち
よう細
菌病
菌）
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十二 アメリカ合衆国 とうもろこしの種子であつて栽培の用に供するもの Ｃｌａ
ｖｉｂ
ａｃｔ
ｅｒ
ｍｉｃ
ｈｉｇ
ａｎｅ
ｎｓｉ
ｓ ｓ
ｕｂｓ
ｐ．
ｎｅｂ
ｒａｓ
ｋｅｎ
ｓｉｓ
（トウ
モロコ
シ葉枯
細菌病
菌）

十三 中華人民共和国、イラ
ン、シリア、トルコ、ヨル
ダン、レバノン、イタリ
ア、英国、オーストリア、
スロバキア、ドイツ、ハン
ガリー、ポーランド、エジ
プト、エチオピア、スーダ
ン、チュニジア、南スーダ
ン、モロッコ、リビア、
オーストラリア

そらまめ及びひらまめの種子であつて栽培の用に供するもの Ｂｒｏ
ａｄ
ｂｅａ
ｎ ｓ
ｔａｉ
ｎ ｖ
ｉｒｕ
ｓ（ソ
ラマメ
ステイ
ンウイ
ルス）

十四 中華人民共和国、シリ
ア、レバノン、イタリア、
英国、オーストリア、ドイ
ツ、ハンガリー、ポーラン
ド、エジプト、エチオピ
ア、スーダン、チュニジ
ア、南スーダン、モロッ
コ、オーストラリア

そらまめの種子であつて栽培の用に供するもの Ｂｒｏ
ａｄ
ｂｅａ
ｎ ｔ
ｒｕｅ
ｍｏｓ
ａｉｃ
ｖｉｒ
ｕｓ
（ソラ
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マメ
トゥ
ルーモ
ザイク
ウイル
ス）

十五 インド、中華人民共和
国、パキスタン、イラン、
シリア、トルコ、ヨルダ
ン、アルバニア、イタリ
ア、ウクライナ、英国、
オーストリア、オランダ、
カザフスタン、キプロス、
ギリシャ、クロアチア、ス
イス、スペイン、スロバキ
ア、スロベニア、セルビ
ア、チェコ、デンマーク、
ドイツ、ノルウェー、ハン
ガリー、フランス、ブルガ
リア、ベラルーシ、ベル
ギー、ボスニア・ヘルツェ
ゴビナ、ポーランド、ポル
トガル、モルドバ、モンテ
ネグロ、ラトビア、リトア
ニア、ルクセンブルク、
ルーマニア、ロシア、エジ
プト、チュニジア、アメリ
カ合衆国、カナダ、アルゼ
ンチン、チリ

せいようまゆみ、ながばくこ、ようしゆいぼた及びさくら属植物
の生植物（種子及び果実を除く。）であつて栽培の用に供し得る
もの

Ｐｌｕ
ｍ ｐ
ｏｘ
ｖｉｒ
ｕｓ
（ウメ
輪紋ウ
イル
ス）

十六 インド、中華人民共和
国、アフガニスタン、イス
ラエル、トルコ、イタリ
ア、ウクライナ、英国、
オーストリア、オランダ、
ギリシャ、スロベニア、
チェコ、ドイツ、フラン
ス、ベラルーシ、ベル
ギー、ポーランド、ロシ
ア、エジプト、ナイジェリ
ア、アメリカ合衆国、コス
タリカ、チリ、ベネズエ
ラ、ペルー、ニュージーラ

トマト及びばれいしよの種子であつて栽培の用に供するもの並び
にトマト及びばれいしよの生植物（種子及び果実を除く。）であ
つて栽培の用に供し得るもの

Ｐｏｔ
ａｔｏ
ｓｐｉ
ｎｄｌ
ｅ ｔ
ｕｂｅ
ｒ ｖ
ｉｒｏ
ｉｄ
（ポテ
トスピ
ンドル
チュー
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ンド バーウ
イロイ
ド）

別表二 （第九条関係） 

地域 植物 備考
（対象
とする
検疫有
害動植
物）

一 イエメン、イスラエル、イラン、
サウジアラビア、シリア、トルコ、
ヨルダン、レバノン、アルバニア、
イタリア、英国（グレート・ブリテ
ン及び北アイルランドに限る。以下
この表において同じ。）、オースト
リア、オランダ、キプロス、ギリ
シャ、クロアチア、コソボ、スイ
ス、スペイン、スロベニア、セルビ
ア、ドイツ、ハンガリー、フラン
ス、ベルギー、ボスニア・ヘルツェ
ゴビナ、ポルトガル、マケドニア旧
ユーゴスラビア共和国、マルタ、モ
ンテネグロ、アフリカ、バミューダ
諸島、アルゼンチン、ウルグアイ、
エクアドル、エルサルバドル、グア
テマラ、コスタリカ、コロンビア、
ニカラグア、西インド諸島（キュー
バ、ドミニカ共和国及びプエルトリ
コを除く。）、パナマ、パラグア
イ、ブラジル、ベネズエラ、ペ
ルー、ボリビア、ホンジュラス、
オーストラリア（タスマニアを除
く。）、ハワイ諸島

アキー、アボガド、あめだまのき、オールスパイス、オ
リーブ、カシューナッツ、キウイフルーツ、きばなきよ
うちくとう、ごれんし、ざくろ、ジャボチカバ、そらま
め、てりはぼく、なつめやし、ナンセ、なんようざく
ら、フェイジョア、ポポー、マメーリンゴ、りゆうが
ん、れいし、いちじく属植物、いんげん属植物、かき属
植物（付表第四十一に掲げるものを除く。）、カリッサ
属植物、くるみ属植物、くわ属植物、コッコロバ属植
物、コーヒーノキ属植物、すぐり属植物、すのき（こけ
もも）属植物、とけいそう属植物、ドビアーリス属植
物、なつめ属植物、にんめんし属植物、バショウ属植物
（成熟していないバナナの生果実を除く。）、パパイヤ
属植物（付表第一に掲げるものを除く。）、ばんじろう
属植物、ぱんのき属植物、ばんれいし属植物、ひいらぎ
とらのお属植物、びやくだん属植物、ふくぎ属植物、ぶ
どう属植物（付表第三、第五十四及び第五十九に掲げる
ものを除く。）、ふともも属植物、マンゴウ属植物（付
表第二、第三十六、第四十三、第五十一及び第五十三に
掲げるものを除く。）、もちのき属植物、ももたまな属
植物、わた属植物、あかてつ科植物、うり科植物（付表
第三、第四十二及び第四十七に掲げるものを除く。）、
さぼてん科植物（付表第三十五に掲げるものを除
く。）、なす科植物（付表第三、第四十二及び第四十七
に掲げるものを除く。）、ばら科植物（付表第三及び第
三十一に掲げるものを除く。）及びみかん科植物（付表
第四から第八まで、第三十九、第四十五及び第五十六に
掲げるものを除く。）の生果実

Ｃｅｒ
ａｔｉ
ｔｉｓ
ｃａｐ
ｉｔａ
ｔａ
（チ
チュウ
カイミ
バエ）

二 インド、インドネシア、カンボジ
ア、シンガポール、スリランカ、タ

かんきつ類（付表第十及び第五十八に掲げるものを除
く。）、アセロラ、アボカド、あんず、いちじく、いん

Ｂａｃ
ｔｒｏ
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イ、台湾、中華人民共和国（香港を
除く。以下この表において同
じ。）、ネパール、パキスタン、バ
ングラデシュ、東チモール、フィリ
ピン、ブータン、ブルネイ、ベトナ
ム、香港、マレーシア、ミャン
マー、ラオス、パプアニューギニ
ア、ハワイ諸島、フランス領ポリネ
シア、ミクロネシア

どめてんぐ、おらんだいちご、オリーブ、カシューナッ
ツ、がじゆまる、グリコスミス・ペンタフィラ、くろつ
ぐ、ごれんし、ざくろ、サントール、すもも、たいへい
ようぐるみ、テトラクトミア・マジュス、てりはぼく、
トマト、トリファシア・トリフォリア、なし、なつめや
し、パパイヤ（付表第一、第十一及び第十二に掲げるも
のを除く。四の項において同じ。）、パラミグニア・ア
ンダマニカ、びわ、びんろうじゆ、ぶどう（付表第三十
二に掲げるものを除く。）、もも、ももたまな、やまも
も、ランブータン、りゆうがん、りんご、れいし（付表
第十三及び第十四に掲げるものを除く。）、わんぴ、あ
かたねのき属植物、かき属植物、コーヒーノキ属植物、
とうがらし属植物、とけいそう属植物、なす属植物、な
つめ属植物、にんめんし属植物、ばんじろう属植物、ぱ
んのき属植物、ばんれいし属植物、ヒロセレウス属植物
（付表第五十二及び第五十五に掲げるものを除く。四の
項において同じ。）、ふくぎ属植物（付表第四十に掲げ
るものを除く。）、ふともも属植物、マンゴウ属植物
（付表第十五から第十七まで、第三十六、第四十八、第
五十及び第五十七に掲げるものを除く。四の項において
同じ。）、ランサ属植物、ロリニア属植物及びあかてつ
科植物の生果実並びに成熟したバナナの生果実

ｃｅｒ
ａ ｄ
ｏｒｓ
ａｌｉ
ｓ ｓ
ｐｅｃ
ｉｅｓ
ｃｏｍ
ｐｌｅ
ｘ（ミ
カンコ
ミバエ
種群）

三 オーストラリア（タスマニアを除
く。）、ニュー・カレドニア、パプ
アニューギニア、フランス領ポリネ
シア

かんきつ類（付表第七に掲げるものを除く。）、アセロ
ラ、アボカド、あんず、いちじく、エレモシトラス・グ
ラウカ、オプンティア・フィクス―インディカ、おらん
だいちご、オリーブ、カシミロア・テトラメリア、カ
シューナッツ、キウイフルーツ、きだちとうがらし、グ
リコスミス・トリフォリアタ、こだちとまと、ごれん
し、さくらんぼ、ざくろ、サントール、しまほおずき、
シロサポテ、すもも、せいようかりん、とうがらし、ト
マト、なし、なつめやし、パパイヤ、ばんじろう、ぱん
のき、ヒロセレウス・メガランサス、びわ、フェイジョ
ア、ぶどう（付表第五十九に掲げるものを除く。）、ま
るめろ、ムラーヤ・エキゾチカ、もも、りんご、れい
し、わんぴ、アクロニチア属植物、かき属植物、きいち
ご属植物、くわ属植物、コーヒーノキ属植物、すのき
（こけもも）属植物、とけいそう属植物、なす属植物、
なつめ属植物、にんめんし属植物、ばんれいし属植物、
ふともも属植物、マンゴウ属植物（付表第二に掲げるも
のを除く。）、ももたまな属植物、ロリニア属植物及び
あかてつ科植物の生果実並びに成熟したバナナの生果実

Ｂａｃ
ｔｒｏ
ｃｅｒ
ａ ｔ
ｒｙｏ
ｎｉ
（クイ
ンスラ
ンドミ
バエ）

四 インド、インドネシア、カンボジ うり科植物（付表第十八に掲げるものを除く。）の生茎 Ｂａｃ
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ア、シンガポール、スリランカ、タ
イ、台湾、中華人民共和国、ネパー
ル、パキスタン、バングラデシュ、
東チモール、フィリピン、ブータ
ン、ブルネイ、ベトナム、香港、マ
レーシア、ミャンマー、ラオス、ア
フガニスタン、ウガンダ、カメルー
ン、ガンビア、ギニア、ケニア、
コートジボワール、コンゴ共和国、
スーダン、セーシェル、セネガル、
タンザニア、トーゴ、ナイジェリ
ア、ニジェール、ブルキナファソ、
ベナン、マリ、南スーダン、モーリ
シャス、レユニオン、パプアニュー
ギニア、ハワイ諸島、ミクロネシア

葉及び生果実並びにいんげんまめ、きだちとうがらし、
きまめ、ごれんし、ささげ、とうがらし、トマト、な
す、パパイヤ、ヒロセレウス属植物及びマンゴウ属植物
の生果実

ｔｒｏ
ｃｅｒ
ａ ｃ
ｕｃｕ
ｒｂｉ
ｔａｅ
（ウリ
ミバ
エ）

五 インド、中華人民共和国、パキス
タン、アフガニスタン、イスラエ
ル、イラク、イラン、シリア、トル
コ、ヨルダン、レバノン、欧州、ア
フリカ、アメリカ合衆国（ハワイ諸
島を除く。以下この表において同
じ。）カナダ、アルゼンチン、ウル
グアイ、コロンビア、チリ、ブラジ
ル、ペルー、ボリビア、メキシコ、
オーストラリア、ニュージーランド

あんず、さくらんぼ（付表第十九から第二十一まで、第
三十八及び四十四に掲げるものを除く。）、すもも（付
表第三十七に掲げるものを除く。）、なし、まるめろ、
もも（付表第二十二及び第二十三に掲げるものを除
く。）及びりんご（付表第二十四、第二十五、第三十一
及び第三十四に掲げるものを除く。）の生果実並びにく
るみの生果実及び核子（付表第二十六に掲げるものを除
く。）

Ｃｙｄ
ｉａ
ｐｏｍ
ｏｎｅ
ｌｌａ
（コド
リン
ガ）

六 インド、インドネシア、カンボジ
ア、シンガポール、スリランカ、タ
イ、台湾、中華人民共和国、バング
ラデシュ、東ティモール、フィリピ
ン、ブルネイ、ベトナム、香港、マ
レーシア、ミャンマー、ラオス、ア
フリカ、アメリカ合衆国、中南米、
オーストラリア、パプアニューギニ
ア、ハワイ諸島、ポリネシア、ミク
ロネシア、メラネシア

あさがお属植物、さつまいも属植物及びひるがお属植物
の生茎葉及び生塊根等の地下部並びにキャッサバの生塊
根等の地下部

Ｃｙｌ
ａｓ
ｆｏｒ
ｍｉｃ
ａｒｉ
ｕｓ
（アリ
モドキ
ゾウム
シ）

七 中華人民共和国、アメリカ合衆
国、中南米、ハワイ諸島、ポリネシ
ア、ミクロネシア、メラネシア

あさがお属植物、さつまいも属植物及びひるがお属植物
の生茎葉及び生塊根等の地下部

Ｅｕｓ
ｃｅｐ
ｅｓ
ｐｏｓ
ｔｆａ
ｓｃｉ
ａｔｕ



植物防疫法施行規則

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S25/S25F00601000073.html[2014-12-31 15:55:40]

ｓ（イ
モゾウ
ムシ）

八 インド、ネパール、ブータン、ト
ルコ、欧州（アルバニア、キプロス
及びギリシャを除く。）、アルジェ
リア、チュニジア、南アフリカ共和
国、カナダ、ウルグアイ、エクアド
ル、フォークランド諸島、ペルー、
ボリビア、ニュージーランド

なす科植物の生茎葉及び生塊根等の地下部 Ｓｙｎ
ｃｈｙ
ｔｒｉ
ｕｍ
ｅｎｄ
ｏｂｉ
ｏｔｉ
ｃｕｍ
（ジャ
ガイモ
がんし
ゆ病
菌）

九 中華人民共和国、イラク、イラ
ン、トルコ、アゼルバイジャン、ア
ルメニア、イタリア、ウクライナ、
ウズベキスタン、英国、エストニ
ア、オーストリア、オランダ、カザ
フスタン、ギリシャ、キルギス、グ
ルジア、クロアチア、コソボ、スイ
ス、スペイン、スロバキア、スロベ
ニア、セルビア、タジキスタン、
チェコ、デンマーク、ドイツ、ハン
ガリー、フランス、ブルガリア、ベ
ラルーシ、ベルギー、ボスニア・ヘ
ルツェゴビナ、ポーランド、ポルト
ガル、マケドニア旧ユーゴスラビア
共和国、モルドバ、モンテネグロ、
リトアニア、ルクセンブルク、ルー
マニア、ロシア、アメリカ合衆国、
カナダ、メキシコ

あざみ属植物、もうずいか属植物及びなす科植物の生茎
葉

Ｌｅｐ
ｔｉｎ
ｏｔａ
ｒｓａ
ｄｅｃ
ｅｍｌ
ｉｎｅ
ａｔａ
（コロ
ラドハ
ムシ）

十 インド、インドネシア、スリラン
カ、パキスタン、フィリピン、イス
ラエル、イラン、トルコ、レバノ
ン、アイスランド、アイルランド、
アゼルバイジャン、アルメニア、イ
タリア、ウクライナ、ウズベキスタ
ン、英国、エストニア、オーストリ
ア、オランダ、カザフスタン、キプ

あかざ属植物及びなす科植物（付表第四十六条に掲げる
ものを除く。）の生塊茎等の地下部

Ｇｌｏ
ｂｏｄ
ｅｒａ
ｒｏｓ
ｔｏｃ
ｈｉｅ
ｎｓｉ
ｓ
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ロス、ギリシャ、キルギス、グルジ
ア、クロアチア、スイス、スウェー
デン、スペイン、スロバキア、スロ
ベニア、タジキスタン、チェコ、デ
ンマーク、ドイツ、トルクメニスタ
ン、ノルウェー、ハンガリー、フィ
ンランド、フランス、ブルガリア、
ベラルーシ、ベルギー、ボスニア・
ヘルツェゴビナ、ポーランド、ポル
トガル、マルタ、モルドバ、ラトビ
ア、リトアニア、ルクセンブルク、
ロシア、アルジェリア、カナリア諸
島、南アフリカ共和国、アメリカ合
衆国、カナダ、アルゼンチン、エル
サルバドル、グアテマラ、コスタリ
カ、チリ、ニカラグア、パナマ、ベ
ネズエラ、ベリーズ、ペルー、ボリ
ビア、ホンジュラス、メキシコ、
オーストラリア、ニュージーランド

（ジャ
ガイモ
シスト
セン
チュ
ウ）

十一 インド、パキスタン、トルコ、
アイスランド、アイルランド、アゼ
ルバイジャン、アルメニア、イタリ
ア、ウクライナ、ウズベキスタン、
英国、エストニア、オーストリア、
オランダ、カザフスタン、キプロ
ス、ギリシャ、キルギス、グルジ
ア、スイス、スウェーデン、スペイ
ン、タジキスタン、チェコ、デン
マーク、ドイツ、トルクメニスタ
ン、ノルウェー、ハンガリー、フラ
ンス、ブルガリア、ベラルーシ、
ポーランド、ポルトガル、マルタ、
モルドバ、ラトビア、リトアニア、
ロシア、カナリア諸島、アメリカ合
衆国、カナダ、エクアドル、コロン
ビア、チリ、パナマ、フォークラン
ド諸島、ベネズエラ、ペルー、ボリ
ビア、ニュージーランド

なす科植物（付表第四十六に掲げるものを除く。）の生
塊茎等の地下部

Ｇｌｏ
ｂｏｄ
ｅｒａ
ｐａｌ
ｌｉｄ
ａ
（ジャ
ガイモ
シロシ
ストセ
ンチュ
ウ）

十二 ミャンマー、アラブ首長国連
邦、イエメン、イスラエル、イラ
ク、イラン、シリア、トルコ、ヨル
ダン、レバノン、欧州（オランダ及

なす科植物（付表第二十七、第三十、第四十二及び第四
十七に掲げるものを除く。）の生茎葉及び生果実

Ｐｅｒ
ｏｎｏ
ｓｐｏ
ｒａ
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びキプロスを除く。）、アルジェリ
ア、エジプト、チュニジア、南アフ
リカ共和国、モロッコ、リビア、ア
メリカ合衆国、カナダ、アルゼンチ
ン、ウルグアイ、エルサルバドル、
キューバ、グアテマラ、コスタリ
カ、ジャマイカ、ドミニカ共和国、
ニカラグア、ハイチ、プエルトリ
コ、ブラジル、ベネズエラ、ホン
ジュラス、メキシコ、オーストラリ
ア（タスマニアを除く。）

ｔａｂ
ａｃｉ
ｎａ
（タバ
コべと
病菌）

十三 アメリカ合衆国、ハワイ諸島 アボカド、アルファルファ、いんげんまめ、インディゴ
フェラ・ヒルスタ、おくら、きだちとうがらし、こしよ
う、さつまいも、さとうきび、すいか、だいこん、だい
ず、テーダまつ、とうがらし、とうもろこし、トマト、
にがうり、パインアップル、ピヌス・エリオッティ、ペ
ポかぼちや、メロン、らつかせい（さやのない種子を除
く。）、リーキ、れいし、アンスリューム属植物（付表
第四十九に掲げるものを除く。）、バショウ属植物、ふ
だんそう属植物及びみかん科植物の生植物の地下部

Ｒａｄ
ｏｐｈ
ｏｌｕ
ｓ ｃ
ｉｔｒ
ｏｐｈ
ｉｌｕ
ｓ（カ
ンキツ
ネモグ
リセン
チュ
ウ）

十四 トルコ、欧州（キプロスを除
く。）、シリア、チュニジア、モ
ロッコ、アメリカ合衆国、カナダ、
ニュージーランド

おおむぎ属植物、こむぎ属植物及びらいむぎ属植物の茎
葉（つと、こもその他これらに準ずる加工品を含む。付
表第二十八及び第三十三において「むぎわら」とい
う。）並びにかもじぐさ属植物の茎葉（付表第二十八及
び第三十三に掲げるものを除く。）

Ｍａｙ
ｅｔｉ
ｏｌａ
ｄｅｓ
ｔｒｕ
ｃｔｏ
ｒ（ヘ
シアン
バエ）

十五 朝鮮半島及び台湾を除く諸外国 いね、いねわら（かます、むしろその他これらに準ずる
加工品を含む。以下同じ。）（付表第二十九に掲げるも
のを除く。）、もみ及びもみがら

Ｂａｌ
ａｎｓ
ｉａ
ｏｒｙ
ｚａｅ
―ｓａ
ｔｉｖ
ａｅ
（イネ
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ミイラ
穂病
菌）
Ｄｉｔ
ｙｌｅ
ｎｃｈ
ｕｓ
ａｎｇ
ｕｓｔ
ｕｓ
（イネ
クキセ
ンチュ
ウ）
Ｘａｎ
ｔｈｏ
ｍｏｎ
ａｓ
ｏｒｙ
ｚａｅ
ｐｖ．
ｏｒｙ
ｚｉｃ
ｏｌａ
（イネ
条斑細
菌病
菌）
その他
の日本
に産し
ない各
種の検
疫有害
動植物

十六 イスラエル、イラン、シリア、
トルコ、ヨルダン、レバノン、アイ
ルランド、アルバニア、アルメニ
ア、イタリア、英国、オーストリ
ア、オランダ、キプロス、ギリ
シャ、クロアチア、コソボ、スイ
ス、スウェーデン、スペイン、スロ
バキア、スロベニア、セルビア、

かりん、せいようかりん、びわ、まるめろ、アロニア属
植物、かなめもち属植物、クラタエゴメスピルス属植
物、ざいふりぼく属植物、さんざし属植物、しやりんと
う属植物、しやりんばい属植物、ストランウァエシア属
植物、てんのうめ属植物、ディコトマンサス属植物、と
きわさんざし属植物、ドキニア属植物、なし属植物、な
なかまど属植物、ヘテロメレス属植物、ペラフィラム属
植物、ぼけ属植物及びりんご属植物（付表第二十四、第

Ｅｒｗ
ｉｎｉ
ａ ａ
ｍｙｌ
ｏｖｏ
ｒａ
（火傷
病菌）
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チェコ、デンマーク、ドイツ、ノル
ウェー、ハンガリー、フランス、ブ
ルガリア、ベラルーシ、ベルギー、
ポーランド、ボスニア・ヘルツェゴ
ビナ、マケドニア旧ユーゴスラビア
共和国、モルドバ、モンテネグロ、
リトアニア、リヒテンシュタイン、
ルーマニア、ルクセンブルク、アル
ジェリア、エジプト、モロッコ、ア
メリカ合衆国、カナダ、グアテマ
ラ、バミューダ諸島、メキシコ、
ニュージーランド

二十五及び三十一に掲げるものを除く。）の生植物（種
子を除き、生果実、花及び花粉を含む。）

十七 インド、インドネシア、カンボ
ジア、スリランカ、タイ、台湾、中
華人民共和国、ネパール、パキスタ
ン、バングラデシュ、東ティモー
ル、フィリピン、ブータン、ベトナ
ム、マレーシア、ミャンマー、ラオ
ス、イエメン、イラン、サウジアラ
ビア、アフリカ、アメリカ合衆国、
アメリカ領バージン諸島、キュー
バ、コスタリカ、ジャマイカ、ドミ
ニカ共和国、ニカラグア、プエルト
リコ、ベリーズ、メキシコ、ブラジ
ル、パプアニューギニア

アエグロプシス・チヴァリエリ、アタランティア・ミシ
オニス、カロデンデュラム・カペンシス、グミミカン、
クラウセナ・インディカ、シトロンシラス・ウベリ、ス
ウィングレア・グルティノーサ、ゾウノリンゴ、ツゲコ
ウジ、バルサモシトラス・ダウイ、ミクロシトラス・ア
ウストララシカ、ミクロシトラス・アウストラリス、ワ
ンピ及びさるかけみかん属植物の生植物（種子及び果実
を除く。）

Ｃａｎ
ｄｉｄ
ａｔｕ
ｓ Ｌ
ｉｂｅ
ｒｉｂ
ａｃｔ
ｅｒ
ａｆｒ
ｉｃａ
ｎｕｓ
（カン
キツグ
リーニ
ング病
菌アフ
リカ
型）
Ｃａｎ
ｄｉｄ
ａｔｕ
ｓ Ｌ
ｉｂｅ
ｒｉｂ
ａｃｔ
ｅｒ
ａｍｅ
ｒｉｃ
ａｎｕ
ｓ（カ
ンキツ
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グリー
ニング
病菌ア
メリカ
型）
Ｃａｎ
ｄｉｄ
ａｔｕ
ｓ Ｌ
ｉｂｅ
ｒｉｂ
ａｃｔ
ｅｒ
ａｓｉ
ａｔｉ
ｃｕｓ
（カン
キツグ
リーニ
ング病
菌アジ
ア型）

付表
一 ハワイ諸島から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるソロ種のパパイヤの生果実であつて農
林水産大臣が定める基準に適合しているもの
二 オーストラリアから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるアール二イー二種、ケイト種、ケ
ンジントン種、ケント種及びパルマー種のマンゴウの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合
しているもの
三 オランダから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるおらんだいちご、きゆうり、とうがら
し、トマト、なす、ぶどう、ペポかぼちゃ及びメロンの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適
合しているもの
四 南アフリカ共和国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるバレンシア種、ワシントンネー
ブル種、トマンゴ種及びプロテア種のスウィートオレンジ、レモン、グレープフルーツ並びにクレメン
ティンの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
五 スワジランドから発送され、南アフリカ共和国を経由し、かつ、地域を経由しないで輸入されるバレ
ンシア種、ワシントンネーブル種、トマンゴ種及びプロテア種のスウィートオレンジ、グレープフルー
ツ並びにクレメンティンの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
六 イスラエルから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるシャムテ種及びバレンシア種のス
ウィートオレンジ、グレープフルーツ、スウィーティ、ポメロ、レモン並びにオアの生果実であつて農
林水産大臣が定める基準に適合しているもの
七 オーストラリアから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるカンキツ属植物の生果実であつて
農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
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八 スペインから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるレモン、クレメンティン並びにネーブル
種、バレンシア種及びサルスティアーナ種のスウィートオレンジの生果実であって農林水産大臣が定め
る基準に適合しているもの
九 削除
十 台湾から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるポンカン、タンカン、リュウチン種のス
ウィートオレンジ及びポメロの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
十一 台湾から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるソロ種及び台農二号種のパパイヤの生果実
であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
十二 フィリピンから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるソロ種のパパイヤの生果実であつて
農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
十三 台湾から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるれいしの生果実であつて農林水産大臣が定
める基準に適合しているもの
十四 中華人民共和国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるれいしの生果実であつて農林水
産大臣が定める基準に適合しているもの
十五 フィリピンから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるマニラスーパー種のマンゴウの生果
実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
十六 台湾から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるアーヴィン種、カイト種及びハーディン種
のマンゴウの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
十七 タイから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるナンカンワン種、ナンドクマイ種、ピムセ
ンダン種、マハチャノ種及びラッド種のマンゴウの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合し
ているもの
十八 中華人民共和国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるかぼちゃ及びメロンの生果実で
あつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
十九 アメリカ合衆国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるさくらんぼの生果実であつて農
林水産大臣が定める基準に適合しているもの
二十 カナダから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるランバート種のさくらんぼの生果実であ
つて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
二十一 ニュージーランドから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるさくらんぼの生果実であつ
て農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
二十二 アメリカ合衆国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるネクタリンの生果実であつて
農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
二十三 ニュージーランドから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるファイアブライト種、ファ
ンタジア種及びレッドゴールド種のネクタリンの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合して
いるもの
二十四 ニュージーランドから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるりんごの生果実であつて農
林水産大臣が定める基準に適合しているもの
二十五 アメリカ合衆国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるりんごの生果実であつて農林
水産大臣が定める基準に適合しているもの
二十六 アメリカ合衆国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるハートレイ種、ペイン種及び
フランケット種のくるみの核子であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
二十七 カナダから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるトマトの生果実
二十八 アメリカ合衆国から発送され、他の地域を経由しないで輸入される乾草に混入したむぎわら及び
かもじぐさ属植物の茎葉であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
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二十九 中華人民共和国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるいねわらであつて農林水産大
臣の定める基準に適合しているもの
三十 アメリカ合衆国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるトマトの生果実
三十一 フランスから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるゴールデンデリシャス種のりんごの
生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
三十二 台湾から発送され、他の地域を経由しないで輸入される巨峰種及びイタリア種のぶどうの生果実
であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
三十三 カナダから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるむぎわら及びかもじぐさ属植物の茎葉
であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
三十四 オーストラリアのタスマニアから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるりんごの生果実
であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
三十五 コロンビアから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるイエローピタヤの生果実であって
農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
三十六 ハワイ諸島から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるケイト種及びヘイデン種のマンゴ
ウの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
三十七 アメリカ合衆国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるせいようすももの生果実であ
つて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
三十八 チリから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるさくらんぼの生果実であつて農林水産大
臣が定める基準に適合しているもの
三十九 アルゼンチンから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるグレープフルーツ、スウィート
オレンジ（バレンシア種、サルスティアーナ種、ラネラーテ種及びワシントンネーブル種のものに限
る。）、レモン、エレンデール、クレメンティン、ノバ及びマーコットの生果実であって農林水産大臣
が定める基準に適合しているもの
四十 タイから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるマンゴスチンの生果実であって農林水産大
臣が定める基準に適合しているもの
四十一 イスラエル国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるトライアンフ種のかきの生果実
であって農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
四十二 ベルギーから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるきゆうり及びトマトの生果実であつ
て農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
四十三 ブラジルから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるケント種及びトミーアトキンス種の
マンゴウの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
四十四 オーストラリアのタスマニアから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるさくらんぼの生
果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
四十五 イタリアから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるタロッコ種、サンギネロ種及びモロ
種のスウィートオレンジの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
四十六 アメリカ合衆国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるばれいしよの生塊茎であつて
農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
四十七 メキシコから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるトマトの生果実
四十八 インドから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるアルフォンソ種、ケサー種、チョウサ
種、バンガンパリ種、マリカ種及びラングラ種のマンゴウの生果実であつて農林水産大臣が定める基準
に適合しているもの
四十九 ハワイ諸島から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるアンスリューム属植物の生植物の
地下部であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
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五十 マレーシアから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるハルマニス種のマンゴウの生果実で
あつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
五十一 コロンビアから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるトミーアトキンス種のマンゴウの
生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
五十二 ベトナムから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるヒロセレウス・ウンダーツスの生果
実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
五十三 ペルーから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるケント種のマンゴウの生果実であつて
農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
五十四 南アフリカ共和国から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるバーリンカ種のぶどうの生
果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
五十五 台湾から発送され、他の地域を経由しないで輸入されるヒロセレウス・ウンダーツスの生果実で
あつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
五十六 トルコから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるグレープフルーツ及びレモンの生果実
であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
五十七 パキスタンから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるシンドリ種及びチョウサ種のマン
ゴウの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
五十八 タイから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるトーンディー種のポメロの生果実であつ
て農林水産大臣が定める基準に適合しているもの
五十九 オーストラリアから発送され、他の地域を経由しないで輸入されるクリムソンシードレス種、ト
ムソンシードレス種及びレッドグローブ種のぶどうの生果実であつて農林水産大臣が定める基準に適合
しているもの 
別表二の二 （第九条関係） 

地域 植物 基準
一 アイルラ
ンド、英国
（グレー
ト・ブリテ
ン及び北ア
イルランド
に限る。以
下この表に
おいて同
じ。）、
ニュージー
ランド

あめりかいわなんてん、ウァッキニウム・ミルティルス、せいようきづた、せい
ようとちのき、せいようばくちのき、せいようひいらぎ、せこいあおすぎ、チェ
リモヤ、ポドカルプス・サリグヌス、ヨーロッパぐり、ロマティア・ミリコイデ
ス、あせび属植物、おがたまのき属植物、ゲウイナ属植物、こなら属植物、つつ
じ属植物、ドリミス属植物、ぶな属植物、もくれん属植物及びゆりのき属植物の
葉、枝、樹皮その他の部分（種子及び果実を除く。）並びにこれらの植物の葉、
枝、樹皮その他の部分が微生物その他の生物により分解されて生じた有機物であ
つて、植物の植込みの用又は植物が生育するための土壌の被覆の用に供するもの

１ 輸出
国の政
府機関
により
発行さ
れ、か
つ、そ
の検査
の結果
検疫有
害動植
物が付
着して
いない
ことを
確か
め、又
は信ず
る旨を
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記載し
た検査
証明書
又はそ
の写し
を添付
してあ
るもの
である
こと。
２ １の
検査証
明書又
はその
写しに
は、摂
氏七十
一度以
上で七
十五分
以上又
はこれ
と同等
以上の
効果を
有する
と認め
られる
条件で
熱処理
が行わ
れ、か
つ、Ｐ
ｈｙｔ
ｏｐｈ
ｔｈｏ
ｒａ ｋ
ｅｒｎ
ｏｖｉ
ａｅに
侵され
ていな
いこと
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が特記
されて
いるこ
と。

二 アイルラ
ンド、イタ
リア、英
国、英領
チャネル諸
島、オラン
ダ、ギリ
シャ、スイ
ス、ス
ウェーデ
ン、スペイ
ン、スロベ
ニア、セル
ビア、デン
マーク、ド
イツ、ノル
ウェー、
フィンラン
ド、フラン
ス、ベル
ギー、ポー
ランド、リ
トアニア、
アメリカ合
衆国（ハワ
イ諸島を除
く。以下こ
の表におい
て同
じ。）、カ
ナダ

とさみずき、ヒドランゲア・シーマニアイ、アジアンタム属植物、あせび属植
物、あめりかいかりそう属植物、アルクトスタフィロス属植物、アルブツス属植
物、いすのき属植物、いちい属植物、いわなんてん属植物、うめがさそう属植
物、うるし属植物、ウンベルラリア属植物、エリカ属植物、おがたまのき属植
物、おしだ属植物、オリーブ属植物、かえで属植物、かなめもち属植物、かばの
き属植物、がまずみ属植物、かや属植物、からまつ属植物、ガリア属植物、カル
ナ属植物、カルミア属植物、がんこうらん属植物、きいちご属植物、キスツス属
植物、きづた属植物、きようちくとう属植物、くすのき属植物、くましで属植
物、くり属植物、グリセリーニア属植物、クレマティス属植物、くろうめもどき
属植物、くろばなろうばい属植物、ケアノツス属植物、ゲウイナ属植物、げつけ
いじゆ属植物、ケラトニア属植物、こなら属植物、さくら属植物、しい属植物、
しおで属植物、しなのき属植物、しやりんとう属植物、ショワジア属植物、しら
たまのき属植物、シンフォリカルポス属植物、すいかずら属植物、すぐり属植
物、すのき（こけもも）属植物、セコイア属植物、ゼノビア属植物、つが属植
物、つつじ属植物、つばき属植物、つばめおもと属植物、つまとりそう属植物、
ていかかずら属植物、とうひ属植物、とがさわら属植物、ときわさんざし属植
物、ときわまんさく属植物、とちのき属植物、とねりこ属植物、とねりばはぜの
き属植物、とべら属植物、ドリミス属植物、なんきよくぶな属植物、にしきぎ属
植物、にれ属植物、にわとこ属植物、はこやなぎ属植物、はしどい属植物、はし
ばみ属植物、はなずおう属植物、ばら属植物、パラクメリア属植物、パロッティ
ア属植物、はんのき属植物、ばんれいし属植物、ひいらぎなんてん属植物、ひの
き属植物、ひめしやくなげ属植物、ひめつばき属植物、フィソカルプス属植物、
フクシア属植物、ぶな属植物、ヘテロメレス属植物、まいづるそう属植物、まつ
属植物、まてばしい属植物、まんさく属植物、みずき属植物、めぎ属植物、もく
せい属植物、もくれん属植物、もくれんもどき属植物、もちのき属植物、もみ属
植物、やなぎ属植物、やぶこうじ属植物、やぶにんじん属植物、ユーカリノキ属
植物、ゆずりは属植物、ゆりのき属植物、りんご属植物及びりんねそう属植物の
葉、枝、樹皮その他の部分（種子及び果実を除く。）並びにこれらの植物の葉、
枝、樹皮その他の部分が微生物その他の生物により分解されて生じた有機物であ
つて、植物の植込みの用又は植物が生育するための土壌の被覆の用に供するもの

１ 輸出
国の政
府機関
により
発行さ
れ、か
つ、そ
の検査
の結果
検疫有
害動植
物が付
着して
いない
ことを
確か
め、又
は信ず
る旨を
記載し
た検査
証明書
又はそ
の写し
を添付
してあ
るもの
である
こと。
２ １の
検査証
明書又
はその
写しに
は、摂
氏七十
一度以
上で七
十五分
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以上又
はこれ
と同等
以上の
効果を
有する
と認め
られる
条件で
熱処理
が行わ
れ、か
つ、Ｐ
ｈｙｔ
ｏｐｈ
ｔｈｏ
ｒａ ｒ
ａｍｏ
ｒｕｍ
に侵さ
れてい
ないこ
とが特
記され
ている
こと。

三 インド、
中華人民共
和国（香港
を除く。以
下この表に
おいて同
じ。）、ア
フガニスタ
ン、イスラ
エル、イラ
ン、トル
コ、イタリ
ア、ウクラ
イナ、英
国、オース
トリア、オ
ランダ、ギ

ペチュニア属植物の種子であつて栽培の用に供するもの並びにアボカド、しまほ
おずき、ストレプトソレン・ジェイムソニー、ソラヌム・ラントネッティー、タ
マサンゴ、つるはななす、とうがらし、ペピーノ、カリブラコア属植物、ケスト
ルム属植物、ダリア属植物、ブルグマンシア属及びペチュニア属植物の生植物
（種子及び果実を除く。）であつて栽培の用に供し得るもの

１ 輸出
国の政
府機関
により
発行さ
れ、か
つ、そ
の検査
の結果
検疫有
害動植
物が付
着して
いない
ことを
確か
め、又
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リシャ、ス
ロベニア、
チェコ、ド
イツ、フラ
ンス、ベラ
ルーシ、ベ
ルギー、ロ
シア、エジ
プト、ナイ
ジェリア、
アメリカ合
衆国、コス
タリカ、チ
リ、ベネズ
エラ、ペ
ルー、
ニュージー
ランド

は信ず
る旨を
記載し
た検査
証明書
又はそ
の写し
を添付
してあ
るもの
である
こと。
２ １の
検査証
明書又
はその
写しに
は、核
酸の塩
基配列
を検出
するた
めに適
切と認
められ
る方法
による
検査が
行わ
れ、か
つ、Ｐ
ｏｔａ
ｔｏ ｓ
ｐｉｎ
ｄｌｅ
ｔｕｂ
ｅｒ ｖ
ｉｒｏ
ｉｄ
（ジャ
ガイモ
やせい
もウイ
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ロイ
ド）に
侵され
ていな
いこと
が特記
されて
いるこ
と。

四 中華人民
共和国、シ
リア、アイ
ルランド、
イタリア、
英国、オー
ストリア、
オランダ、
キプロス、
ギリシャ、
スイス、ス
ウェーデ
ン、スペイ
ン、チェ
コ、デン
マーク、ド
イツ、ハン
ガリー、
フィンラン
ド、フラン
ス、ブルガ
リア、ベル
ギー、ポー
ランド、南
アフリカ共
和国、アメ
リカ合衆
国、カナ
ダ、エクア
ドル、チ
リ、ペ
ルー、メキ
シコ

あらげしゆんぎく、いぬほおずき、エキウム・クレティクム、エキウム・フミ
レ、きだちたばこ、けちようせんあさがお、ケノポディウム・ムラレ、コニザ・
アルビダ、シシンブリウム・イリオ、タラクサクム・ウルガレ、ディプロタクシ
ス・エルコイデス、バッシア・スコパリア、ピプタテルム・ムルティフロルム、
ひろはひるがお、ほんきんせんか、モリカンディア・アルウェンシス、ようしゆ
きだちるりそう、リコペルシコン・ピンピネリフォリウム、おおばこ属植物、オ
ノポルドゥム属植物、ぎしぎし属植物、コロノプス属植物、せいようひるがお属
植物、ぜにあおい属植物、のげし属植物及びひゆ属植物の生植物（種子及び果実
を除く。）であつて栽培の用に供し得るもの

１ 輸出
国の政
府機関
により
発行さ
れ、か
つ、そ
の検査
の結果
検疫有
害動植
物が付
着して
いない
ことを
確か
め、又
は信ず
る旨を
記載し
た検査
証明書
又はそ
の写し
を添付
してあ
るもの
である
こと。
２ １の
検査証
明書又
はその
写しに
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は、適
切な血
清学的
診断法
又は核
酸の塩
基配列
を検出
するた
めに適
切と認
められ
る方法
による
検査が
行わ
れ、か
つ、Ｐ
ｅｐｉ
ｎｏ ｍ
ｏｓａ
ｉｃ ｖ
ｉｒｕ
ｓに侵
されて
いない
ことが
特記さ
れてい
るこ
と。

五 イタリ
ア、英国、
デンマー
ク、ドイ
ツ、フラン
ス、アメリ
カ合衆国、
カナダ、コ
スタリカ

グロキシニア（シーマニア）・ギムノストマ、グロキシニア（シーマニア）・ネ
マタントデス、グロキシニア（シーマニア）・プルプラスケンス、コルムネア・
エリトロファエア、ネマタンツス・ウェッツテイニ、ブルンフェルシア・ウン
ドゥラタの生植物（種子及び果実を除く。）であつて栽培の用に供し得るもの

１ 輸出
国の政
府機関
により
発行さ
れ、か
つ、そ
の検査
の結果
検疫有
害動植
物が付
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着して
いない
ことを
確か
め、又
は信ず
る旨を
記載し
た検査
証明書
又はそ
の写し
を添付
してあ
るもの
である
こと。
２ １の
検査証
明書又
はその
写しに
は、核
酸の塩
基配列
を検出
するた
めに適
切と認
められ
る方法
による
検査が
行わ
れ、か
つ、Ｃ
ｏｌｕ
ｍｎｅ
ａ ｌａ
ｔｅｎ
ｔ ｖｉ
ｒｏｉ
ｄに侵
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されて
いない
ことが
特記さ
れてい
るこ
と。

六 カナダ、
メキシコ

ソラヌム・カルディオフィルムの生植物（種子及び果実を除く。）であつて栽培
の用に供し得るもの

１ 輸出
国の政
府機関
により
発行さ
れ、か
つ、そ
の検査
の結果
検疫有
害動植
物が付
着して
いない
ことを
確か
め、又
は信ず
る旨を
記載し
た検査
証明書
又はそ
の写し
を添付
してあ
るもの
である
こと。
２ １の
検査証
明書又
はその
写しに
は、核
酸の塩
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基配列
を検出
するた
めに適
切と認
められ
る方法
による
検査が
行わ
れ、か
つ、Ｍ
ｅｘｉ
ｃａｎ
ｐａｐ
ｉｔａ
ｖｉｒ
ｏｉｄ
に侵さ
れてい
ないこ
とが特
記され
ている
こと。

七 インドネ
シア、イス
ラエル、イ
タリア、
オーストリ
ア、オラン
ダ、スロベ
ニア、ドイ
ツ、フィン
ランド、フ
ランス、ベ
ルギー、
チュニジ
ア、セネガ
ル、コート
ジボワール

ストレプトソレン・ジェイムソニー、ソラヌム・ラントネッティー、たまさん
ご、つるはななす、ケストルム属植物及びブルグマンシア属植物の生植物（種子
及び果実を除く。）であつて栽培の用に供し得るもの

１ 輸出
国の政
府機関
により
発行さ
れ、か
つ、そ
の検査
の結果
検疫有
害動植
物が付
着して
いない
ことを
確か
め、又
は信ず
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る旨を
記載し
た検査
証明書
又はそ
の写し
を添付
してあ
るもの
である
こと。
２ １の
検査証
明書又
はその
写しに
は、核
酸の塩
基配列
を検出
するた
めに適
切と認
められ
る方法
による
検査が
行わ
れ、か
つ、Ｔ
ｏｍａ
ｔｏ ａ
ｐｉｃ
ａｌ ｓ
ｔｕｎ
ｔ ｖｉ
ｒｏｉ
ｄに侵
されて
いない
ことが
特記さ
れてい
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るこ
と。

八 インド、
英国、スロ
ベニア、
チェコ、
フィンラン
ド、フラン
ス、アメリ
カ合衆国、
メキシコ

とべら、ひめつるにちにちそう、バーベナ属植物及びペチュニア属植物の生植物
（種子及び果実を除く。）であつて栽培の用に供し得るもの

１ 輸出
国の政
府機関
により
発行さ
れ、か
つ、そ
の検査
の結果
検疫有
害動植
物が付
着して
いない
ことを
確か
め、又
は信ず
る旨を
記載し
た検査
証明書
又はそ
の写し
を添付
してあ
るもの
である
こと。
２ １の
検査証
明書又
はその
写しに
は、核
酸の塩
基配列
を検出
するた
めに適
切と認
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められ
る方法
による
検査が
行わ
れ、か
つ、Ｔ
ｏｍａ
ｔｏ ｃ
ｈｌｏ
ｒｏｔ
ｉｃ ｄ
ｗａｒ
ｆ ｖｉ
ｒｏｉ
ｄに侵
されて
いない
ことが
特記さ
れてい
るこ
と。

別表三 （第三十五条の二、第三十五条の四関係） 

地域 植物 備考
（ま
ん延
防止
を必
要と
する
有害
動物
又は
有害
植
物）

一 北緯
二十六

かぼちゃ、すいか及びとうがんの生果実 ウリ
ミバ
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度以南
の南西
諸島
（大東
諸島、
宮古群
島及び
八重山
群島を
除
く。）

エ

二 北緯
三十度
以南の
南西諸
島（大
東諸島
を含
む。）

さつまいも属植物の生茎葉及び生塊根等の地下部（さつまいもの生塊根であって第三十
五条の五第一項の消毒の確認を受けたものを除く。）

サツ
マイ
モノ
メイ
ガ

三 北緯
二十七
度十分
以南の
南西諸
島（大
東諸島
を含
み、与
論島を
除
く。）

からたち属、きんかん属及びみかん属植物の生植物（種子及び果実を除く。） カン
キツ
グ
リー
ニン
グ病
菌

四 北緯
二十七
度五十
八分以
南、北
緯二十
七度十
分以北
の南西
諸島、
与論島

からたち属、きんかん属及びみかん属植物の生植物（種子及び果実を除く。） カン
キツ
グ
リー
ニン
グ病
菌
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五 北緯
二十七
度十分
以南の
南西諸
島（大
東諸島
を含
み、与
論島を
除
く。）

アエグロプシス・チヴァリエリ、アタランティア・ミシオニス、アフラエグレ・ガボネ
ンシス、アフラエグレ・パニキュラタ、ウェプリス・ランケオラタ、エレモシトラス・
グラウカ、オオバゲッキツ、グミミカン、クラウセナ・アニスム―オレンス、クラウセ
ナ・インディカ、クラウセナ・エクスキャバタ、クリメニア・ポリアンドラ、ゲッキ
ツ、サルカケミカン、シトロプシス・ギレティアナ、シトロプシス・スクウェインフル
ティ、スウィングレア・グルティノーサ、ゾウノリンゴ、ツゲコウジ、ナリンギ・クレ
ヌラタ、バルサモシトラス・ダウイ、パンブルス・ミシオニス、ベルノキ、ミクロシト
ラス・アウストララシカ、ミクロシトラス・アウストラリス、ミクロシトラス・パプア
ナ、メリリア・カロキシオン、ワンピ、からたち属、きんかん属及びみかん属の生植物
（種子及び果実を除く。）

ミカ
ンキ
ジラ
ミ

六 北緯
二十七
度五十
八分以
南、北
緯二十
七度十
分以北
の南西
諸島、
与論島

アエグロプシス・チヴァリエリ、アタランティア・ミシオニス、アフラエグレ・ガボネ
ンシス、アフラエグレ・パニキュラタ、ウェプリス・ランケオラタ、エレモシトラス・
グラウカ、オオバゲッキツ、グミミカン、クラウセナ・アニスム―オレンス、クラウセ
ナ・インディカ、クラウセナ・エクスキャバタ、クリメニア・ポリアンドラ、ゲッキ
ツ、サルカケミカン、シトロプシス・ギレティアナ、シトロプシス・スクウェインフル
ティ、スウィングレア・グルティノーサ、ゾウノリンゴ、ツゲコウジ、ナリンギ・クレ
ヌラタ、バルサモシトラス・ダウイ、パンブルス・ミシオニス、ベルノキ、ミクロシト
ラス・アウストララシカ、ミクロシトラス・アウストラリス、ミクロシトラス・パプア
ナ、メリリア・カロキシオン、ワンピ、からたち属、きんかん属及びみかん属の生植物
（種子及び果実を除く。）

ミカ
ンキ
ジラ
ミ

別表四 （第三十五条の二、第三十五条の五関係） 

地域 植物 備考（まん延防
止を必要とする
有害動物）

一 北緯二十六度以南の南西諸島（大東諸島、宮古
群島及び八重山群島を除く。）

トマト、パパイヤ、ピーマン、ポン
カン及びマンゴウの生果実

ミカンコミバエ

二 北緯二十六度以南の南西諸島（大東諸島、宮古
群島及び八重山群島を除く。）

いんげんまめ、トマト、にがうり、
ネットメロン、パパイヤ、ピーマン
及びマンゴウの生果実

ウリミバエ

三 北緯二十八度四十分以南の南西諸島（大東諸島
を含む。）、小笠原諸島

さつまいもの生塊根 イモゾウムシ

四 北緯三十度以南の南西諸島（大東諸島を含み、
久米島、奥武島（沖縄県島尻郡久米島町）及び
オーハ島を除く。）、小笠原諸島

さつまいもの生塊根 アリモドキゾウ
ムシ

五 北緯三十度以南の南西諸島（大東諸島を含 さつまいもの生塊根 サツマイモノメ
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む。） イガ

別表五 （第三十五条の六関係） 

植物 消毒の基準 備考
方法 使用薬剤及び薬

量
消毒
基準
温度

消
毒
時
間

ポンカ
ンの生
果実

臭化
メチ
ルく
ん蒸

臭化メチルくん
蒸庫一立方メー
トル当たり五〇
グラム

一五
～二
〇度

二
時
間
半

１ くん蒸中は、かくはん装置で庫内のガスをかくはんし、
ガス濃度の均一化を図る。
２ ポンカンの生果実の臭化メチルくん蒸は、採果後七日以
上経過したものについて行う。
３ パパイヤの生果実の蒸熱処理は、湿度九〇パーセント以
上の蒸熱処理庫内において、蒸熱処理庫一立方メートル当た
り一四〇キログラム以下の生果実の量のものについて行う。
４ ネツトメロンの生果実の蒸熱処理は、湿度九〇パーセン
ト以上の蒸熱処理庫内において、蒸熱処理庫一立方メートル
当たり一五〇キログラム以下の生果実の量のものについて行
う。
５ ピーマンの生果実の蒸熱処理は、湿度九〇パーセント以
上の蒸熱処理庫内において、蒸熱処理庫一立方メートル当た
り九〇キログラム以下の生果実の量のものについて行う。
６ マンゴウの生果実の蒸熱処理は、湿度九〇パーセント以
上の蒸熱処理庫内において、蒸熱処理庫一立方メートル当た
り八〇キログラム以下の生果実の量のものについて行う。
７ にがうりの生果実の蒸熱処理は、温度九〇パーセント以
上の蒸熱処理庫内において、蒸熱処理庫一立方メートル当た
り一〇〇キログラム以下の生果実の量のものについて行う。
８ さつまいもの生塊根の蒸熱処理は、湿度九五パーセント
以上の蒸熱処理庫内において、当該蒸熱処理庫内の温度を四
時間で三一度から四一度まで一定の上昇率で上げてから行
う。
９ 消毒基準温度は、くん蒸にあつてはくん蒸庫内の温度と
し、蒸熱処理にあつては生果実又は生塊根の中心の温度とす
る。
１０ 消毒は、包装前にすかし箱に入れて行う。
１１ 消毒は、植物防疫所長が定める基準に該当する施設等
において行う。

トマト
の生果
実

臭化
メチ
ルく
ん蒸

臭化メチルくん
蒸庫一立方メー
トル当たり五〇
グラム

二〇
～二
八度

三
時
間

一五
～二
〇度

四
時
間

パパイ
ヤの生
果実

蒸熱
処理

ー 四五
～四
六度

三
十
分

ネツト
メロン
の生果
実

蒸熱
処理

ー 四五
～四
六度

三
十
分

いんげ
んまめ
の生果
実

臭化
メチ
ルく
ん蒸

臭化メチルくん
蒸庫一立方メー
トル当たり三五
グラム

二〇
～二
八度

二
時
間

一五
～二
〇度

二
時
間
半

ピーマ
ンの生
果実

蒸熱
処理

ー 四三
～四
三・
八度

三
時
間

マンゴ
ウの生

蒸熱
処理

ー 四三
～四

三
時
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果実 四度 間
にがう
りの生
果実

蒸熱
処理

ー 四五
～四
六度

三
十
分

さつま
いもの
生塊根

蒸熱
処理

ー 四七
～四
八度

三
時
間
十
分

別表六 （第三十五条の七関係） 

地域 植物 備考
（ま
ん延
防止
を必
要と
する
有害
動物
又は
有害
植
物）

一 北緯二十
六度以南の南
西諸島（大東
諸島、宮古群
島及び八重山
群島を除
く。）

かんきつ類（ポンカンを除く。）、わんぴ、びわ、すもも、もも、ざくろ、いち
じく、がじゆまる、りゆうがん、れいし、ごれんし、アボカド、ランブータン、
くろつぐ、びんろうじゆ、サントール、てりはぼく、ももたまな、アセロラ、あ
んず、いんどめてんぐ、おらんだいちご、オリーブ、たいへいようぐるみ、な
し、なつめやし、ぶどう、やまもも、りんご、かき属植物、なす属植物、ぱんの
き属植物、マンゴウ属植物（マンゴウを除く。）、なつめ属植物、とけいそう属
植物、あかてつ科植物、ふともも属植物、ばんれいし属植物、ふくぎ属植物、と
うがらし属植物（ピーマンを除く。）、あかたねのき属植物、コーヒーノキ属植
物、にんめんし属植物、ばんじろう属植物、ランサ属植物及びヒロセレウス属植
物の生果実並びに成熟したバナナの生果実

ミカ
ンコ
ミバ
エ

二 北緯二十
八度四十分以
南の南西諸島
（大東諸島を
含む。）、小
笠原諸島

さつまいも属植物、あさがお属植物及びひるがお属植物の生茎葉及び生塊根等の
地下部（さつまいもの生塊根を除く。）

イモ
ゾウ
ムシ
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三 北緯二十
六度以南の南
西諸島（大東
諸島、宮古群
島及び八重山
群島を除
く。）

うり科植物の生果実（とうがん、すいか、かぼちや、ネツトメロン及びにがうり
の生果実を除く。）及びその生茎葉並びにきだちとうがらし、きまめ、ささげ、
とうがらし（ピーマンを除く。）、なす、マンゴウ属植物（マンゴウを除く。）
及びヒロセレウス属植物の生果実

ウリ
ミバ
エ

四 北緯三十
度以南の南西
諸島（大東諸
島を含み、久
米島、奥武島
（沖縄県島尻
郡久米島町）
及びオーハ島
を除く。）、
小笠原諸島

さつまいも属植物、あさがお属植物及びひるがお属植物の生茎葉及び生塊根等の
地下部（さつまいもの生塊根を除く。）

アリ
モド
キゾ
ウム
シ

五 北緯二十
七度十分以南
の南西諸島
（大東諸島を
含み、与論島
を除く。）

アエグロプシス・チヴァリエリ、アタランティア・ミシオニス、カロデンデュラ
ム・カペンシス、グミミカン、クラウセナ・インディカ、シトロンシラス・ウベ
リ、スウィングレア・グルティノーサ、ゾウノリンゴ、ツゲコウジ、バルサモシ
トラス・ダウイ、ミクロシトラス・アウストララシカ、ミクロシトラス・アウス
トラリス、ワンピ及びさるかけみかん属の生植物（種子及び果実を除く。）

カン
キツ
グ
リー
ニン
グ病
菌

六 北緯二十
七度五十八分
以南、北緯二
十七度十分以
北の南西諸
島、与論島

アエグロプシス・チヴァリエリ、アタランティア・ミシオニス、カロデンデュラ
ム・カペンシス、グミミカン、クラウセナ・インディカ、シトロンシラス・ウベ
リ、スウィングレア・グルティノーサ、ゾウノリンゴ、ツゲコウジ、バルサモシ
トラス・ダウイ、ミクロシトラス・アウストララシカ、ミクロシトラス・アウス
トラリス、ワンピ及びさるかけみかん属の生植物（種子及び果実を除く。）

カン
キツ
グ
リー
ニン
グ病
菌

別表七 （第三十五条の七関係） 

地域 有害動物又は有害植
物

一 北緯二十六度以南の南西諸島（大東諸島、宮古群島及び八重山群島を除
く。）

ミカンコミバエ及び
ウリミバエ

二 北緯二十八度四十分以南の南西諸島（大東諸島を含む。）、小笠原諸島 イモゾウムシ及びア
フリカマイマイ
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三 北緯三十度以南の南西諸島（大東諸島を含み、久米島、奥武島（沖縄県島尻
郡久米島町）及びオーハ島を除く。）、小笠原諸島

アリモドキゾウムシ

四 北緯三十度以南の南西諸島（大東諸島を含む。） サツマイモノメイガ
五 北緯二十七度十分以南の南西諸島（大東諸島を含み、与論島を除く。） ミカンキジラミ
六 北緯二十七度五十八分以南、北緯二十七度十分以北の南西諸島、与論島 ミカンキジラミ
七 北緯二十七度十分以南の南西諸島（大東諸島を含み、与論島を除く。） カンキツグリーニン

グ病菌
八 北緯二十七度五十八分以南、北緯二十七度十分以北の南西諸島、与論島 カンキツグリーニン

グ病菌

第一号様式 （用紙の大きさは、日本標準規格Ａ６とし、中央点線の所から二つ折とする。） （第五条関
係） 
第二号様式 （第七条関係） 
第三号様式 （第七条関係）
第四号様式 （第十条関係）
第五号様式 （第十五条関係）
第六号様式 （第十六条関係）
第七号様式 （第十九条関係）
第八号様式 （第十九条関係）
第九号様式 （第二十一条関係）
第十号様式 （第二十一条関係）
第十一号様式 （第二十二条関係）
第十二号様式 （第二十四条関係）
第十三号様式 （第二十四条関係）
第十三号の二様式
第十三号の三様式 （第二十四条関係）
第十四号様式 （第二十五条関係）
第十五号様式 （第二十五条関係）
第十六号様式 （第二十五条関係）
第十七号様式
第十八号様式 （第三十条関係）
第十八号の二様式 （第三十条関係）
第十九号様式 （第三十条関係）
第二十号様式 （第三十条関係）
第二十一号様式 （第三十四条関係）
第二十二号様式 （第三十四条関係）
第二十二号の二様式 （第三十五条の三関係）
第二十二号の三様式 （第三十五条の三関係）
第二十二号の四様式 （第三十五条の四関係）
第二十二号の五様式 （第三十五条の四関係）
第二十二号の六様式 （第三十五条の四関係）
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第二十二号の七様式 （第三十五条の四関係）
第二十二号の八様式 （第三十五条の四関係）
第二十二号の九様式 （第三十五条の五関係）
第二十二号の十様式 （第三十五条の五関係）
第二十二号の十一様式 （第三十五条の五関係）
第二十二号の十二様式 （第三十五条の五関係）
第二十二号の十三様式 （第三十五条の五関係）
第二十二号の十四様式 （第三十五条の八関係）
第二十二号の十五様式 （第三十五条の八関係）
第二十三号様式 （第三十六条関係）
第二十四号様式 （第三十七条関係）
第二十五号様式 （日本工業規格Ａ４） （第三十八条関係）
第二十六号様式 （日本工業規格Ａ４） （第三十九条関係）
第二十七号様式 （日本工業規格Ａ４） （第四十二条関係）
第二十八号様式 （第四十三条関係）
第二十九号様式 （日本工業規格Ａ４） （第四十四条関係）
第三十号様式 （日本工業規格Ａ４） （第四十六条関係）
第三十一号様式 （日本工業規格Ａ４） （第四十七条関係）
第三十二号様式 （第四十八条関係）
第三十三号様式 （日本工業規格Ａ４） （第四十九条関係）
第三十四号様式 （日本工業規格Ａ４） （第五十条関係）
第三十五号様式 （第五十条関係）
第三十六号様式 （日本工業規格Ａ４） （第五十四条関係） 
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